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ァィー

. 様知器

. 受信制御機器

. 通報機器

. ローカル監視装置

. スイ ッチ

. 警報器

報知器

. 人惑ライト、人感スイッチ、防犯ライト

. 無線機器

. 多重伝送機器

- 保管機器

. 防爆機器

. タイマー

. 電源機器

万引報知機器

・映像機器

出入管理機器

. テごィフェンス(防御・護身用) 機 器

. 金属探知器

X 線透視機器

ｾ圃圃・町、 竹中センサ クJレ プ

ｾａｋｅ ヲ竹中エンジニアリンク株式会社

事 業 本 部 干607- 8156 京 都 市 山 科 区 東 里 子 五 条 通 外 環 西 入 8 3 - 1  

T E L (075)  594- 7211 (代) F A X (075) 501- 2085 

札 幌 (011 ) 281- 4641 仙 台 (022) 268-2411 郡 山 (024) 962- 431 0  

所 沢 (042) 991- 7255 さいたま (048) 641- 8830 千 葉 (043) 202-2551 

東 京 (03) 5805-8081 立 川 (042) 540-1665 横 浜 (045) 411- 0270 

長 野 (026) 229- 8130 静 岡 (054) 203- 5220 名古屋 (052) 731- 7227 

金 沢 (076) 234- 7201 京 都 (075) 593- 3171 大 阪 (06) 6881- 2045 

神 戸 (078) 230-6112 広 島 (082) 223- 1138 高 松 (087) 861- 6633 

福 岡 (092) 471- 6245 熊 本 (096) 387-3911 U.S.  408- 747- 0100 

U  K. 01256-475555 G E R.  06023- 9625- 0 A US.  03- 9546- 0533 

h  tt P ・// w w w.t ak e x- eng. c o. j p/

. f I i 音視機器

・煙幕防御機器

. 車両機器

. 特殊機器

※ 2002年版「総合カタログJ を

無料で差し上げます。
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大阪市中央公会堂

見学会

日本建築協会

& 邑

冨固

日 時 2∞2年10月26日(土)

16: 30- - 18: 30 

会場司馬遼太郎記念館地下ホール

* 東大阪市下小阪 3-11-18

* 近鉄「八戸ノ里」駅徒歩 7分

講 師 上 村 洋 行

司馬遼太郎記念館館長

定 員 150人

* 申込者多数の場合は抽選

参加費 500円

* 別途入館料500円が必要

申 込 10月18日(金) までに

①催し名 : r司馬遼太郎記念館j

②氏名

③職場・学校名

@月参加証郵送先

喧漣絡先電話番号

を添えてお申込み下さい。

* 参加証を 10月21 日( 月) に

発送します。

申込先 (社) 日本建築協会事業課

大阪市北区梅田1-1ふ 2100

干530- 0001

T EL. 06-6348-Q633 

FAX. 06毛348心634

メー)I-. j i gyoka@aaj . or. j p

主 催 (社) 日本建築協会

事業委員会情報小委員会

担当主査中西稔

ジェイアール西日本コンサル空ンツ

司馬遼太郎記念館は昨年11 月、東大

阪市の住宅街のー函に開館しました。

司馬遼太郎の自宅と隣接地に建つ安藤

忠雄さん設計のコンクリー卜打ちっ放

しの建物で情成されています。地下 1

階、地上 2階、ゆるかな曲線を描くシ

ンプルな構造で、篠木林風の庭と見事

にマッチしています。

この庭の小径から窓越しに司馬遼太郎

の書斎を見ることができます。数々の

作品を執筆した書斎は生前のままに保

存されています。このあたりから長い

ガラスの回廊がつづき 、 “ もうひとつ

の書斎" が広がる記念館へ。

建物は収蔵、展示、情報発信( ホール)

の 3 つのスペースにわかれています。

展示といっても例えは濯嘩廟高や手紙、

色紙… といった展示品だけではありま

せん。いわゆる展示スペースは狭くな

っています。この記念館は「見る」記

念館、というより「感じるJ r考える」

記念館という位置づけです。

その代表が高さ 1 1 m、3 庖吹き抜けの

大書架です。約 2万冊の蔵書の世界が

広がり 、まさに、司馬遼太郎の精神を

感じていただける空間です。

記念館の建設に当たっては、常に文化

の共有ということを考えてきました。

多くのみなさんとともに建てる 、そし

て、ともに育てることができれば 、そ

の意思のひとつひとつが集まることに

よって 、新しい文化のネ ッ トワークが

広がっていく 。そういう期待をこめて

1995年、阪神淡路大震災の年の暮れ、

プロポーザル参加に始まる大阪市中央

公会堂保存 ・再生工事、この9月末によ

うやく竣工。11月には再開場の運びとな

りました。

1918年、創建の時から、1998年の供用

停止に至るまで、延5千万人もの来場者

があったという中央公会堂について、こ

こで改めて云々することもないでしょうと

言いながら、創建当時の先人の叡知と

決断、続いて、激動の時代でもあったこ

の80年問 、公会堂を維持管理してこら

れた先人の努カと忍耐には、日量々頭の

下 が る 思 い

です。設計か

ら現場にかけ

て、この建築

に接する日々

は、発見と驚

みと意義の再確認の日々でもありました。

保存と再生、旧くて新しい、おそらくは今

世紀の最重要課題に向けて、このプロ

ジェク卜を通じて、解決案とまでは言えぬ

としても、ひとつの有力な作法の道筋を

見つけることができたかなと、密かに自負

するところ力ずあります。

鮮やかに建った松岡務画伯の天井函「天

地開聞J が誘う中央公会堂へ是非とも

お越し下さい。 ( 太田隆信)

. 建築厩婆

名 紘 大 阪市中央公会堂{ 大正7年創建}

所 在 地 大 阪市 北区中之ぬ l丁目 IlIt 27号

敷地面積 5，641. 81m'  

建築面積 2，330.35m'  

既存 2，164.17m' . 精築 166.1801'

延床面積 9，886.56m'

既存 8，425.04川、増築 1，461. 52m'

構造線綴 工事前 BI .3F 、鉄骨剣! 瓦 遺{ 屋恨S)

直接基礎( 布基鑓・独立基礎)

工事 後 増築部 B2、RC

既存部基礎免鍵 補強部 RC'S

既存精築一体直披基礎(RC礎叙)

うえむら・ょうこう

1943年大阪府生まれ

1967  Ifi J，g，社大学卒業

|古l年産経新聞社入 社

京 郎支局配偶

1970 大阪本村編 集!な社会 部

その後、京都 文f J次長、文化部次長、メディア報

道部長、 J江m総 !司長を経て

1996 編 集 局I，J 次 長

1998 司馬遼太郎記念財団点務理 '11

2001  同記念館館長

. 建築概要

事 業 主 体 百J!.!¥i ! l . t 郎記念財団

所 在 地 点 大 阪市下小阪 3トl ト18

設 計 安 藤 忠 雄 建 築研究所

施 工 銭 高 制l

敷地断獄 2.240m' 

延床而償 997m' 

設計則1111 I !f. 

施 工期間1 I  年

オープン 2∞1年 ll J1

コミュニケーション型の記念館をめざ

しています。

ここでは建築を外観から見るだけでな

くその中に漂う何かを感じていただけ

れば、と思います。皆さんの心の中に

ゆとりのようなものが生まれることを

願っています。 ( 上村洋行)

日 時 2002年10月29日(火)

14: 0ひー16: 30 

講 師 豊田幸一/ 大阪市中央公会堂館長

太田隆信/ 坂倉建築研究所

橋本健治/ 板倉建築研究所

西村清志/ 平田建築構造研究所

小林悦夫/ 清水・酪・城建設工事JV

集 合 現 地/ 大阪市北区中之島村 -27

* 地下鉄「淀屋橋J 駅徒歩 3分

定 員 50人

* 申込者多数の場合は抽選

参 加 費 会 員 500円、一般 1，000円* 税込

申 込 10月22日(火) までに

①催し名. 大阪市中央公会堂見学会

②氏名

③個人会員団体会員 ・一般の別

④職場・学校名

⑤参加証郵送先

@漣絡先電話番号

を添えてお申込み下さい。

* 参加証を 10月23日(水) に

発送します。

申込先 (社) 日本建築協会事業課

大阪市北区梅田1-1-3- 2100

干530- 0001

T Eし06- 6348心633

F AX.06毛鈍8 - 0634

メー)1-. j i gyoka@aaj . or. j p 

主 催 (社) 日本建築協会

事業委員会見学会小委員会

担当主査熊野健司/ 大阪市

酬 と 社 会 ・2002.10 1  
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r21世紀の協会検討委員会j において

提言を受け、かねてから検討しており

ました日本建築協会のホームページに

ついて、下記のとおり開設しましたの

で報告します。

ホームページの開設

. ・のご寓内

③ 

ME NU 

U 必 臨A証 圃 圃 圃 lコレ
一
-

E

ロ

. 哩 理 事 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 圃

1 . 開設年月

平成14年 9 月

2. ホームページアドレス

ht tp: //www. aaj . or. j p 

会 畳 金 書 潔

このたびの建築也会ホームベ ジを開般にあたり、これまで. 協会の現況や慣習会・

見学舎のご車内など全員の首樺に向けた情報発信は. 主として金位『建築と社会J

の詑面を通じて行なってきましたが. ホームベージによって. 也会と全員の皆織と

の情報交換を活性化いたします. 具体的には. 箇舎の行・軍内寄をいち早くホーム

ページに姻厳し. あわ曾て『建築と社会j でもご報告することになります.

例えば. 耳目事数町方にご書加をいただく『新建築見学会J や「茶室見学会J . あ

るいは軍一線の翼務書豊崎舗とした『筏術鶴宮会J や rlll 漬会j などの情縄. また.

書界でご活掴される方にご111:買をいただ< r建築クラブ朝宣告』の紹介など. この

ような行事のご車内を. ホ - h. ベージからご置いただけるようにいたします.

今はスタートしたばかりですが. 今祉は内容もますます量置にし. 全員の首織の

ご聾盟に随時お応えできるようにしたいと思います. また ホームページの開館に

よって. さらに書くの方々に脇舎を知っていただき. 新しい会員の増加につながる

ことを期情しております.

-・・・・・・・・・・E 冨 ; 1日本趨築協会は旗第霞計司医務所、建殴車をはじめ建築材料. 建築陵情、個鵠メ ー

カー. 官公庁・軸育機関等建築関保白書分野から昔参加する幅広い会員の直! I ! 協力に

よって. 建築に闘する学衛. 技術. . 車の進歩発展を図るとともに建襲を通じて広

〈社会に貫献することを目的としている社団法人です.

m胡 草 必 -

ｅＺＧｾ ＮＲ ｲ ゆ ＱＱ 企ー Ｗ .. ・，;量全. . .  

なお、委員会報告については現在工事

中の表示になっており、開設後各常設

委員会において桟討のうえ順次掲載す

る予定です。

日本撞績協会は大i E 6年( 1917) 3月に創立しました.

殴立当時建築界においては、西欧建築直愉入の時期を終え学率者も官公庁への就

積一辺倒から、財閥会社への就膿または自由な7 ーキテクストを目指す人々も淘加

しており . 東京個置からより自由な発腫湖町大阪で定着しようとする建築軍が噌加

していたときであります.

この中で関西町建築車を大同団結させる気運が生じ. 片岡安主唱のもとに関西在

住の建築技術者が相聾い『関西建聾也会J として創立されました

関西建築也舎は大正 8 盗事( 1919) 1月に現在の名悼と閉じ日本建績協会に改称さ

れ悶15年 ( 1926) 10月20日に. 時の内務大臣浜口雌撃から建築関係量初の社団法

人として毘可されております.

その桂戦瞳の社会情揖に対応するため全員構成も広〈建築関係を網値することと

して. 以来今日に至っております.
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昭 相7: 同月に発足した「建築クラブJ

( 日本建築協会会員有志の集まり ) は

1997年、朝食会の第300回を記念して、

講演速記録を集約し、最終的に11 8回

分を5冊1セット (1冊平跡笠四ページ)

の本にして発行いたしました。

「話のはなしj の講話の内容はとても

多彩で、 「おもしろい話J r貴重なは

なしJ r裏ぱなしJ などがいっぱい詰

まっています。

1セッ ト・ 5，000円 ( 消費税別途) でお

わけします。ご希望のかたは電話また

はFAXでお申し込み下さし、。

申込先: 日本建築協会事務局

TEL06-6348- 0635 FAXOら6348-0634

講演記録集

「話のはなしJ 残部

頒布します!

2  



今円の. &紙

表紙デザイン/ 田村昭彦

企画/ 量調奈子子

建祭写真/ 河合止揚

. 朝日ピル

a世計/ 竹中工務庖

経工/ 竹中工務庖

技 工 / 同 日 年 ( 増築)

所在地/ 大阪市北区中之島

・ この通りを歩く時は人と 耳I の

掛け1に来って、背筋を 仰ぱし活

気づいて捗いてしまいます。 そ

れが気ぜわしくなく心地よく感

じられるのは. 澱んではいても

川 ilii の広がりがあることと、J 1 l

を挟んで向かい合う戦前戦後の

朝日ピルが 一体 となってつくる、

鍛った雰間気のせいでしょうカ 。

m築棟は、戦前の朝日ピノレの意

匠に合わせて建てられています。

人の流れを滋うよう立山般の外

慢が、現代の趨尚般のガラスの

慢を切り取るこの構図、乙れも

また、この通りの景観の而白さ

です。 ( 倉吉由来千子)
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時を超えて~サステナブルエンジニアリングの現在~

“ サステナブル建築" の諸相・林昭男

建築物の耐久性と 長寿命化・大野義照

A

U

d

“7

0

0

ハ

U

ベ

ノ

-

今

4

勺

4

ラ

J

特集・

刊

人

之

夫

一

幸

市

明

夫

郎

利

山間

実

猛

文

問

削

幸

友

幸

男

三

夫

郎

也

二

会

降

宏

晃

夫

明

祐

子

子

治

紀

司

彦

彦

哉

紀

幸

子

子

子

子

一

雄

一

洋

み

僅

主

明

樹

明

昭

久

昭

介

事

-

衛

文

立

山

剛

院

国

正

好

投

和

三

敏

鮮

軍

禿

丈

芳

正

科

三

幸

首

俊

和

省

鎖

一

帯

雅

奈

千

宏

文

宇

治

敬

幸

俊

鎖

締

紀

政

腿

伸

光

消

明

と

瑞

組問

俊

敏

義

治

憾

健

一
d

健

治

者

堂

創

畑

幸

軒

八

川

分

川

比

奈

{

沖

雌

q

J

H

W

術

会

所

)

井

沖

世

間

雌

ノ

井

山

上

峨

M

悶

椎

中

刀

野

山

田

令

本

原

本

村

尚

上

何

木

尾

監

内

上

上

上

測

関

村

川

回

問

問

倒

木

谷

崎

本

岡

田

巳

口

州

出

掛

本

迎

幡

山

総

測

内

側

聞

治

法

技

公

務

度

河

河

近

近

国

桝

丸

村

U

施

摘

小

竹

よ

平

繍

古

抽出

盟

問

大

岡

問

中

川

附

儲

赤

浅

朝

居

池

井

川

止

寺

中

林

前

m

m山

鋪

稲

大

河

消

高

官

同

炭

塚

辻

福

酷

荒

大

小

小

斉

問

竹

林

占

的

渡

作

年

失

事

呼

円

山

口

出

ω

口

器

・

A

E

4

・

4

間

膏

中

築

H

W

l

}

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

t

t

i

t

i

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

f

i

l

i

-

-

空

田

市

建

威

告

の

柑

飯

畑

年

伸

彦

久

郡

山

起

一

山

之

樹

一

泊

明

二

三

齢

会

幸

愛

子

彦

人

平

史

子

行

祐

系

之

さ

同

ー

す

雄

也

夫

哀

史

一

世

脚

力

降

紀

介

樹

子

子

仁

会

銅

剣

正

治

一

間

嗣

浦

一

↓

剛

道

夫

一

次

会

司

修

予

私

第

大

東

周

会

古

当

i

柱

内

H

統

祐

盛

修

慶

聾

科

慾

昌

久

克

直

列

浩

緒

正

英

商

宏

敏

忠

俊

則

欽

戊

千

陸

相

a

ム

百

勝

浩

直

利

史

科

正

初

消

興

降

J

J

降

勝

利

出

什

兵

科

梁

宏

肘

/

/

/

員

長

野

担

L

P

分

系

奈

計

f

h

w

E

'

I

し「

分

師

集

号

号

号

委

仏

閣

野

謝

集

上

原

m
楽

中

山

原

町

村

島

岡

画

縫

削

減

木

中

谷

田

m
本

村

築

本

削

野

林

丹

村

m幸

子

脳

陣

E

牒
B

時

間

日

'

山

造

氏

昔

住

上

聞

下

沢

m
中

測

村

井

川

端

井

井

階

月

月

月

集

E

日

興

嶺

井

上

聞

股

竹

砧

広

期

限

特

此

計

伊

楠

小

鈴

m
紅

細

払

払

古

辿

荒

江

菅

小

桜

笹

静

所

野

三

竹

加

小

佐

附

巨

西

ベ

本

構

大

大

大

尾

金

木

白

住

凶

相

松

向

古

取

今

促

・

1

η

1

編

・

・

0

・

ロ

*

淡

女

※

女

v

d

口

口

[各論11保存」の技術] 延命のた めの保存改修技術 ・中井良昭

伝 統的木造建築物の保存技術・野山千里

歴史的建造物の免震 レトロフィッ ト一国|祭子ども 図書館の保存再生事業一

. 山 本 絡 32 

[各論2 I 再生」の技術] 耐震補強の現況・益尾潔 34  

既存地下躯体の再利用一大阪明治生命館 ラン ドアクシスタワー一・勝英樹1 一 一一 36

大地震 を受 けた耐震補強電力建物の挙動に学ぶ・尼崎昌彦 38 

[各論31循環」の技 術] 大阪府における公共建築物の循環利用一建設 リサイ クルのもう 一つの

. 6- f r _  

］ｾコ

アプローチー ・辻野一郎

仮設住宅の循環利用・米津弘

これ から の建築と社会④誘演会 ・司馬遼太郎と建築. 大阪市中央公会堂見学会. ホー

ムページの開設. 講演記録集「話のはなし j 残部頒布 します 1

41 

43  

作品作風 関西外国語大学中宮キャンパス

大阪商業大学メディアセンター

老人保健施設北部館 ・旭温水プール/

城北市民学習センタ ー/ 高殿施設併存賃貸住宅

門真市リサイクルプラザ( エコ・パーク)
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法令コーナー

空間のダイナミズム (打浪隆夫) . 倉淵l奈千子

名神高速道路の大山崎インヲ について・吉村篤ー

景観行政 ・新たな展開 (4) ・倉橋正己

軽薄透迷. 稜村俊昭

「普通をつくる J ことの大切さ ・培地秀夫

マンション建替 え円滑化法. 今井政仁

灘浜ガーデンバー デンーパーデゾーンのコンク リート シェル屋根- ・白書星誠

オス トメイ ト ( 人工旺門) 対応トイレ の言1・画・峰幸雄

16 

18  

gal l ery 

建築の眼

構造の頁

設備の頁

必

一

何

一

一

刈

研究最前線を追う 建築換気におけ るカオス ・京都工芸繊維大学/ 新田勝進研究室 51  

くでん一口伝ーを活かす 事故は起きるもの ? ( その対応が問題) ・上原正行 52 

書評 「ユニパ ーサルデザイ ン」 を乗り越えるデザイ ン手法の模索「五感 を 53 

刺激する 環境デザイ ンJ (田中直人+ 保志場国夫著) ・岡田信幸

「進化する 建築保全J (巽 和夫+ 柏原士郎+ 古阪秀 三 編 著 ) ・小原 銭 54 

印 刷 2 0  0  2 年 9 丹 25 日

発 行 2 0  0  2 年 10 月 l 日

発 行 入 社 関 法 人 日 本 雄 策 協 会

発 行 所 社 団 法 人 日 本 建 策 協 会

大阪市北区悔回 トト3-2100

' o1 l 訴 oι 6348- 0635

娠笹口座 00910・9-39975

印 刷 所 青 葉 印 刷l 株 式 会 社

日本データネット妹式会社

定 価 12∞円[ 本体価絡1143円]

月間の動き

建築史探偵団員募集一大阪歴史博物館一 .桃山学院大学公開講座. 近代建築の講演とツ

アー.第11回近代建築公開講座.セメント系固化材セミナー.IMI A UT UMN FESTI VAL 村

井修写真展「シドニーオペラハウスの光と影J 械文彦展 「モダニティと風景の構築J .ジャン ・

プルーヴ工/ チャ ルズ&レイ ・イームズ展.笠松栄「折り紙に魅せられた梼子J . 竹中大工道

具館ミニ企画展 .エス ・パイ ・エル住宅設計コン ペ.ア ート・スペース虹の展覧会 .MIH O

MUS E UMの橋梁 i 2002年優秀精進賞J' こ. i 住まいの情報発信局」サイトをリニューアル

新刊紹介 『建築の設計と責任J (多田英之著)

内弁昭蔵先生逝 く

夢つ〈り入、内井昭蔵さんー 建築家として惜しい人を失ったー・ 中島 一

建築家内井昭 蔵氏 を偲ぷ・輿謝野久

平成14年 8 月分

55 i nformati o円

追悼

55  

58  

。委員長 A 別委貝長※ 幹事

60 

建築と社会 . 2002.10 3  



4  

ur  

設 計 ・監 理圃

日E室言宣言十

施 工圃

A 工 区/ 竹 中 工 務 j苫

B 工 区/ 鹿 島 建 設 ・小 松 建 設工 業 共 同 企業 体

C 工 区/ 住 友建 設

D 工 区/ 鴻 池 組

関西外国語大学中宮キャンパス

〈教育研究の場 ・生活の場 ・交流の場〉

外 国語の大学として活きた交流の場をたくさん創ることが一つのテ

ーマであった。正聞のシンボリックでフォーマルな広場、活動的な

屋 外広場や屋線付 き広場、的かな中庭広場や日本庭園などである 。

全ての建物は回廊で述結させることで、悶天H寺にも 快 適に移動でき

ると共に、新たな出会いの空間 ともなり得る 。同時に全建物をつな

ぐ回廊の地下部は電力 給水や冷潟水配行などに加え、 1 T 化 に柔

軟に対応、できる' 情報インフラ用の共同溝として活用している 。

〈環境 との共生/ エコキャ ンパス 〉

建物は自然採光、自然換気を原則 としている 。 そのため、平面積の

大きい教室椋はロの字の中庭型プランとした。屋 板(; j き広場の屋根

には雨 ・日除け兼用の太陽光発電装置を設置し、その出力や電力低

減効栄をデジタルで表示し、その効果を学生たちにもアピールして

いる 。 また、 地下共同溝のクールチュープ効架による外気冷房や雨

水の再利用など自然の恵みをたくさん利用させていただいている 。

〈ア トのあるキャンパス 〉

学 生広場や中庭、また建物内の共同空|切など、いわゆる パブリック

なところに20数点のアートを設位している 。外国語大学と いうこと

から 6 人の海外作家にもお願いし、このキャンパスのため特に制作

してもらった。 アートが周辺の空間 を泣かなものとし、キャンパス

のシンボルとして心に残る風景の一つになるものと考えている 。

〈周辺地域とのかかわり 〉

キャンパスと周辺地域と のかかわりは、影響範囲も大きいことから

重要なテーマであった。建物は低! 脅かつ分線化 し、勾配屋根とする

ことで周辺住宅地 との述続感と調和を図った。|隣地境界側 を中心に

多くの柏殺を施し、緑12かなキャンパスとなることに努めた。

この大学キャンパスが、地域のシンボルとして縦しまれ、周辺の街

並みにも良い影響を与え、周辺地 域を含め、大学と 一体 になった、

若者が集う活気ある大学術となることを期待している 。

(!h" f 凹泰弘・ )1舟山太郎/ 日建設計)

所 在 地 一一一 大 阪 府 枚 方 市 中 宮 東 之 町16-1

敷 地 面 積 一一一 194，427.0 4 m

建 築 面 積 一一一一 3 7，087. 04m

延 床 面 積 一一- 8 7，431 .95 m  

4帯造規模 一一一 S R C、 B 1  F ， 11F  (本 館)

工 期 一一一2000年 5 月- 2 0 0 1 年 12月

最 寄 釈 一一一 京 阪 電 鉄 ・枚 方 市 駅 又 は 御殿 山 駅

織 影 一 一 黒田青 巌 / 三 陽 企 画

山 崎 浩 治/ イ申和

岩田光弘/ ケイ・工ムクリエイ ション





A エ 区 (竹中工務底)

; 図書館学術情報センタ 谷 本te念 情 堂

国際交流セン安一

日工区 (鹿島強敵 ・小松雄段工業)

: 本館・教室棟1、2号 館 厚 生 商 館

C工 区 (住 友 強 般)

: 厚生北館 ・デラウンド

D工 区 ( 鴻池組)

: ? ラブ館・中宮体育館 ・谷本文化センタ

関西外大中宮教職員住宅

( 谷本文化センタ一 、関西外大中宮教職員住宅は

双星段計による敵計監理)

v 国際交流セン貴一 {左) ・谷本記念樹堂 (右 )

配置図 : 1階 平 面 図 1  :  4∞o  







学 生 広 渇 彫 刻 セ パ ス チ ャ ン 作 r SU BLl MI T YJ  厚 生 商 館 食 堂 前 庭 彫 刻 は シ ム ハ ン テ ィ ン ト ン 作 rLet' s R olI J  





u f  

言宣言十・監理・

東 畑建 築 事務 所

施 工・

大 林 組 ・ 鹿島 建 設共 同 企業 体

大阪商業大学メディアセンター

大 阪 商 業 大 学 は 、 東 大 阪 小 阪 に キ ャ ン パ ス を 構 え 50年( 学校法人

としてはかl立70年) を過ぎようとしている 。 その問 、キャンパス内

の施設は地築を重ね、施設規模は充足していると考えられるが、新

しL 刈寺代に対応する機能の要求やキャンパス全体 が抱える問題点へ

の改普の戸などから本音h函のl J l ) J きとなった。

キャンパスの 7 スタープランで早)111に解決すべき点として「図書館

の改普j があった。30有余年を経た図件館は既に蔵門数も飽和状態

に迷し、更には機能的にも新しいH寺代に対応、する図魯館が強く望ま

れ、今回のメディアセンターの:n固に至った。 また、公開講座の需

要の高まりもあり、レクチャーホールの併設を行っている 。

敷地 はキャンパスのエン トランスに位位 し、図的館機 能であるメデ

ィアセンタ一線! ( 名:f{J; : ゲートウェイ ) とホール線( 名 祢 : 征 夫) を別

棟で、配位を行った。 ホールfJ i はエントランスに近い場所に平屋で配

位、ボリュームを持つメディアセンタ一棟は奥まった位位とし、エ

ントランスの懐を俄保する配也‘ としている 。 メディアセンタ一棟は

地 上 6 階建、キャンパスのアプローチ励線上にあたるという事もあ

り、 111皆の多くをピロティ空間 とし、 2 - 61穏をメディアセンター

の諸室としている 。 ホール棟は300人収容のホール、桁行の両サイ

ドからハイサイドライトをとり入れ、 開放感のある空間 としている 。

メディアというとデジタル指向の目立J きがあるが、デジタルの世界が

広 がれば広がる ほ ど、デジタル的 な均質で無機質な空1M]に対して、

実体 を伴うアナログとしてのm誕空11日の側 値は高まるのではないか

と考えた。 デジタル的 なシンプルな要家の組合せを行 いながらも、

実在感のある材料により、居心地 のよい空間づくりを目指した。建

築西前においては、西向きのファサード( 西日対策ー) ・明るく穏や

かな内部空間の要求、更には親しみのある表情づくりという見地 か

ら、テラコッタルーパーによるぷ層構成を行った。東北 iJll Iはキャン

パスに対しての表 ｾＧ ｨＧ ｩ として、アールの円弧を ＱｩＧ ｴｊき、カーテンウオー

ルとせっ務質タイルの表情 とし、 内部 空間においては木を基調とし

た柔らかい空間づくりを行っている 。外 椛においては風合いのある

材 料 ( 飽山石 ・洗出し舗装など) をバーコードを述先日させるパター

ンで椛成し、各所に学生の思いの喝を提供している 。

( 中西協仁広 ・堀井隆司/ %: J : 1 I 陛築事務所)

所 在 地一一一東大阪市御厨栄町 4 丁目

敷地面積一一- 60，033. 59" ;

建築面積一一一 2，491 .26rバ( 新築部分)

延床面積一一一 8，395.94" ; ( 新築部分)

構造規模一一一S R C、 6 F

工 期一一一2001年 4 月- 2002年 7 月

最寄駅一一一近鉄奈良線 ・小阪駅

撮 影一一一エス ヱス大阪

左頁上より: 東側舛観 ・2 階閲覧室

当頁上より : 西側外観 工ントランスホー J レ階段 ・4 障問覧室 ホール
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Eヨ風

設計・監理・

大 阪 市 住 宅 局 営 繕 部

大 阪 市 住 宅 供 給 公 社 建 設 部

日召辛口言主言十

施 工 圃

建 築工 事 : 松村・ 大 本 特 定 建 設 工 事 共 同 企 業 体

電 気 設 備① : 沖 ウ ィ ン テ ッ ク

電 気 設 備 ② : 大 電

空 調 設 備 : 新 日 本 空 調 ・ 毎 日 工 業 工 事 共 同 企 業 体

衛 生 設 備 : 東 洋 熱 工 業 ・ 山 田 工業 工 事 共 同 企 業 体

昇 降 機 設 備 : 日 本 エ レ ベ ー タ 製 造

ガ ス 設 備 : 日 本 鋼 管 工 事

老人保健施設北部館- 旭温水プール

城北市民学習センタ-

高殿施設併存賃貸住宅

本施設は大阪市処区の旧城北市民病院跡地を敷地として、その跡地

利用として計画された施設です。各施設は老人保1建施設、集合住宅、

温水プール、市民学習センターといった巽なる機能を有する 4 施 設

により桝成されています。 4 施設複合という建築プログラムの特性

を反映させながら人々が自然に集い、交流し、目的をも った活動を

行い、又良好な居住生活が営める都市的で活気があり、人に優しい

場の創造をめざしています。

施設構成としては、敷地南側に居住系ゾーン( 老人保健施設・集合

住 宅 ) 、 敷 地 北 側 に 健 康 文 化 ゾ ー ン ( 温 水 プ ー ル ・市民学習セン

ター) と南北 2 ゾーンに分かれた配世計画になっています。居 住 ゾ

ーンはアースカラーを基調とした素材を用いて親しみと温かみを感

じる、明るく落ち着iき の あ る イ メ ー ジ と し 、 健 康 文 化 ゾ ー ン は 金

属の持つ経快さとガラスのもつ透明児島、部j肌タイルの自然な質感に

よりさわやかで爽快感がありかつ端正で滋ち者きのあるイメー ジと

しています。各機能で異なる紫材・形態を広場や中庭( 中| 瑚領域ス

ペース) を媒介として政h合を図り、全体として対比の中にも統一感

のあるファサード桝成を目指しています。 ( 森崎生也 / H召利設計)

1筒 平 面 図 1 ・1∞o

所 在 地 一 一一大阪市旭区高殿6丁目 16番 4他 6筆

敷地面積一一一 7 ，749. 96m

建 築 面 積 一 - 4，454. 88m 

延床面積一一一17，655. 71 m 

構造規模一一一S R C (一部R C . S ) 、8 F、B1 F 、P H1 F

工 期 一一一1998年 10月- 2 0 0 2年 1 月

最 寄 釈 一一一 大阪市営地下鉄谷町線・関目高殿駅

織 影 一 一 一 伊 藤 彰

13 





it 11司E

Eヨ風

言宣言十・

大 建 設計

監 理圃

門 真 市 都 市整 備 部建 築 課

大 建 設計

施 工・

建 築工 事 : 浅 沼 組

プ ラ ン ト設 備 工 事 : 日 本 鋼 管

門真市リサイクルプラザ

( 工コ- パーク)

この施設は、門真市中部 家電産業中心の工場地帯に位Ifl し工場と

民間住宅が混在した場所にあり、既設環境センター内の敷地に計画

された施設です。

近年、ごみiit の増加 、ごみ質の変化に伴う地球環境の保全、資源の

有効利用、循J . l 詩型社会の構築の観点より“ 環境創造の拠点" として、

地域に線ざした市民参加型の開放されたリサイクル文化活動の場又、

環境 リサイクル情報の発信基地となる胞設づくりを目指 しました。

建物は、ごみ資源化 施設( プラントエリア) とプラザ施設( プラザ

エリア) から構成され、プラントエリアは、缶、びん、ぺットボト

ル、紙類、プラスチックなどの廃棄物の適正処理を行います。

プラザエリアは、市民のリサイクル活動の支援を行うためリサイク

ル品の再生保管展示、体験学習の場としてガラス・陶芸 ・裂き織り・

染工房、リサイクル情報学習室を設けています。

4 階部分には、屋外イベント広場を中心に展示ホール・情報学習セ

ンタ一、各種工房等を配しガラスのカーテンウオールにより内外部

の一体的な辺l続性のある空間構成としました。 イベント広場上部に

は、やわらかな光の透過する )1莫構造の大屋根を設霊堂し 、市民に明 る

く開放的なふれあいの場を才刻共しています。

環境負荷低減として、躯体蓄熱空調システム 氷蓄熱空調システム、

ソーラ一発屯 ・給湯、 雨水再利用、屋上緑化等を採用しています。

乙の施設が循環型社会の形成を目指す環境創造の拠点として市民に

広く 利 用される ζ とを願っています。 ( 相滞光幸/ 大建設計)

敷地面積一一一22，838. 2 0 m

建築面積 一一一2，6 64.21 m 

延床面積 一一一 11 ，116.0 8 m

4階 平 面 図 1  :  1000 

構造規模一一一S ' S R C  (一部) ・R C (一部)、 5 F、B1F 、P H2 F

工 期 一一一2000年7 月- 2002年1 月

最 寄 駅 一一一 京阪電鉄 ・門真市駅

撮 影一一一樋ロフォト サービス (外観)

K フォト サ ビス ( 内重見)



「かけ橋j

第 5 回おおさかパブリ ッヲアート賞受賞

済生会吹田病院

199B W6 5 0 0  

「も う一つの輪組」

ゲラフィッヲスヰ土環境ベス トセレヲション5 選 出

資 源 リサイヲ J レセンター

1992 H5 2 0 0  

空間のダイナミズム

彫刻家

打浪隆夫

私は完成間近の自分の作品の前でもう

一度フォルムを考える時間を大事にし

ています。

真後ろから見た り、斜めに立てたり、

全く逆さまにする事も試みます。例え

(;j" 、同じ立方体状の作品でも 、どこを

接地面にするかで、それが作品になっ

たり 、ただのハコにな ったりする、と

いう事は理解できると思います。

何をどう選択、表現するかは各自の問

題ですが、それ力ぢ直切でない場合は、

電池のきれた時計の機に、存在理由の

希薄なモノでしかなくなる可能性があ

ります。それは 、選択の範暗にありな

がらやはり創作行為の一環なのだと思

います。

ほんの僅かな差異が、ただのモノにし

てしまうか否かを決定してしまいます。

そうい った本質的な意味において、純

粋なフォルムの持つ世界は常に希望と

絶望の淵に立っているのではないでし

ょうか?

. 包電事 ゐ た & .  

打浪隆夫

1947年 大 阪 生 ま れ

大阪彫刻家会議会員

タ口一美術工房主宰

URL htlp:// www. h4.di on.ne. j prtaro-s 

企画編集ー倉測奈千子 (作品作劇委員会)



f C OSMOS J  

1988 W6 5 0  

f p A円AL L E L MOV E ME NT  J  

1998 H500  

f HE PJ  

阪急工ンヲーテインメントパ- 7

1998  W1 2 6 0 0  

「未来へ」

甲西町青少年自然道樋

1986 W3 5 0 0  

f S TR E A MJ  

1989 W7 0 0  

f CUBI C V OI CEJ  

ア デ ィ ー j レ三田

19 9 6  H4 4 0 0  
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名神高速道路の大山崎インターについて

吉村 篤一

自動車道路についてもう 一度。以前高架道路が田園風景を政'

域していることについて述べたが、その道路は今度できる名神

高速道路の大山崎インターにつながるごとになっている 。大 山

崎地区は道路や鉄道のt鎚賂が多く集ま ってきているとこ ろだが、

ほとんど通過するだけであり、周辺の緑盟かな環境は以前から

あまり変わらず、良好な住居地区として長年親しまれてきた。

ところが、今回大山崎イ ンターができることにより、付近の

住民や企業は多少便利にはなるかもしれないが、緑深い穏やか

な住環境がまた破; 壊されてしまう運命にさらされているといえ

る。実はこの言|ー画はず、っと以前から計画されていて、やっと最

近になって着工されたとのことであるが、時代は変化 している

のだからこういった計画はつねに見直しをしながら進める必要

があろう 。念のため先日現地を確認に行ってみたら、インター

の位置は静かな住居地域からは少し離れていたが、カーブした

高架道路が天王山の風景の前に立ちはだかっていた。 インター

チェンジができるとそこには雑多な商業施設がつぎつぎとでき

て騒がしくなり、今までの静かな環境が徐々に侵されていく可

能性が大きい。今世紀はこれまでのように便利になることだけ

を優先しでものごとを決めるという発想はやめないといけない

時代であるのに、またもや良好な住環境がli 皮綴される危機に瀕

していることにやり切れない思いがする 。

奈良女子大学生活環境学部人間環境学科教綬

軽薄透迷

種 村 俊 昭

最近の建築雑誌を見ていると t降薄透迷( 私的造語) な、すな

わち 「軽快な」、「極力薄く 」、「透明な」、「迷彩的な」建築

が多くなってきているような気がする 。 そして、その設計者を

拝見すれば、この方はこんな作風だったか? あるいは、この人

も、この組織事務所もそして、設計施工においても、と思うこ

とが多くなってきた。

当然建築は、その時代性を反映していくことから 、一つの傾

向( 流行) を示すもので、あろう 。ではその時代性とはどのよう

なものであるのか?

とれも言 われて久しいごとであるが、コンピューターゲーム

からコンピューターそのものの普及と日常化。携帯電話やデジ

タル機器の氾滋、そしてバーチャルリアリティ 。映画に至って

は、 ますますパーチャルリアリティ 化 していく 。

jil 淫薄透迷」と L 、う 言葉から受ける印象は、決していいもの

ではない。かつてよく言われた ji 怪簿短小J のように技術進歩

と道具としての物への社会的ニーズのように建築等の形態につ

いてのひとつの表現方法と捕らえている範囲では問題ではない

のかもしれない。 しかしごれが現在の日本の社会状況を示すも

のであれば、おおいに問題であろう 。建築を通じて社会状況を、

社会状況を通じて建築を見て、そして考えていくことがますま

す重要とな って きているような気がする 。

日本設計関西支社チー 7 ・アーキテタ卜
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景 観 行 政 ・新たな展 開 (4)

倉 橋 正 己

『漢字の国は看板がお好き 』 とは、よく聞く 言葉だが、それ

にしても我が国の看板( 屋汐十広告デ物) の雑多さには博然とする。

ヨーロッパやアメリカなどにはち回凍されたデザインの看板が

多い。 中にはその形を見るだけで庖の業種が想像できる楽しい

ものもある 。

設置場所周辺の景観に配慮、したデザインの看板を望むとき、

企業のCI の問題もある 。 j うちの看板は全国ど こへ行ってもこ

のデザインに決まっている! J と頑固に主張され、市役所の窓

口で協議にもならないことがよくある 。

乙の件でよく引き合いに出されるのが、パリで日本航空の赤

い鶴のマークが拒否され、金色になったという例だ。 j神戸市

もそれくらい強く指導せよ j と良識派から迫られるが、地域の

人々の認識が高ま ってこそできる話である 。

看板が最観に与える影響は大きい。 そのデザインには、情報

を的確に分かりやすく伝える乙とだけでなく、周囲と調和する

こと、また、地域のアイデンティティの演出に貢献すること、

さらに単体としても美しいことなどが求められる 。

屋外広告デ柳条例も景観上の配慮から、 全市一律の許可基準で

はなく、地域毎の特徴を基準に入れることができるようになっ

た。神戸市ではその作業を順次続けている 。

看板のデザインがさらに洗練されたものとなるよう、関係者

の努力を期待したい。せっかくの優れたデザインの建物なのに

後から平気で不釣合いな看板が取り 付け られてしミく 。建築設言|ー

者がもっと戸を大にして調整すべき余地もあろう 。

神戸市都市計画局アーバンデザイン室長

「輪車をつくるj ことの大切さ

増 地 秀 夫

工 業化住宅( プレハブ) が生まれて40数 年。 プレハブ= 安物

と言 われたH寺代から、 産業として確立してきた現在に至る道の

りの中で、工業化住宅は数々の功罪を残してきたのではないで

しょうか。特に住宅デザインや生活スタイルの変化 は、普惑を

別として、日本の文化に与えた影響は大であ った と思います。

しかし、棟梁を中心として一練一線作り上げてきた匠の技が、

普通の住宅ではここ四半位紀の聞に、近代化 と合理性をベース

とした工法や材料に変わってしまいました。私は乙のH寺期にイ

ンテリア音1I材開発に携わってきましたが、乙乙 10年ほど、何か

が間違っていると思いつつも、何も出来ずに過ごしてきました。

超デフレ時代の中で低コスト 化へ向けて突っ走った時代は終

わりが見え、私達は今、 日本の文化と生活を考えた住まいづく

りを模索し始めました。 その一つの解として 『普 通j という 言

葉がうかんで、きます。人が心地よく件き合えて、いいなぁと思

える住宅や道具は、よく見てみると何でもない普通のモノです。

それが日本人の感性が求める「本物」のように恩われます。本

物の持つ、索材の確かさと形の力強さ、そして、使い込んだあ

たたかさ、これが「用の美J であり、昧わいではないで、しょうか。

虚構が積み上げられ何でも出来る現代に必要なことは、先人

たちから伝え継がれた 『普通をつくる 』 ことの大切さを再認識

する事ではないで、しょうか。忘れられた日本の原風景をもう一

度みつめ直し 、20年後、 50年後の原風崇を、今から、つくって

いきたいと思っております。

積水ハウス (株) 商品開発部内装設備段計室長

建築の眼



特集

時を超え

~サステナブルエンジニアリングの現在~

1987年の国連のブルントランド委員会における 「我ら共有の未来」の発表から、

サステナプル ・デベロップメン トは地球環境保全のキーワードのーっとして広く

使われるようになりました。これからの建築は「資源を自由に使えない時代」お

よび「廃棄が自由にで、きない時代」を生きることとなり、資源を有効利用し、廃

棄物を削減して建物を長期にわたり使いつづけていくことが、構造技術において

も非常に重要となります。

着物の洗い張りや茅葺き屋根の葺き替えのように、日本は古くより様々なものを

再生し、有効に活用する文化を持っていました。高度経済成長からバブル期を経

て、社会はFast から Sl owへ、自然破壊から環境共生へと回帰しつつあります。

今回の特集では、「保存 ・再生 ・循環」をキ ーワード に建物の延命と長寿命化を

ささえる技術について考えてみたいと思います。

精進分科会幹*・田淵勝道

総論

・・サステナブル建築" の諸相・林 I昭男

建築物の耐久性と長寿命化・大野義11現

各論 1 r保存J の按術

延命のための保存改修技術・<1" 井 良H自

伝統的木造建築物の保存技術・野鳥千里

， 

〆'

歴史的建造物の免震レトロフィット一国際子ども図1 ! } : 館の保存再生事業一 ・山本 裕

各論 2 r再生」の技術

耐災補強の現況・主主尾 潔

既存地下躯体の再利用一大阪明治生命館ランドアクシスタワー- ・勝 英語耳

大地震を受けた耐震補強電力建物の挙動に学ぶ・尾崎昌彦

各論 3 r循環」の技術

大阪府における公共建築物の循環利用一建設リサイクルのもう 一つのアプローチ- ・辻野一郎

仮設住宅の循環利用・米j孝 弘

本号特集幹事
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“ サステナブル建築" の諸相

本木

かつて私は、「サステ ナビリティ ー持続性ーという言葉は、いま

だ実感がともなわないまま、 一種の流行語のように使われており、

それ故に、その概念を明確にすることと、乙の考えに基づく実践の

積み重ねが重要である」と書いた (1996年度 ・日本建築学会大会 ・

近畿) 0  6年前のととであ る。とのととに関して、私の認識はいま

もほとんど変わらないが、「サステナビ リティ」への人びとの関心

は、いまではかなり広まり、かつ深まってきたととは確かである 。

この 6年間、時が無駄に流れてはいないということを実感している 。

たまたま、との稿を書いているときに、ヨハネスブルグ( 南アフ

リカ) での地球環境サミットが、混乱はあったものの、合意文書が

調印されたと伝えられた。今回のサミットの合意で重要なととは、

10年前のブラジルでのサミットで提案された多くのアクションプラ

ンを各国で実効あるプランとして置き換え、地球環境の保全のため

の具体的な目標を明確にすることであり、これまでのたてまえとし

ての議論から実行の道を約束し合うことだった。いま大切なことは、

私たち一人ひとりが地球市民として、 地球環境をまもるための行動

に参加していくという自覚と実効をもたらすための努力である。

「サステナビリティ j をめぐる建築界の認識も、 抽象論から具体

論へと移行している 。もともと「サステナビリティ J という概念は、

社会や経済の持続的発展に関して論議されてきたが、次第に文化的

な領域にひろがり、当然なこととして建築における「サステナピリ

ティ j とはいかなるものかと関心が高まってきたといえる 。そして

いまでは、建築を評価する キーワードとして欠かせぬ視点とすらな

っている 。

建築の「サステナビリティ J とは

建築するということが、どれほど自然や技術、そして人間のくら

しと密接にかかわり合っているかということは改めて述べるまでも

ない。 したがって、建築の「サステナビリティ j は多角的にとらえ

ることが重要で、ある 。だからとそ、エコロジカルな視点が求められ

ることとなる 。こ乙でいうエコロジカルとは、生態学的という本来

の意味から転じて、ものごとの関係性を重視するものの見方という

ほどの意味である 。

これまでの建築でも、意匠 ・構造 ・設備などの計画の一貫した関

連性は重視されてはいたが、その建築で使われる原材料の調達、建

物の運用、維持、解体などライフサイクルを通しての評価をするこ

とはなかった。 しかし、建築の「サステナビリティ J の評価は、建

築の全生涯を過してなされるものであり、きわめて多面的な側面を

もっ乙ととなる 。

*  
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昭男

私は、「サステナブル建築J とは、「環境倫理に根ざしており、環

境への負荷を努めて少なくするようにはかり、その建築の存在する

場にかかわる文化を継承し、発展させるようなものJ と定義してい

る。このことについて、さらに詳しい説明を求めるとすれば、日本

建築学会 ・地球環境委員会( サステナブル ・ビルディング小委員)

の提言 (1999年 3 月) が明確で、よい。それによれば、“ サステナブ

ル建築" とは、「地域レベルおよび地球レベルでの生態系の収容力

を副首守しうる範囲内で、建築のライフサイクルを通しての省エネル

ギ一、省資源、 リサイクル、有害物質排出抑制をはかり、その地域

の気候 ・伝統 ・文化および周辺環境と調和しつつ、将来にわた って、

人間の生活の質を適度に維持あるいは向上させていくことができる

建築物J となっている 。更に、具体的にいえば次のようになる 。

①空調や畳間の人工照明に依存しなくとも 、適度な快適さ、明る

さが維持できるような建築計画を練り 、室内環境維持にかかわるエ

ネルギー消費を最け、化する 。

②構造耐力、階高および設備、電気容量の余裕や設備・部材交換

の容易性を確保するなど、その可変性 ・適応性の改善をはかり、建

物を長寿命化する 。

③建築という形で、未来の世代のために資源を集約しているとい

う発想にたち、建築のライフサイクルにわたる資源の循環性と人体

への安全性に配慮し、建築材料を用いる 。

@建築が都市の構成要素であるという認識にたち、空調廃熱の削

減や、屋上 ・外壁緑化や敷地内の緑被面積の増加などによって者11市

環境改善に配慮するとともに、エネルギー ・上下水道の使用量とピ

ーク負荷を減らすことで、者11市基盤施設の負荷軽減にも貢献する 。

このように建築の“ サステナビリテイ" は、建築のさまざまな側

面に求められ、それらがバランスよく統合され、しかも 、H寺聞の経

過とともに維持され統けていくものと考えられる 。

「サステナブル建築J の多様な側面

日本建築家協会( J IA) では、 一昨年 (2000年) から 地球環境時

代の建築文化の向上を目的とし、環境を保全しながら高い質をも っ

た建築を顕彰し、環境に配府、した建築の啓蒙と普及のために「環境

建築1' t J を設けている。私は、乙れまで 3回にわたってその審査に

あたってきたが、ここでの入賞作品を通して 「サステナブル建築」

の諸相を読みとってみたい。これらの作品には、環境への配慮がさ

まざまな観点からなされており、「サステナブル建築J の性格や設

計のアプローチがきわめて多様で、あることが理解できる 。

本稿では、入賞作品のなかから 8例をあげて説明する。



築後、およそ 100年を経た農家の再生計画であり、建主

は美容院を営む主婦とその夫である。この家の再生は、朽

ち果てようとする家への愛着と尊敬の念力、ら発している。

建主は、この地域の自然環境のなかで首からの暮らしを継

承しながら、多くの人たちとの交流を深めていきたいと望

み、設計者はそれに応え、 古民家の単なる再生ではなく、

創造性に富んだ新たな空間を生み出している。母屋離

れ - 納屋 牛舎などが高低差のある地形のなかに新たな機

能をもって再生された。比較的温暖な地域ということもあ

って、通風 ー日射採光を自然にたより、心地よい空間を 建 築 主 桐 野 勉

つくっている。この家では、貴重なストックを活かし( 古 設計占民家再生工房

大戸IJll 三設JI 筆

材の梁5 0 %、柱3 0 %を使用している) 、自然との対話を深

胞工総坂本工務脂

め、環境の保全に貢献していることが高く評価された。 緩 工 1鮪 :(I o

「黒谷の家」

写 真 大 野 繁

- 古民家を新たな暮ら しに活かす -

「神戸税関本関」

都市の記憶の再生 と自然エネルギー を活かす-

この建築は、 1927年に鍛工したゼツェシヨン様式を感じさせる三層構成の官庁

建築である。その後、潜築を重ねたものの散漫な配置となり、業務にも支障をきた

すこととなり、建て替えの槍想となった。永らく市民にも愛されてきた旧本館を神

戸の記憶としてとどめ、しかも未来に生きる建築として再生することに成功した。

この建築のとりわけ優れている点は、自然、採光 自然通風などを考慮し、複層ガ

ラスの窓 ー水蓄熱構 ー雨水利用などを考慮し、適正技術の活用によって、環境調和

型の庁舎を再生したことである。同時に、旧館の床や内装に使用されていた石材の

再利用をはかり、歴史性・文化性などサステナブル建築のもつべき幅広い配慮がな

されていることである。

建築主国土交通省近畿地方強備局

設 計 側日建設JI 、国土交通省近畿地方猿備局営締x l !

胞工東急前回 ー 新 ｾｉ 特定 ｬｬｩ 設工事共同企糸体

竣 工 1927
i
l乙 ( 改修) 1明 年 写真 *出r，'j彦

山梨の葡萄畑のなかに建てられた 2 階建ての小ぢんまりとした建物のなかには、

C Dが3 万枚と L P などの音楽資料が納められている。ギャラリ ーをめぐらした欧

抜空間では、時々、音楽会が開かれる。この建物は、建設行為で発生するすべての

廃棄物を最小限にする考えて・設計された。この建物では、建築が消費しているエネ

ルギーの大半が、資材の生産から施工の方式が原因となっていることに着目して、

現場から排出するゴミをゼロにしようと意図している。設計段階で資材を梱包単位

で使用することをはかり、それらを必ず使いきるように努めている。主要橋造は、

rc D小屋」

写 兵 斎 部 りJ

ーゴ ミゼロの設計をめざす -

「緒方町役場」

東京電力の古い木の電

柱である。栃木県の集

積場から防腐剤の塗ら

れていないものを必要

な塁だけ購入した。建

物は南面させ、採光

通風は自然にまかせて

いる。

建築主佐々木節夫

設計弁口直己辺! 築設

ｾｐｬ＾ 務所

施工備松下建設

竣 工 1鈎5年

- 建築のリユース で長寿命化をはかる -

スクラップ・アンド ピルドを改め、いまあるストックをどのように活用してい

くかが、地球環境時代の建築の つの方向であるということは自問のことである。

緒方町役場は、公共建築としてはきわめて限られた工事費( 建設費49万円/ 坪)

でリファインされた。既存の庁舎は、築後3 5年をへて老朽化が著しく、また事務

空間が手狭となっていた。しかし、全面的に建て替えるほどの予算がなかった。設

計者は、既存の建物を残して改修し、 7. 3m離れた場所に新しい庁舎を措築し、新

旧の庁舎の聞に屋根をかけてアトリウムをつくることを考えた。増築部分とアトリ

ウムは、既存部分と完全に切り離されており、将来既存部分に構造上の限界がきて

も、その部分のみ建て替えること力、できるように配慮されている。構造的な寿命を

考慮した計画のあり方が注目されている。

建築主大分県大野郡緒方町 胞工佐藤工諸国側

設 計 (術守木茂建築工房 峻 工 1995年
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人口720人の山村の役場、公民館 ー集会施設、診療所付き老人施設の複合施設。

3 つの飽設を道路に面した北向きの広場を囲んで U字裂に配置し、有機的に連絡し、

それぞれ広場に面した部分には吹抜けの空間が設けられ、開放的でゆったりとした

空間形式となっている。こうした空間は、雪に閉ざされた冬の喜らしに有効なもの

である。また、この空間の居住性を維持するために、建物の断熱性・気密性が確保

され、あわせて床媛房が導入され、省エネルギー化のために有効に働いている。外

観は、数々のヴオールト屋根が集合した集落のようなイメージとなっている。それ

らが首後の里山とよく調和し、すく・れた景観要素となっている。山村振興のため、

村を挙げて自然環境を活かした村の活性化事業が進められ、設計者はこのレベルで

も積纏的に参画し、環境保全のために貢献している。

建築 主 長野県下tJfJ Jl l1市浪合村

設 計 中村勉総合計l師事務所

胞 エ (紛ヤマウラ

竣 工 l鈎5年

「浪合フォーラム」

- 小さな村の拠点づくりに果たす建築家の役割-

「深沢環境共生住宅」

一環境共生住宅のモデルとして-

環境共生住宅とは 「地球環涜を保全するという観点から、エネルギー資源廃

棄物などの面で十分な配慮がなされ、また周辺の自然環境と親密に美しく調和し、

住み手が主体的にかかわりながら、健康で快適に生活できるように工夫された住宅

およびその地域環境! と定義されている。こうした観点からいって、深沢環境共生

住宅は、その公的なモデル第一号といえる。事業は、築後40年をへた都営の木造住

宅35戸の建て替えを契機として始められ、行政・市民 ・設計者が一体となり意欲を

もって取り組み、その成果が高く評価されている。もともと35戸のまとまりの良い

コミュニティーを地域の要望に合わせ、デイケアーの施設などを取り込み、公開空

地・菜園緑地児童公園・通り抜け空中歩廊アルコープなどの共用施設を設け、

太陽熱利用 雨水利用 ビオトープなどさまざまな環境共生の配慮がみられる。

建築主 東京都世田谷区

設 計世田谷区市浦都市開発建築コンサルタン ツ・岩村アトリエJV

施 工 大l珂・ 立石主gJltlV ( 1 - 2号線) 級 山 小俣@A拘V (3 - 5号棟)

竣 工 l鈎7年
写真 f医者剖i影
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I東京ガスアースポートJ は、環境親和型建築の先導的モデルとしてすでに多く

の注目を集めている建築である。建築のライフサイクルを通して、省エネルギー設

計に取り組み、鍛工後もエネルギ消費のモニタリングを行い、オフィスビルとし

ての使用上のケアをきめ細力、く行っている。 Iエコロジカルコアj と呼ばれる北側

に設けられた吹抜空間は、自然採光 自然通風のためばかりでなく、利用者のリフ

レッシユの場としても活かされ、外観を特徴づけている。オフィス空間には細心の

配慮がされており、両面採光とそれを効果的にしているライ トシェルフ( 採光に有

効な庇) 、外光照度による自動調光 光ダクトなどさまざまな試みがある。このほ

か、雨水・中水利用も行っている。

建築主 東京ガス附

設 計 (附日建設計

施 工 附路 組

鍛 工 1蜘 年

「東京ガスアースポート」

写真 新 迎 築写真部

ーラ イフサイ クルで省エネルギーをはかる

「大阪市中央体育館」

ーヒ ー トアイラ ンドを防ぎ、都市に緑を -

写真樋口尚俊

この体育館は、直径110mと52mの大小のアリーナを並列して地中に埋め、球

型の屋根を全面緑化している。すでにグリーンヒルと呼ばれ、市民から親しまれて

いる。体育館の屋上は、平均で厚さ 1 mの客土と樋栽が施され、起伏に富んだ緑豊

かな公園として利用される。膨大な屋根荷重は、コンクリー卜と PC板による球型

シェルとその周囲のテンシヨンリングによるダイナミックな構造によって支持され

ている。この建築では、屋上緑化のほかにクールチューブ、コジェネレーシヨン、

自然換気などを巧みにとりいれている。この建築は、厚い土に覆われ、断熱性に優

れた建物の特徴を活かした自然換気システムや自然採光の確保、雨水利用設備の採

用により、大規模建築として省エネルギー的に優れた建築を実現している。

建築主 大阪市

設 計 大阪市都市盤備局営繕部、 (仰日建設計

施工大林. j t I j 松・ 淡泊)v

峻 工 1蜘 年



建築界の新たな取り組み

“ 地球環境 ・建築憲章" が20∞年 6 月に制定されたことを、知ら

ない人も多いのではなかろうか。私は、この憲章の立案にかかわっ

た一人として、その行方を期待と不安をもって見守っている 。それ

は、 こうした理念的なことを実行に結びつけることの難しさが常に

あるからである 。建築界で地球環境問題とのかかわりが意識されは

じめたのは1980年代末ごろであったが、乙れまで業界では、環境問

題の解決という点で、はバラバラな取り組みしかしていなかった。私

は、早くから建築界全体としての取り組みの必要性を痛感していた

が、その契機がなかった。 しかし環境問題が深刻化するにつれ、建

築界もようやく揃って行動規範としての憲章を制定するに至った。

この憲章の制定は、日本建築学会がリーダーシップをとり、 日本建

築士会連合会・日本建築士事務所協会連合会・日本建築家協会 ・建

築業協会が連携して、 地球環境問題に取り組む決意を表明したので

ある 。このように建築界の主要な団体が足並み揃えて活動しようと

したことは、これまで、なかったことであり、画期的なことといえる 。

「憲章j は、前文のなかで20世紀物質文明の発達と、日本をはじ

め世界各地における急速な都市化が、人聞を中心とした快適な生活

をもたらしたものの、その結果、 地球規模においてのさまざまな問

題が顕在化 し、 地球視暖化をはじめ、生態系の破壊 ・資源の濫用、

廃棄物の累積などによってあらゆる生命を支える 地球環境全体が脅

かされていると認識し、そのひとつの原因として建築活動が深くか

かわっていることが明確だと受け止めている 。こうした認識に基づ

いて、私たちは、地球環境保全と人間の健康と安全をはかり、持続

可能な社会の実現に向かつて行動しなくてはならないと呼びかけて

いる 。このなかで、重点目標として、「長寿命J 1自然共生J 1省エ

ネルギーJ 1省資源 ・循環J 1，継承」の 5項目をかかげている 。そし

て、いま、との “憲章" の実効化が急務となっている 。

日本建築学会では1伺7年12月、気候変動枠組条約京都会議 (COP3)  

を目前にして、「気倹温暖化への建築研究分野での対応j を会長声

明のかたちで表明した。その内容は次のようなものであり、目標値

が明確に示された。

①生涯C02排出量 (L CC02) を新築では30%削減が可能であり、

今後これを目標に建設活動の展開が必要である。

②わが国のC02排出量削減のためには、建築物の耐周年数を 3倍

(1∞年) に延長することが不可欠であり、可能である 。

乙の乙とは、“ サステナブル建築" をめざすひとつの目標値であ

る。

構造工ンジ二アへの期待

“ サステナブル建築" が、構造エンジニアに求めることも多岐に

わたっている 。これまでも、フレキシブルな空間をつくることによ

って機能の変化に適応した例は数多くあるが、これからの建築が長

寿命化 されるという方向のなかで、かつてなかったほどの多角的な

検討が求められる 。構造体も耐荷重の余裕、ゆとりのある階高、将

来の用途変更を織り込んだ可変性、対応性が必要となる 。建築が長

寿命化するにつれて、震災に見舞われる確率も高く、リスクマネー

ジメントへの配慮も重要である 。さらに、内装・外装材のモデュー

ル化 ・ユニット 化、取り替えの容易性、設備 ・電気容量の余裕など

シェルター・インフィルおよびサービスにおいても可変性・対応性

を考f昔、しなくてはならない。

“ 機能" の変化に対応する方法として、ユニバーサル ・スペース

を用意し、間仕切を可変的とする方法は普遍的なものであり、現実

的でもある 。この場合、メインのストラクチャーをそのままとすれ

ば、適応性にはおのずと限度がある 。日本建築では解体・移築とい

うことが普通に行われ、その構法には学ぶべきものがある 。R C造

でも、 一体打ちから組立式への転換によって、解体 ・移築を可能と

するようにはかることも諜題である 。躯体とインフィルを分けて耐

力性と耐久性を適切にはかる方法も建築の長寿命化という課題のな

かで検討されなくてはならない。また、とれからはスクラップ ・ア

ンド ・ビルドが抑制される結果、新築が減り、改築がふえると考え

ると、既存建物の市惚診断や転用の方法などに関して、新たな設計

の方法も求められ、既にその乙とは現実の問題となっている 。

“ サステナブル建築" をつくるためには、これまで以上に建築家、

構造や設備のエンジニア、ファシリティ・マネージャーなどの緊密

なコラボレーションが必要とされる 。
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( はやし あきお滋賀県立大学関境科学部環境計画学科教授)
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建築物の耐久性と長寿命化

大野義照

近年、省資源、省エネルギー、社会資本の蓄積、環境保全等の観

点から建築物の長寿命化が望まれている 。1997年、 京都で「気候変

動枠組条約第 3 巨|締約国会議J (COP3) が開催され、日本は2010

年までに、 1990年比で 6 %の温室効果ガスを削減する議定書が採択

された。 日本建築学会はC OP 3 において、「建築の寿命を 3倍に延

長することが必要不可欠である j との会長声明を発表した。日本で

はC0 2排出量の 113 が建築の分野に関係し、そのかなりの部分が

建設段階で排出されるためであり、また日本の建築物の寿命が臥米

に比べて短いためである 。図 1 は、関西の某大都市における公共建

築の耐周年数の調査結果けである 。印年から 65年の耐久性があると

いわれている鉄筋コンクリート造建築物でも、平均値で見るとその

1/ 2 の30年しか使われていない。また、建設廃材は全産業廃棄物

デ数タ

廃棄年数

建物の属性
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97 . . ーー- 0 - ーー ーーーーーーーー・.. 

35 - 一一一一 - 一一一一- 0- - ーーー・

132 

43 .・ - 0ー一ーーーーー・

中 学 校 12 -ーー ・ーーcr - - - -・

55 

22 - ーーー- 0ー- ... 

各 種 学 校 5  - - 一ー〈トーー- 一-

27 

II 
-ーーー-() -ーーー・

用途 住 宅 24 - - ー- 0ーー.- - e

35 - 一一0- - - ・ 300m

16 
-ーー<>・ーー・

mln 平均 max 未満

市 民 病 院
6  

.炉・-0ー・ー・

22 ' ーーーベ〉ーーー..... 

II 酔・ー- 0ー- ・

e - . - oー. - ・300m

市 i覇 10 - 一一ー一一一一〈トー- 一- ・

min 平均 max 以上

21 

50 . . . ー- 0ー- - ... 
争一- 0一一ー・ 合計

事 務 所
2  

。 mln 平均 max

52 - 一吋コーーー唱

2364 9  3  

-ー ー<>- ーー一ー一ー一ー・

R  C 造
s  ・ 0- ー- ーー... 

165 -ー ーー- 0 ーー一一一一一一ー一一一一ー・

備 造 木 造 51 -ー『ーー-0ーーーー-ー---<・

216 

61 ...--0- 一一・

そ の 他 4  
争-{)- ....

65 . . . . . -0- -ーー・

図 1 公共建築の廃棄年数 (K b市 ) け

の20%を占めており、 l昨今の産業腐葉物処理場の問題を勘案すれば、

早急に建築廃材の再利用をはかるとともに、建設廃材そのものを低

減していかなければならな p 。 さらに、優れた街並みの景観を形成

していくためにも建築物の長寿命化が望まれる。

建築物の長寿命化には、材料 ・構造面の物理的な耐久性のほかに、

機能性を維持するために設備機器の交換や用途変更が容易に行える

こと、建築としてデザイン的な価値があることなども必須の条件で

あるが、ここでは構造材料の観点から建築物の耐久性と長寿命化に

ついて考えてみよう 。

鉄筋コンクリー卜造の耐久性

. コンクリー卜の耐久性

24 建築と社会 ・2002.10

コンクリート自身の耐久性に関係するものとしては、寒冷地にお

けるコンクリー卜 I:t の水分が凍結・高Y¥解を繰り返し、コンクリート

が劣化する凍結融解作用、コンクリート中のアルカリ分と骨材中の

ある種の成分が反応して生成された成分のl彰張によりひび割れを生

じさせるアルカリ骨材反応、化学工場、酸性土壌や温泉地帯に立地

する建築物において生じる化学的腐食などがある。凍結融[ 鮮は密実

なコンクリー卜やAE剤により空気を連行させたコンクリートの使

用、アルカリ骨材反応に対しては骨材選定の段階での選別、化学的

腐食に対しては耐硫酸塩セメントの使用 ・ポリマーセメントモルタ

ルのライニングなどの対策が考えられる 2) 。 ζ れらの劣化は特殊な

場合で、通常の環境下であればコンクリー卜の時間的な強度劣化は

ないと考えてよい。

コンクリート造建築物の耐久性が優れていることを示す例として

よく紹介されるのは、 AC.l 20- 125年に建設されたローマのパン テ

オ ン ( 写真 1 ) である 。建物は直径43. 5mの球がすっぽりと入る円

形ドームで、円天井はコンクリー卜でできている 。今 も機能を果た

写真 1 パンテオン

しており、現在のセメン卜とは異な

るがコンクリート造建染物の耐久性

の証しである 。ただし、後述のよう

に然的J コンクリートである乙とが高

耐久につなが っている 。同じくロー

マのコロ ッセ オ ( 写真 2 ) はAC. 80

年に建設された外周527mの椅円形

闘技場で、壁はコンクリー卜ででき

ている 。大量に用いられていた大理

石は中世に新しい建造物用にはがさ

れ、再利用された。

近代のセメン卜が1824年イギリス

写真 2 コロ ッセオ



の]. Aspdinl こよって発明された。鉄筋コンクリー 卜が発明されたの

は1867年フランス人J. Mo凶erの特許によってである 。1903年にフラ

ンス人Auguste Perret によってパリ市内に鉄筋コンクリート造の集

合住宅が建設され、今も使われている 。約1∞年の歴史である 。

・鉄筋の腐食

コンクリート系建築物の耐久性はほとんどの場合、鉄筋の腐食に

よって決まるとい ってよい。鉄筋の腐食は次式に示すように、鉄イ

オンが溶け出すアノード反応と、そのイオンを取り込むカソード反

応が同時に進行することによ って発生する 。

アノード反応 Fe → Fe2++  2e 

カソード反応 1 / 2 02十H20 + 2e  → 20 H-

F e + l / 2 0 2+ H20 → Fe( OH)  2  

鉄筋がアルカリ環境下にあればアノード反応を抑制している 。た

だし、塩化物イオンがあれば、たとえアルカリ環境下にあ ってもア

ノード反応は進行する 。一方、カソード反応には酸素と水が不可欠

である 。 したが って、コンクリート中の鉄筋をアルカリ環境下にお

き、塩化物イオンを遠ざけ、酸素や水の供給を遮断すれば、鉄筋が

腐食することはない。 しかしながら、 実際の環境ではコンクリート

は大気中のC 02と反応して炭酸化・中性化していき、塩化物イオ

ンは建設時にコンクリート中の総量を規制 しでも海岸近くでは飛来

塩分から供給される 。酸素や水は、ひび割れや連続する空隙などを

通してコンクリートに浸透して p く。

図 2 は、コンクリート強度と中性化速度の関係を示したものであ

る九 空気量や混利材料とは関係なく、圧縮強度が高いほど中性化

速度は小さくな っている 。圧縮強度が高いというととは密実で透気

性が小さく炭酸化を生じさせる炭酸ガスや鉄筋腐食に必要な酸素の

コンクリー卜中への浸入に対して高い抵抗性を有していることを意

味している 。とのような観点から、日本建築学会建築工事標準仕綴

書 ・鉄筋コンクリー卜 工事 り必S 5)  1的7年版では、 表 1 に示すよ

うに構造物または部材の計画供周期間の級に応じて、コンクリート

の耐久設計基準強度を定めている 。表 l の耐久設計基準強度は、か

ぶり厚さが40mmにおける鉄筋の腐食確率 3%を条件に定められたも

のであるが、同じ算出法りで圧縮強度35N/ 1IlllIと 40N/凶のコンクリ

ー卜構造物の耐周年数( 大規模補例嘆予定期間) を求めると、そ

れぞれ150年と 2∞年となる 。20∞年に施行された品確法では等級 l

(設計耐周年数30年) に対して最小かぶり厚さ 30田皿、 等級 2 ( 50-

印年) に対して最小かぶり 厚 さは40 (50)  mm、水セメン卜比 ( w/c)

は55 (60) %以下、 等級 3 ( 75- 100年) に対して最小かぶり厚さ

40 匂0) mmに対して w/ cは50 (55) %以下とし、耐久性を、かぶり

厚さと水セメント比でとらえている 。
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表 1 コンクリー卜の耐久設計基準強度 (J AS S 5 ， 1997年度)

計画供周期間の級 |  耐久設計基準強度 (N/耐)

一般 (大規模補修不要予定期間としておよ そ I  18 

30年、供用限界期間としておよ そ65年)

際準Ｈ大 規模補 修 不ｾ 予定 期間とし ておよそ

65年、供m限界JVlI/JJ としておよそ100
f
f-)

長期 (大規模補修不安予定期r:日 としておよそ

24 

30 

100年)

大規模補修不要予定期間 構造体および部材について、局部的な軽微な補修を越える大規綴

な補修を必要とすることなく、鉄筋l腐食やコンクリートの重大な劣化が生じないととが予

定できるW! 間

供用限界期間 継続使JII のためには椛造体の大規模な補修が必要となることが予怨される JUI

IlU 

5 0  

r.J' 

•• 

l#-: 
‘，-，. d，，" ， ----Ｎｾ＠ ーーー

トー戸
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図 3

コンクリー卜の中性化

深さと経過年数 51

9 )  

4 0  

E 3 0  

長20

ふJ

、F

苦10

予測曲線

w/ c =7 0%  

w/c= 6 0%  

66)  

0  

o  5  10 15 20  25  30  35  4 0  4 5  

経過年数

ここで、既存の建築l 1 IJにおいてコンクリー卜の中性化がどの程度

進行しているか、兵庫県南部地震で、被害の多か った地域の建築物の

コンクリート中性化深さを図 3 に示す。これは被災建築物97練から

採取した試料を用いて測定したものである 九 大半の建築物におけ

るコンクリー卜の中性化は予測値よりも少ないものであ ったが、 一

部に異常に中性化が進んで、いるものもあ った。そのような建築物で

は、かぶり厚さが不足している部分で鉄筋の腐食によるコンクリー

卜のひび割れや剥落が生じていた。予測値は水セメント比が印%と

70%の場合を示している 。それらの値よりも中性化が深く進行して

いるコンクリー卜では、必要な強度が確保されているか疑問である 。

なお、中性化が全く進行していないのは、モルタルなどの仕上げが

あったコン クリー卜である 。

コンクリートの中性化深さを調べたものと同じ試料の塩化物含有

量を調べた。図 4 に建築年と塩化物イオン量 (総量) を示す。試料

102個のコンクリート中の塩化物イオン量は0. 04- 3. 2kg/ m'で、あり、

現在の規制値0. 3kg/m' を上まわるものは82個 (80 %) である 。1960

年から海砂中の塩分が規制された1977年の聞に建設された建築物に

は多量の塩化物イオンが含まれているものが多い。海砂の使用量と

含有塩化物イオン量とはほぼ対応しているが、海砂が使用されてい

ない コンクリートにも塩化物イオンが含まれていた。とれは強度の

25 
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図 4 コンクリート中の塩化物イオン霊引

早期発現のために

使用された混和剤

から混入したもの

19 3 5  

4‘  

- 一般地滅

。日本海沿岸

A  沖縄

'‘ 

である 。そのほか

水やセメントから

も微量な塩化物が

混入されるので、

1986年には生コン

クリー卜 中のj1l; 化

物イオン量は 0.3

kg/ m'以下と総量

規制とな った。た

だし、水セメント

図 5 海岸からの距離と塩分濃度との関係 6 ) 比の制限など何ら

かの対策をとれば0.6kg/ ばまでは許容されている 。1986年以降はコ

ンクリート中の塩化物イオンはこの規制値を下まわっている 。

コンクリート中の塩化物イオンは、材料から混入するだけでなく

飛来塩分として外部からも混入する 。海岸からの距離と飛来塩分と

の関係6) を図 5 に示す。同図より、海岸から離れるとともに急速に

飛来塩分は少なくなることがわかる 。海岸から数百mのところまで

は、かぶり厚さを増す、あるいは仕上げ材を貼るなどの配慮、が必要

である 。なお七述の調査建築物は海岸から l k m以上離れている 。

・構造面から見た耐久性

ひび割れを通じて 、鉄筋の腐食に不可欠な水、酸素、および腐食

を促進する塩化物イオンなどが浸入することから、ひび、割れは鉄筋

の腐食に景舛草する 。図 6 にひび割れと鉄筋腐食との関係などを調べ

た鉄筋腐食促進実験結果 7) を示す。同図において、かぶり厚さ、水

セメント 比が同一条件のものを線で結んで、ある 。ひび割れがない、

あるいはその幅が狭いと鉄筋腐食も少なくなっていることがわか

る。水セメン卜 比が大きい場合は、コンクリー卜がポーラスなこと

からひび割れがなくてもコンクリート中の鉄筋は腐食しやすく、相

対的にひび割れの景先主は小さいが、高強度コンクリー卜になるほど

鉄筋腐食に及ぼすひび割れの影響は大きくなる 。

なお、鉄筋コンクリー 卜のひび割れは、鉄筋腐食だけでなく漏水、

美観( 不安感) 、たわみにも関係し、使用性能ひいては長寿命化に

大きく関係するが、ひび割れの問題は別の機会に述べた p 。

長寿命の建築物は、大地震に見舞われる確率も当然高くなる 。耐
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図 6 ひび割れと鉄筋腐食 7)

E認翠冒

( 1673棟)

図 7 建設年代と被害程度 8 )

年代区分 1 :  1971年 以 前 年 代 区 分 2 :  1972年- 1981
i
l三 年代区分 3 ・1982年以後

一般建物

12%  

22%  

ピロティ形式建物

4 %  

5 4 % 

4 % 

E盟璽E
1 5 % 

6 % 

4 5 % 

8 % 

E盟翠E

1 2 % 

6 6 % 

に改定され新耐震基準と 呼ばれてし 唱 。市t震基準の内容によって建

設年代を1971年以前、 1972年から 1981年まで、 1982年以後と 3つの

年代に区別できる 。図 7 に神戸市灘区、東灘区の兵庫県南部地震で

震度 7の地域で調査された約4∞0棟の全コンクリート系建築物の建

設年代別の被害程度 8) を示す。1981年以前の建築物の被害が多いこ

とがわかる 。このことからも、 1981年以前に建設された建築物の耐

震診断、同捜補強が必要であることが理解できるであろう 。

圃木材の耐久性

木造の耐久性



木材は環境条件に応じて腐朽、蟻害、風化、摩耗などにより劣化

して P く。乙乙では、被害の大きい腐朽と蟻害を紹介する 。木材が

腐朽するのは、腐朽菌が木材成分を分解し生育していくためである 0

. 渦度 : 腐朽菌の繁殖に適した溜直24- 36

0

C

- 水分: 木材の含水率20- 50%の範囲で生育。相主計星度が95%にな

ると木材の合水率は25%以上になり、腐朽が始まる 0

・空気: 腐朽菌は酸素を必要とする 。水面下の木杭は腐らな P o

. 養分 : 木材自身

乙の 4つの生育条件の一つが欠けても腐朽はしない。湿度の高い

水回りや土台などは乾燥を心がけるとともに防腐剤の塗布 ・注入に

より、木材を腐朽菌の養分とさせないようにすることが大切である。

木材を食害するしろありとして、やまとしろありは全国に生息し、

土台、根太など湿気の多い木材を好む。いえしろありは関東以南の

温暖な地方に生息して、木材の乾湿に関係なく食害し、土台、根太

より 2階梁、小屋組などの梁を食害することが多い。乙れらの蟻害

を防ぐには、防蟻剤の塗布、換気をよくし結露を防ぐなどの対策を

f丁う 。

・木造建築の耐久性

法隆寺の金堂、薬師寺の塔は13∞年を経ても無傷で、木造建築の

耐久性の証しとして紹介される 。それは、上述の腐朽菌や蟻の被害

を受けに くい条件下にあることによる 。一方、最近の木造住宅では

①軒や庇の出が少なく外壁への雨掛りが多くなり 、土台が湿気やす

い、 ②槍、杉に比べて耐久性の劣る輸入材のベイツガが広く用いら

れている 、③防火の観点か ら柱を壁で覆う大壁造はいったん壁内に

水が入ると抜けにくい、 ④枠組壁工法、パネル工、法は]1]1"組工法に比

べて部材断面が小さく腐朽に対する余裕がない、 ⑤断熱材の挿入に

よる壁内結露などの点から腐朽、蟻害を受けやすい条件下にある 9) 。

写真 3，4 に、兵庫県南部地震で被災した木造家屋の柱脚部分を

示す。Ej 冥 3 は完全に土台が腐って P る。写真 4 は壁が壊れてはじ

めて内部の柱が腐朽していることがわかった例である 。

写真 3 被災木造住宅 写真 4 被災木造住宅

写真 5

鉄骨が腐食した

被災鉄骨造建築物

鋼構造物の耐久性

鉄鋼は耐久性の点でさびやす

い欠点をもっている 。一般に金

属の腐食を防ぐための処置である防食法には、塗装をして大気 ・水

などの接触を防ぐ被覆を与えることや、 他金属を利用して電気化学

的に保護する方法などがある 。鋼構造の鉄骨は塗装によって防食処

理がなされてきたが、最近は溶融亜鉛めっきによる防食法が採用さ

れるようにな ってきた。飛来塩分による塩害が強い場所や腐食性物

質の汚染濃度が高いと ころでは亜鉛め っきの上に塗装が行われる。

写真 5 は、兵庫県南部地震での被災建物で見られた、軽量鉄骨造

家屋で壁中の塗装された鉄骨が湿気で腐食していた事例である 。湿

潤な環境におかれている場合は、非常階段や手すりなどと 同様に定

期的に塗り替えを行う 必要がある 。

終わりに

高度成一長期やパブ、ル期に建設された建築物は、今後何年生き残れ

るのか。コンクリ ート造建築物を見れば、高度成長期は材料の不足、

海砂の使用、省力化のためのポンプの普及とそれに伴う単位水量の

増加と、コンクリートの耐久性にとっては過酷な条件下で、建設され

た。既に劣化は顕在化し、適切な耐久性診断が求められている 。バ

ブル期は工事が多く施工管理も監理も十分に行われていないものも

ある 。耐久性が最も高いと思われていたRC造においても、定期的

な維持管理が必要である 。

近年、構造解析技術はコンビュータの普及とともに絡段に進歩し、

材料も高性能のものが開発されている 。一方、平成の不況下で建設

現場の人員は削減されている 。丁寧な施工が、十分な管理が行われ

ているのだろうか。改めてもの作りの基本の大切さが問われている。
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延命のための保存改修技術

中井良昭

建築物は、使用材料、置かれている環境などによって劣化の状態、

補修 ・改修にいたる H寺期が異なる 。補修 ・改修対策が必要となって

いる部位などをそのまま放置すれば、劣化がさらに進行し、建物と

しての機能低下を招き、ひいては耐周年数を短くするととにもなる。

建物の長寿命化を図るためには、劣化部分に、今後の使用期間に

対応し、適正な 11寺期に適切な方法で対策を講ずる必要がある 。

通常、建物の耐久性能を向上させるための改修技術といえば、新

しい材料 ・工法などにより被覆したり交換するというイメージが強

く、基盤となる構造躯休を軽視する場合がある 。

しかし、構造躯体の健全度を無視して外装部分のみを改修した場

合、構造部材の劣化状態が経年に伴p 進行し 、構造躯体ばかりでは

なく、建物表面の仕上げ材にも悪影響を及ぼすこととなる 。

そのため、改修にあたってはまず、基盤となる構造掘体の劣化・ 損

傷度合いに応じた補修 ・改修対策を講ずる必要がある 。

本稿においては、基盤となる構造掘体に生ずる劣化現象に応じた

改修技術を紹介する 。

ひび割れ補修技術

最も多く見られるのは、 コン クリー トの乾燥収縮に伴うものと熱

応力によるもので、応力の集中する開口部隅部や建物の端部などに

生じやすい。また、柱・梁 ・床部材等で見られるひび割れは、地震

動に伴って発生する ものや過剰な積載荷重によるものなどがある 。

こうしたひび割れを放置した場合、ひび割れ部から空気や雨水が

浸入し、内部鉄筋をさびさせたり 、コンクリートの中性化を促進さ

せ、構造躯体の寿命に大きな影響を与えるので、ひび割れ部を補修

する必要がある 。

補修するにあたり、構造耐力への影響度、ひび割れの挙動の有無、

ひび割れl隔、湿潤状態などを考府、し材料・ 工法を選定する。

構造耐力上重要な箇所には、エポキシ樹脂注入工法を適用する 。

ひび割れ挙動が予測される箇所は、挙動によってひび割れ界面で剥

離を生じる恐れがあるので、挙動に追従できる Uカット弾性シーリ

ング材充填工法または柔軟型のエポキシ樹脂を使用した注入工法を

適用し、ひび割れ挙動のない箇所にはエポキシ樹脂注入工法または

Uカット弾性シーリング材充慣工法を適用する。エポキシ樹脂には、

流動性のある低粘度からパテ状のものまで種々の粘度があるため、

ひび割れ幅などにより使い分けを行う 。

また、ひび割れが著しく湿潤している場合は、エ ポキシ樹脂の接

着性が低下するので超微粒子セメント系注入材を適用する 。

1  ) 工ポキシ樹指注入工法の特徴

エポキシ樹脂は、接着強度が強いため、 コンクリー卜の一体化が
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欠損部補修技術

コンクリー卜 g[ 自体に発生する欠損は、内部鉄筋の腐食に伴う体積

膨張圧によるものや、銅製手摺り ・開口部の鋼製建具類のアンカー

金物の さびl膨張に伴うものが多い。

これらの欠損部を放置した場合、さらに劣化が進行し、掘体強度

に与える影響が大きいので、鉄筋さび部の防錆処理および防水性を

考慮、した補修が必要となる 。

比較的大きな欠損の場合にはエポキシ樹脂モルタル充填、 小 さく

浅い場合にはポ リマーセメ ン トモルタル充填を適用する 。

また、欠損が大きく、有前彦モルタルの塗り厚さが厚くなる場合や

天井面は、アンカーピンなどの補強をあらかじめ行い、万一の剥離

に伴う剥落危険予防に配慮する 必要がある 。

エポキシ樹脂モルタルは、エポキシ樹脂の優れた特性を活かした

軽量で高強度のパテ状補修材料である 。軽量のため l 回で、30- 50mm

の厚さに施工しでも、だれ落ちることがない。

ポリマーセメントモルタルは、ポリマーディス} ¥- ジョンを混入

し、碓砂などを骨材として使用するセメントモルタルの補修材料で

あり、 j享塗りを行うとだれ落ちることがあるので、塗り厚を10mm以

下とし 、数回に分けて塗らなければならない。

鉄筋さび損傷部補修技術

鉄筋のかぶり厚さは通常規定の厚さが確保されていれば、通常の

豆地環境条件下での建物では、 20- 30年経過しでもほとんど顕著な

さびを生じることは少ない。

しかし、壁筋、柱の帯筋、梁のあばら筋が、かぶり厚の不足箇所



やひび、割れ、豆板、コンクリー 卜脆弱箇所など通気や湿気を受ける

箇所で発錆することが多い。

これらの箇所を放置した場合、鉄筋さび部はさらに劣化が進行す

るため、さび鉄筋の防錆処理を施した後、被覆コンクリートの中性

化回復としてアルカリ性回復塗布材料処理や、防水 ・気密性のある

塗JI真によって改装を考える 。

中性化抑制技術

コンクリー卜の経年劣化に伴p 外部からの影響を受けて、当初の

強アルカリ性物質から徐々に中性化を呈し、その範囲が鉄筋の位置

にいたると、これに伴いコンクリート内部の鉄筋部材がさびやすい

状態となる 。 さびが経年とともに成長すると体積膨張圧から被額コ

ンクリー卜にひび割れや欠損を発生させる 。そのため、中性化の進

行深さなどを確認する必要がある 。

中性化深さの測定結果により、 該当部位・部材の鉄筋までの平均

かぶり厚さから、現状の中'11化が鉄筋の範囲まで、およんでいるか否

か、また鉄筋の腐食状況により対策方法を検討する 。

1  ) 中性化が鉄筋まで到達している場合

その後の期待耐周年数を考慮し、中性化回復策ーを検討する 。

コンクリートの中性化は、大気中の炭酸ガスの作用を受けて表面

から徐々に内部に進行するため、今後の進行を iql 制する とともに、

これに伴う内部鉄筋の発錆とコンクリート損傷を予防する必要があ

る。 したが って、 これらの予防策としては気密 ・防水性層を表面に

形成するとともに、アルカリ性回復塗布型合浸材料を{ 汗用する 。

2  ) 中性化が鉄筋まで到達していない場合

対策にあたっては、現状の中性化深さ、建物経過年数、鉄筋の平

均かぶり厚さから、中性化加速度を算出し、今後の建物の期待耐周

年数から中性化部の残存耐用年数を算出のうえ、予防保全としての

抑制塗 劉処理などを検討する 。

3  ) 鉄筋腐食環境が著しい場合

コンクリー卜中の鉄筋と躯体表面に設置した外部電極の聞に電流

再アルカリ化工法概要因

を数日間流し、外

部の仮設材中に保

持したアルカリ性

溶液を電気浸透力

によりコンクリー

卜中に強制浸透さ

せ、短期間に自| 副本

を再アルカリ化す

る工法が、近年知

られるようになった。
アルカリ溶液保持層の吹付け

陽極とする仮設電極配線

建物の延命化のために

建物としての機能を維持し、長寿命化を図るためには、対処療法

的に建物を維持保全するのではなく、建物をいかに健全な状態に保

つかの具体的方策- が必要となる 。

また、コンクリー卜の劣化は、症状が表面に現れてきたときには

建物にとって致命的な場合もあり、中性化のように直接表面に現れ

ないが、他の劣化症状の大きな原因となっている場合もある 。その

ためにも、定期点検・調査などによる情報収集が必要となる 。

また、的確な補修 ・改修を行うためには、精度の高い調査 ・診断

を行うと同時に、材料・工法の選定も重要な諜題となる 。

今後と も各種調査機器の開発・改良とともに、布制65 ・改修技術の

向上も図る必要がある 。
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伝統的木造建築物の保存技術

野島千里

日本の各地に残る社寺をはじめとする伝統的な木造刺i組建築物の

特徴は、木材と木組みの粘り強い特性により、耐力は低いながら大

きな変形能力を有していることである 。現在でも、ごのような伝統

的な木造建築物に生活する人は多く、建物を長く使っていきたいと

いう要望や、新たに住宅を建てる場合にも、伝統的な構法( 形式)

を継承しつつ、現代生活に適した住宅を建てたいという要望は多い。

このような伝統的木造建築物を保存していくためには、これらの

建物の同捜性能を適切に評価し、市慢性能が不足していれば濯物の

構造特性に適した補強を行うようにしなければならない。今まで、

木造住宅等の耐震性能の評価に用いられてきた手法は、建物が保有

する耐力( 壁量) のみによって耐震性能を評価する手法で、ある 。こ

の手法は簡便で、有効な方法ではあるが、大地震時に予想される建物

変形を考慮した評価法ではないので、大変形を許すような伝統的な

軸組構法の建物の目標性能を適切に評価することは困難である 。ま

た、この手法で耐震性能を評価する以上、両捜性能を向上させるた

めには耐力壁を増す方法を選択することになるが、どんな場合でも

その方法が適切な補強方法であるというわけではない。伝統的な木

造建築物の耐震性能を適切に評価するには、架橋の耐力と変形の関

係や減衰特性を定量的に評価することが必要と考えられる 。

乙こでは、日本建築学会の特別研究委員会「木構造と木造文化の

再構築J ( 委員長 : 鈴木祥之 ・京大防災研教授) で研究が進められて

きた等価線形解析を応用した限界耐力計算法に基づく耐震性能評価

法と伝統的な木造建物の補強方法を、補強事例と合わせて紹介する 。

耐震性能評価法

建物の耐震性能を評価する場合、地震がおこったときにどの程度

変形するのかを把握することが必要である 。乙れを比較的容易に求

めることができるのが、告示に示されている限界耐力計算法である 。

- 限界耐力計算法

限界耐力計算を行うときは、建物の保有性能は耐力と変形により

評価する 。建物の耐力一変形関係は、実験から求まる貫、土壁、小

壁等の個々の耐震要素の耐力一変形関係図を重ね合わせ、右肩上が

りの l 本の曲線で評価される 。建物は振動するときの特性として、

その変形量に応じた固有の周期( 建物が揺れる周期) と減衰定数

( 嬬れを吸収するエネルギー) を持っているが、乙の周期と減衰定

数を耐力一変形関係から求めることができる。同じ耐力を有してい

れば、変形が大きいほど、周期も減衰定数も大きくなる 。

一方、地震による外力は加速度応答スペクトルで評価される 。加

速度応答スペクトルとは、横車Ihに建物が揺れる周期、縦軸に地震を

受けて建物が揺れる加速度をとり、減衰定数をパラメータに表した
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ものである 。一般に、周期が長くなる ほど、減衰定数が大きくなる

ほど、加速度は小さくなる 。

つまり耐力と変形の関係に周期と減衰定数という指標が加わっ

て、動的な応答評価としての変形量を求めているのが限界耐力計算

である 。建物の耐力一変形関係図と応答スペクトルを同じ図の中に

書いて図 1 に示すが、応答スペクトルから求まる必要性能スペクト

ルと建物の特性を表す耐力一変形関係図との交点が地震時の建物の

変形量である 。なお図中の応答スペクトルは、先に述べた加速度応

答スペク トルの横車Ihを水平変位、縦軸を水平耐力に換算したもので

ある 。

- 応答スベクトル( 減衰定数が大きいほど小さくなる)

応答変位

図 1 限界耐力計算

- 木造建築物の耐震性判定基準

水平変位( 変形角)

これまで地震後に行われた被害調査や日本建築学会特別研究委員

会で実施された単位フレームの動的実験をもとに、木造架橋の耐震

性能判定の考え方を図 2 の耐力一変形関係図に示す。

伝統構法など軸組構法の場合には、以下の水平変位量( 変形角)

を目安に判定基準が設定できる 。 1/120rad. ; ほとんど損傷がなく

補修も必要ない損傷限界。 1/60 ; 若干の補修で再使用が可能な限

界。 1/30 ; 相当な補修で再使用が可能な限界。 1/15 ; これを超え

る変形では倒壊に対する安全性の保証ができない安全限界。

一方、パネルや仕口金物を多用した現代構法の場合は、医|に示す

ように耐力が高いが変形能力に乏しいので、被害度の判定基準は上

j 小説 中破 ;  

i吋 ←一一+;

ー」ーー !

o  1/ 1201 /6 0  1/3 0  

大破

水平変形角

1/ 15 radian 

図 2

木造架構の

耐力と変形

性能



記より小さい変形角に設定する必要がある。

補強方法

伝統的な木造建物の特性である高い変形能力を活かした補強を行

うためには、変形能力のある耐力要素を用いるか、減衰を付加でき

るような装置を用いることが望まし p 。

. 荒壁パネル

荒壁パネルとは、湿式工法による伝統的な土塗 り壁において、最

も乾燥に時間を要する荒塗り部分をあらかじめ工場生産し、パネル

化したもので、ある 。パネルは、木小舞、古紙、廃木材チップ、深草

土、土硬化剤、水から構成され、荒壁の乾式工法化による工期短縮

に加え、藁スサの代わりに古紙や廃木材チップを使用することで廃

棄物再利用も兼ねている 。 日本建築学会特別研究委員会および金沢

工業大学( 後藤正美助教授) では、静的加力実験、及び振動実験を

実施しており 、高い耐力と 1/ 15rad. までの変形能力を有している

乙とが確認されている 。

写真 1 荒壁パネルの施工と実験

. 仕ロダンパー

仕ロダンパーは、粘弾性体

( 高分子材料) を鋼板の間に挟

みこんだ制震装置である 。軸組

構法による木造建物の雨模性能

を左右する仕口部分にこの装置

を取り付ーけ、地震による揺れの 写真 2 仕ロダンパーの実験

エネルギーをしなやかに吸収する 。乙の仕ロダンパーの特徴として

は、 (a) 長期にわたる軸組の変形にダンパーが逆らわないこと、 (b)

軽微な装置であって人間の力で、取り付けや取り外しが可能なこと、

(c) 安価であること、 (d) 画一的な仕様がない多様な接合部( 接合

部を「仕口j という) になじみやすいシンプルな形態・構造である

こと、などが挙げられる 。主に一般木造住宅用として 15cmタイプ

( 粘弾性体 2mm厚) または20cmタイプ( 粘弾性体 3mm厚) がある 。

仕ロダンパーについても日本建築学会特別研究委員会で単位フレー

ムによる振動実験を実施しており、その補強効果を確認している 。

補強事例

対象建物は、築年数約70年の寺院本堂である 。内| 却を囲むように

外陣を配し、左右に増

築された廊下がある 。

建物中央部に 12寸の丸

柱を配し、欄間のない

小壁が室内を巡って力

強い印象を受ける 。耐

震補強には仕ロダンパ

ー( 床下に配置) と荒

壁パネルを用いた。限
写真 3 建物全景

界耐力計算法で計算すると、地動が最大450Gal レベルの地震( 震度

7 に相当) で改修前の建物の変形角は 1/17rad.いう結果になった。

1/15rad. を超えると倒壊のおそれがあるという判定基準に照らせ

ば、この建物は倒壊寸前にまで達するということになる 。

一方、耐震改修後の性能は、最大変形角が 1/30rad. にな った。

さらにこの建物は柱が1討 a 丸柱あるいは 5寸角と太いので、傾斜復

元力を考慮すれば、最大変形角が 1/ 35rad程度であった。補強す

ることによって大地震においても中破レベルの被害 となるので、少

しの補修で再使用が可能となる 。

写真 4 仕ロ ダンパー {左) と荒壁パネル (右) で補強

まとめ

限界耐力計算によれば、伝統的な木造建築物の耐慢性能、及び制

震ダンパーによる補強効果を把握することができる 。

( のじま ちさと 妹式会社鴻池組建築設計部)
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歴史的建造物の免震レトロフィット

一国際子ども図書館の保存再生事業 一

山 本 裕

改修プロジ‘ 工ク卜への想い

歴史的建造物の改修工事に携わる機会に恵まれてきた。明治から

昭和初期にかけて建設された、いずれも殴米の建築様式を採り入れ

た建物である 。使い続けられているものもあれば、 一度その役割を

終えて再生の時を待つものもあった。市慢性に劣るそれら建物に施

す手法は、強度で抵抗する“ 耐震" 建物内でエネルギー吸収する

“制振" 、あるいは地面と建物を車部毒する“ 免震" である 。プロジェ

クトに参画した時点で建物の内外を巡り、再生後の姿を想い浮かべ、

果たしていかなる構造手法を用いるべきかと考える 。そのとき建物

から受ける感銘は、竣工まで設計行為が続く改修プロジェクトにお

いて、「この建築を今の姿のまま後世に残した pJ という、極めて

私的で、はあるが強いモチベーションを自らに与える 。

国立国会図書館支部上野図書館を初めて訪れたとき、その建築的

な魅力に強い感銘を覚えた。ルネッサンス様式のファサードは、明

治と昭和という 2期に分かれて異なる材料と技法で造られたことを

感じさせない、一体感のあるものであった。内部においては 3階の

旧閲覧室が、漆喰の装飾が施された荘厳な空間で、しばし立ち錬ん

だことが想い出される 。

帝国図書館かう子ども図書館ヘ

国際子ども図書館の前身である旧帝国図書館は、文部省技師久留

正道 ・真水英夫らにより、東洋一の図書館を目標に設計された。当

初計画は、隣接する現在の東京童芸術大学音楽部敷地までを使用し、

中庭を持つロの字型の壮大なプランであった。明治39年に第 l 期工

事( 明治期部分、煉瓦造) 、昭和 4 年に第 2期工事( 昭和期部分、

R C造) が完成したが、第 2次大戦により中断され、昭和]22年の国

会図書館法ftil l定に伴い当初計画の 113 の姿で国立国会図書館支部

上野図書館として利用されてきた。

このプロジェク卜は、関西舘の建設に伴p 支部図書館としての役

割を終え、子どものための図書館として再生させることに契機があ
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る。平成 8年、保存再利用を

前提とした建設省( 現国土交

通省) によるプロポーザルを

経て、設計者として日建設計

が選定された。後に新築部分

のデザインについては安藤忠

中庭側全景 船影 ss東 京 雄建築研究所・に、保存につい

ては神戸芸術工科大学の坂本勝比古名誉教授に加わっていただいた。

保存の技術( 既存部分)

既存建物各部構造体を調査した結果、ひび割れや材料劣化は認め

られるものの、耐久性上はおおむね問題のないことが確認された。

耐震安全性については、震度N- V程度の 中地震で部分的なひび割

れが発生し、震度刊を超える大地震ではかなりの損傷を受けること

が想定された。また、高さ 11mの大空間を擁する明治期 3 階旧閲覧

室上部の木造小屋組架構が、煉瓦壁の頂部変形をとどめるに乏し p

梢造であること、及びアスファ j レト層を挟んで、密着状態にあった明

治期 ・昭和期建物が地震n寺に互いに衝突し、更なる慣傷を被る可能

性もあることが指摘された。 介 入 、 / N  

を最小限に抑えながら耐震

安全性を確保する改修方

法として、免震レトロ

フィットの選定はご

く自然ではあった

が、地下 1階の

階高が 2. 7 m 

と低くて使

途が限定

改修後

される乙 全体配置図

と、及び

正面全景

J由自信 ss東京

改修後断面図
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スペースとエントランススペースを付加している 。

UI 80X52 体

免震部材配置図

水平剛性の高い明治期煉瓦造部分が地震力の大半を負担するた

め、この増築部では地震力から解放された、免震構造ならではの設

・ブ しコ刀J ート計を試みた。既存建物を貫通する 2つのガラスチューブにおいて、

免震化要領凶

P C鋼棒による 緊張 煉瓦壁と R C梁の一体性試験

地下階外周にドライエリアが設けられていることより、 P街字の基礎

を活かしながらこの地下階を免震層として比較的容易かつ経済的に

免震化が出来ることが、大きな選定理由となった。

地下部に増築する機械室のみ下部構造/ 非免震部分とし、その他

の増築部を含む地上部すべてを免震建物の上部構造とした。明治期

煉瓦造部分、昭和期 R C造部分、鉄とガラスのチューブ、スレンダ

ーな R C造コアシャフトと、水平剛性の大きく異なる要素を床スラ

ブで繋ぎ、無期i炭殻コンクリー卜の明治期 l 階床は解体撤去して R

C造スラブに置換し、明治期・昭和期建物聞を一体化補強し、地盤

と絶縁された一体の建物とした。免震部材には、高面圧仕様天然ゴ

ム系積層ゴムと鉛ダンパーを採用した。

明治期建物では壁~基礎~地盤へと、平面的には鉛直荷重が “線"

状に伝達されていた。改修後は免震層において稲層ゴムという “点"

で支持されるため、 ｾｾｬ 層ゴム支点聞は ｬ 階床下のか ｒ 瓦壁両側に ｒｃ

造添え梁を設け、全荷重を R C梁で支持する設計とした。R C梁外

側より断面を貫通する P C鋼絡を緊張し、煉瓦壁から R C梁への荷

重伝達を図った。これについては施工段階で、建物から切り出した

煉瓦壁を用いた実大試験体により、煉瓦とコンクリー卜接合面の終

局耐力及び緊張力の減退率を測定し、設計値に対して 1-分な余力を

有することが確認できた。下部構造ではラップルコンクリートを配

した直接地業をそのまま活かすため、積層ゴム位置で“ 点" に集約

された鉛直荷重を“ 線" に戻すために、既存の煉瓦基礎を解体して

R C造基礎梁( 布基礎) を新設した。

再生の技術( 増築部分)

新しい子どもの図書館には、 旧建物にはない情報 ・空調 ・防災系

の設備、階段・エレベーターなどの動線の確保が必要であった。そ

のため、 !日建物に地下機械室・ 2つの動線コア ・ガラスのサービス

外装ガラス受方立の平鋼を P C鋼棒で補剛し、床を支持する構造体

と兼用した。主要構造部材においては平鋼に F R鋼を使用して、無

耐火被覆を実現している 。P C鋼i俸には、火災時に想定される最高

温度においても喪失しない緊張力を導入し、構造体としての安全性

を確保した。圧倒的な重量感と豊富なデ、ィテールを持つ既存建物に

対し 、ディテールを排除した透明感の高い外皮を継い、旧フ ァサー

ドの視認性を高めるとともに、「煉瓦 ・石j と「ガラス・鉄j とい

う両極端の材料の対比による調和が生み出されている 。

3 階アトリウム 船影 ss東 京 F R鋼方立柱と P C鋼棒

おわりに

2002年 5 月5 日、国際子ども図書館が全面開館した。開館以来、

多くの子どもたちゃ家族連れで活況を呈していると聞く 。 J R上野

駅から上野公園を抜けて徒歩10分ほど、建築関係の皆様にも機会が

あればぜひ訪れていただきたい。

建築に長寿命を求めたとき、「耐久性j と「耐震性j を兼ね備え

た煉瓦と免震構造の組み合わせこそ、その最適解なのではないだろ

うか。新築では現実的に困難なこの組み合わせが、時代を経た歴史

的建造物の保存再生プロジェクトで実現でき 、過去の技術に現代の

技術を重ね合わせ、新たにH寺を刻み続けていくことが、今回のプロ

ジェクトにおける椛造面での最大の成果であったと考えている。

市捜安全性の目標設定や地震時の安全性評価、施工法についての

記述は割愛させていただいた。詳しくは文献* を参照いただきたい。

参考文献

*  1  r歴史的処造物の免震化 その 1 - 4  ｊ 日本建築 学会大会学術 講泌駆 ｂ 似 ｉ ｾ (}，jr 

北) 2∞2年9 F1、 pp.561-568

*  2  r工事現場一鍛，} 長に包まれた日々 - J 長瀬弘幸 正ｾ築と社会 Ｒ ∞ ｬ 年 ＱＰ 月

( やまもと ひ ろ し 株 式 会 社 日 建 設 計 東 京 構 造 設J"I主管)
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耐震補強技術の現況

益 尾 潔

既存建物の両捜補強設計は、目標とする市捜性能に応じた建物全 Q  (k N)  

体あるいは特定部材の強度と靭性が確保されるように、新たなRC

壁などの構造部材の配置、あるいは鋼板や高強度繊維材の巻き付け

などによる既存部材の補強簡所を定める行為である 。その際、建物

の機能性、構造性能、補強工事の施工性に関連し、種々の課題が露

呈する 。これらの課題は、補強工事中に発生する騒音、振動、塵竣

の軽減、屋外からの補強工事の適用、現場での施工期間の短弘箱、施

工費用の軽減などに集約される 。

これらの諜題の解決を意図し、阪神 ・淡路大震災以降、種々の工

法が開発されており、本稿では、そのいくつかを紹介する 。なお、

耐震補強工法に関する研究の詳しい動向は、文献( 1 ) で紹介されて

p る。

耐震性能の向上と併せて建物の長寿命化を目指す場合、同捜補強

と耐久性にかかわる補修や設備更新などを総合的に行う必要があ

る。ただし、既存建物の残余寿命の評価方法が明確でない乙となど

から、現在のと ζ ろ、定期点検結果などに基づいて補修を行うこと

が長寿命化のための現実的な対処方法であると考えられる 。

炭素繊維( CFRP) シー卜巻き付けによる

壁付き柱補強工法

我が国の ｒ ｃ 建物では、Ａｬｾ壁、垂壁、制 ｬ 壁等の ｒ ｃｾｦￋ 壁が柱や梁に

取り付いている 。乙れらの雑壁は、施工性などの観点から、柱や梁

などの主体構造体と同時にコンクリートが打設されることに起因

し、主体構造体である既存柱の靭性能を低下させる恐れがある 。こ

の点については、未解明な点も多いが、これらの壁付き柱に対する

有効な補強工法が提案されている 。その一例を図 1 に示す。この補

強工法 4 ) によると、既存壁を除去せず、既存柱の周囲のみにCFRPシ

ートを巻き付けることによって、組l壁村き柱の靭性能が改善される 。

図 2 は、袖壁の張り出し長さ 比s (袖壁の張り出し長さ/ 独立柱

のせい) を 1， 0.5， 0としたCFRPシート巻き試験体 ( WI 3 ，WI  

8  ， C  2  - CF 2) および無補

強試験体 ( WI l ， WI 7  ， C  

2  - N) の荷重 Qと部材角 R の

関係の実験結果である 。なお

補強試験体のCFRPシー ト巻

き数はいずれも同じにしてい

る。同図より、本補強工法に

よって袖壁付き柱の靭d性能が

改善されることがわかる 。こ

れらの補強効果の定量的な評

CFアン力一

図 1 壁付き柱補強工法の一例叫
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図 2 壁付き柱補強試験体の荷重 Q一部材角 R 関係 . )

価方法は、文献 (4) に示されている 。

RC増設壁による補強工法

RC耐震壁は、過去の震害例でも明らかなように、最も信頼でき

る耐震抵抗要素であると考えられることから、既存建物の耐震補強

の際にも、 RC増設壁が採用されることが多い。しかし、この場合、

あと施工アンカー打設に伴う騒音、振動、塵壊などの問題が発生する。

この問題の解消を意図し、 RC増設壁の強度評価方法が実験的、

理論的に見直されている 5) 。すなわち、これまでの強度評価方法は、

昭和50年代前半までに行われた開発実験の結果に基づいたものであ

って 、現在用いられている補強仕様が必ずしも反映されていない。

乙の研究では、 P街字柱、梁と新設壁板の接合に接着系アンカーを用

いるとともに、新設壁板上部と既存梁との聞に無収縮モルタルを充

填すると、これまで評価されていなかった壁板コンクリー 卜からの

せん断力の伝達効果を期待でき、その結果、アンカ一筋量の低減が

可能になることを示している 。

MTY 

、CCS

MCY 

図 3 R C噌設壁の破壊モード 叫



この壁板コンクリー卜からのせん断力の伝達効果の存在は、 図 3

に示した憎設壁の破壊モードからも推察 される 。この効果の定量的

な評価i方法は、文献 (5) で詳述されており、この評価方法を骨子 と

したRC増設壁の設計法は、文献 (6) で設計指針としてまとめられ

ている 。

枠付き鉄骨ブレースによる補強工法

近年、既存建物の耐震補強に際して、採光確保や重量増などの問

題が比較的少ない枠付き鉄骨ブレースによる補強工法の採用が多く

なっている 7) (図 4 ) 。枠付さ鉄骨ブレースの補強設計は、通常、耐

震改修設計指針7) によって行われている 。乙の補強設計法によ って

評価された枠付き鉄骨ブレースの補強効果は、同指針でも記述され

ているように、必ずしも 実験的に十分に検証されておらず、未解明

な事項が残されている 。

繍強接合部 4全体図

図 4 枠付き鉄骨フレ ース補強工法の概要

このような背景より、枠付き鉄骨ブレースの補強効果のうち未解

明な事項について実験的研究が行われ、これらの最新の研究成果を

取り入れた設計方法が文献 (8) で設計指針としてまとめられている 。

具体的には、グラウトモルタルの圧縮強度を考慮、した間接接合部の

終局耐力の設計式や、ブレース材の細長比に応じた枠付き鉄骨ブレ

ースと既存骨組からなる複合ブレース架構の終局耐力と靭性指標の

設計式などが提案されている 。

写真 1 は、ブレース材の細長比 A が29と46の枠付き鉄骨プレース

試験体の破壊状況であり、 図 5 は、 A が29，36， 46の場合の荷重Q

と層間変形角 R の関係の実験結果である 。これによると、細長比

A は、枠付き鉄骨ブレース試験体の耐力のみならず靭性能に明瞭な

影響を及ぼすことがわかる 。

なお、昭和46年の建築基準法改正以降に設計された既存建物は、

帯筋量が比較的多く、高い靭性能をもっ柱で構成されることが多い。

このような建物に枠付き鉄骨ブレースによる補強工法を適用する

と、ブレース材の粘り強さと相ま って、コンクリ ー ト系の場合より

(a) 試験体LC- 3- 1

(λ = 2 9)  

(b) 試験体L C- 5- 1

(λ = 4 6)  

写真 1

枠付き鉄骨ブレース

試験体の破壊状況 8 )

F =パ2ii て1) /  !0. 75 (1  + 0.05μ)  } μ = R/尺y

μ=1. 0 尺y = 1/ 150 とした

E ヨEヨ μ = 5. 0

Q( 附 )E B E Zヨ ｅ 三 Ｚｑ｝ｾ三ヨ
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図5 枠付き鉄骨ブレース試験体の荷重 Q一層間変形角 R 関係 引

も少ない補強箇所数で、耐震性能を高めることができる 。

まとめ

本稿では、 一般設計者に冊I震補強工法の理解を深めていただ くこと

を念頭に置いて、いくつかの新しL咽捜補強工法の概要を紹介した。

既存建物の両探補強は、構造音1I 材の配置状況や使用状況などを勘

案して適切な工法を選定することが重要で、あり、その選定方法のい

かんによって施工コストも大きく変わる恐れがある 。既存建物の耐

震補強の円滑な促進のためには、新しく開発された補強工法をうま

く取り入れることが望まれる 。
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既存地下躯体の再利用

一大阪明治生命館ランドアクシスタワー-

椿 英 穎

地球温暖化問題への取り組みとして、 1的7年の地球温暖化防止京

都会議で、C 02排出量の削減目標が設定された。 日本のC02排出量に

占める建設関連の比率は約1 /3と推計され、 C02削減に対する建設

分野の責任は大きく、産業廃葉物の削減と建物の長寿命化が重要な

命題とな っている 。

一方、阪神 ・淡路大震災を契機として、建物の市お主性に対する関

心が高まり、同協改{劇足進法の施行とも相候って、耐震改修を兼ね

たリニューアルの検討が増加している 。 しかしながら 19印 - 70年ご

ろ、すなわち約30数年前に旧基準で設計された市街地建物は、現行

基準に対し市慢性能がかなり低p ため、多大な補強が必要で、あった

り、階高 ・天井高が低いために最近の I T ' OA化に対応が困難であ

ったりする場合が多く、コスト及び建物としての機能の観点から、

建て替えを選択せざるを得ないことも多い。

建て替えで問題となるのが、 地下部分の解体である 。一般に、市

街地建物は床面積を最大限有効利用するという観点から、地下 3 -

4階と深いため、地下部分の解体には以下の問題点がある。

①騒音 ・振動等、隣接建物・周辺環境への影響が大きい。

②地下はSRC造やRC造が通常であり、その解体に伴い多量の産業

廃棄物が発生する 。

③土水圧や地下水に対する対策が必要となり、多大なる工期 ・コス

トが必要となる 。

以上のように工期面やコスト面だけでなく、環境面からも地下部

分はできるだけ既存掘体を有効活用することが望ましい。

建て替え計画に対するニーズ

「大阪明治生命館J の新旧の建物外観を図 1 に、概要を表 1 に示

す。「大阪明治生命館」においても改修と建て替えの両面から検討

されたが、 ①御堂筋における高さ 制限の緩和、 ②オフィスビル機能

の老朽化による貸ビルとしての競争力の低下、 ③多大な市探補強に

旧建物 新築建物

図 1 新! 日建物の外観
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伴うプランおよびコス

ト上の問題、 ④耐震性

の向上と地震後の機能

維持、等の観点から、

建て替えを選択するこ

ととなった。

本建て替 え計画に対

するニーズは、「耐震

性 ・機能性 ・社会性 ・話題性に優れ、街区の活性化に寄与するビル

を再生すること j であ った。これに対し、 ①中間階免震、 ②メガ架

橋、 ③高比重コンクリー卜、 ④延命化対策の技術を組み合わせ、積

極的に既存地下躯体を残し、再生 ・活用した。

表 1 新旧建物概要

新建築物 旧建物

建築而.m 2，112. 96m'  2，084.40m'  

延床面駁 33，852.94 m'  29，579. 10m'  

椛造積別 S 造、 R C造 S R C造

階数 B3、F14、Pl B4、F9、p3

ir1iさ GL+60. 0m GL + 31. 0 m 

恐慌l底深さ GL- 16. 85m GL- 16. 85m 

立車工 2001年7. F1 1965
i
j'- 6 月

既存地下植体再利用構法

今回の既存地下躯体再利用構法の有比念を図 2 に、大阪明治生命館

における構法の概要を図 3 に示す。

• • • • • • • • • • • •. •• • 
-
-

新築建物

既存建物

-・ 0 ・0 ・・ 0  ・・・・. . • • • • • 
. . . .  ・ー .  

・・. . . . . . ・ーー・・. . . . . . . . . . . . . . . .  .  

地下のプラン上、

支障のない位置に地

上建物の荷重を支持

する柱を新設し、そ

の地下 1階柱頭に免

震装置を設置するこ

とにより、既存地下

空間を効率よく活用

するとともに、既存

地下脂体の鉛直荷重 図3 構法概要図( 大阪明治生命館)

および地震時水平荷重の負担を低減する( 図 4)。これにより、既

存地下の柱梁を耐力的に補強することなく再利用することが可能と

なった。また、免震構造の採用は建物の地震に対する安全性を増す

ことになり、長寿命化へと結びついている 。



図 4 免震装置設置状況 ( 8 1 階)

(2) メガ架橋

既存地下掘体を再利用する

際に問題となるのが、地上部

のプランが地下の既存プラン

により制約を受けることであ

る。これを解決するため、本

_---1ι4 且 J W__".

， I  ¥. ¥ ¥ ¥ 1¥ I  I  /11  /  /  /  '  

ｐｗｗＺｗｴｷＺｗＺｗＺｗＢｾ＠

iIーl三、¥主..1... ンン乙[1

圃醐四

建物では 1 - 2 階にメガ架構 図 5 柱割を整合するメガ架橋

を設けた( 図 5 ) 。このメガ架構により地上部においては地下に制

約を受けず、自由なそして理想的な プランが可能とな った。

(3) 高比重コンクリート

市街地では地下水による浮力が大きく、既存地下躯体を利用する

場合、地上部解体に伴う 浮き上がり対策が必要となる 。浮き上がり

対策としては、地下最下層にコンクリートを打設し、その重量で対

抗するカウンターコンクリー卜が一番施工性がよい。このときカウ

ンターコンクリートの比重が大きいほど打設量が少なくて済み、プ

ラン的にも環境的にも好ましい。

本建物では、比較的安価で、手に入りやすい砂、鉄を細骨材に用いる

乙とにより比重3.5の高比重モルタルを開発し、地上部解体時に発

生したコンクリートガラと 一緒に既存地下ピ ッ トに打設した。

(4) 既存躯体の延命化対策

本建物の耐周年数の設定にあた っては、建築主と協議の結果、環

境面から長寿命化を意識して耐周年数を 100年とした。そこで、問

題となるのが、既に35年経過している既存再利用担体の延命化対策

である 。本建物では既存再利用脂体の現状の中性化深さおよび鉄筋

かぶり厚さを部材ごとに調査し、鉄筋腐食までの年数を推定するこ

とにより、各部材ごとにアルカリ性回復の必要性、中性化防止層の

施工方法を検討した。

デッキ受アングル

J  

図 6 既存スラブの中性化対策

その結果、柱についてはかぶ

り補修も兼ね、表面層にスラン

プフロー 50cmの高流動コンク

リー卜を打設し、中性化防止層 図 7 柱・梁・スラブの再利用

とした。梁については弾性塗料を吹き付け、 空気 と遮断することと

した。スラブについては、上面はレベル調整用コンクリー卜の打設、

下面については剥落防止と仕上げを兼ねたデ ッキプレートを設置

し、既存スラブ下面との聞に無収縮モルタルを注入した (図 6 ) 。

以上により、既存躯体も含め耐周年数1∞年を実現した( 図7 ) 。

再生に有効な構法の選択を

大阪明治生命館に本構法を採用することにより、地下外壁、基礎

底版等の仮設利用に加え、旧基準で設計された既存地下担体( 柱、

大梁、小梁、スラブ等) を地下のプラン上支障のない範囲で本設と

して補強することなく再利用した。その結果、カウンターコンクリ

ートへの利用分も含めて、既存建物躯体の約30%、地下部分に対し

て印% 近くもの既存躯体が再利用可能とな った ( 図 8 )。

建物トータルでの コンクりー ト塊再利用率

5. 295川+600ni + 12.663ni = 18. 556ni  

(2 7 %)  ( 3  %)  (6 3 %)  (9 3 %)  

図 8 既存躯体処理フロー

地球環境問題を背景にして、建物の再生ひいては都市の再生にお

いて、既存建物を利用しようという 気運が社会的に広がりを見せて

いる 。しかし、再生にあたっては、建築空間の機能性、市捜安全性、

設備機能上の種々の問題がクリアーされなければならない。

建物再生の手法には様々なものが考えられるが、階高、スパ ン割

等の躯体形状変更の必要性がなければ、通常の仕上げ改修や、 一般

的な市捜補強あるいは免震構造によるレトロフ ィッ ト等も可能であ

る。 しかしながら、本建物のように 「機能性の高い建物」の実現の

ために、階高 ・スパ ン割等の地上の掘体形状を変更、すなわち解体、

建て替えが不可避で、さらに地下が深い市街地建物では、既存地下

掘体をいかに再生させるかが、環境面、コスト面、工期面で最重要

課題であり、本構法は、既存地下掘体再生 ・活用の一つの有効な解

決法であると考える 。

( つぱき ひであき 株式会社竹"1'工務JJ5大阪本庄設計部構造謀長)
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大地震を受けた耐震補強電力建物の挙動に学ぶ

尾崎昌彦

市民生活の安全確保はもとより、生産活動の維持や社 じ‘

会資本の有効活用などの観点から、災害に強い社会基盤

を整備することの重要性は、平成 7年の阪神 ・淡路大震

災を見ても明らかである 。

既存の建物制捜補強して強化する行為は、たとえば

用途の変更や、構成する部材や材料の経年変化、環境 ・

社会ニーズの変化などにより十分でおはなくなった、ある

いはもともと十分で、はなかった建物の『師号性能の、まさ

に 『再生』の行為であると考えられる 。

特にライフラインを司る関西電力にとっては、災害に 。

強いシステムづくりが大命題であり、昭和60年ごろより

大規模災害対策の一環として、地震時の被害を最小限に

押さえ、電力の安定供給と地震後の早期復旧を目的とし t  

て、全社を挙げて地震対策に取り組んで、きた。

その中で建築部門においても、昭和56年の「新市標設

計法」以前に建設された建物を対象に、 耐震診断および

それに基づく市擦補強を実施してきた。

その後、平成 7年に阪神 ・淡路大震災を経験したが、

3∞ 

τ  260 (5:4θ 協聖発生}

250 I  

50 

。

区蚕蚕E

1/17 1/18 1/19 1/20 1/21 1/22 1/23 

日時

図 1 停電軒数の時間的推移川

上記取り組みの結果、被害を最小限にとどめ、早期復旧を達成でき

た ( 図 1(1))。

以下に、当社における震災前からの、建物の耐震診断 ・補強の概

要、および被災した建物の状況を踏まえた耐震補強の効果や問題点

などについて概説する 。

震災前の耐震診断・耐震補強

(1) 基本的な考え方

昭和50年代後半から印年代前半にかけて、人口密集地で、かつ電

力の大需要地である京阪神地区の重要な建物( 本庖 ・支庖、電力供

38 建築と社会 ・2002.10

図 2 想定地震 ( 活断層) と地表最大加速度 (関西氾力資料より )

給関連建物など) を対象として、耐震診断 ・補強を実施した。

具体的な目的として、地震時の電力安定供給、 復旧拠点の確保、

人命の保護、お客さま情報の確保の 4点、を掲げ、 f大地震に対しで

も倒嬢しなpJ ととを目標とした。

(2) 耐震診断の手法および想定地震

腕 日本建築防災協会の同捜診断基準2) ( 以下 f面接診断基準J ) お

よび新耐震設計法( 保有水平耐力) に基づいて実施した。 さらに、

基幹設備を構成する特に重要な建物については、周辺で発生した過

去の地震や活断層の分布状況などに基づき、 1∞0年に l 回程度遭遇

するであろう地震動を地点ごとに設定し( 図 2 ) 、動的非線形解析

を実施した。

(3) 耐震補強

上記両捜診断の結果を踏まえて補強計画を策定し、順次補強工事

を実施した。

旧神戸支届ビルの震災前・震災後

者l'戸周辺にある当社建物の、阪神 ・淡路大震災における被害状況

の概要を表 1に示す。大規模な修糟を必要とするような大きな被害

を受けたものは、その大部分が木造や埋立地盤の液状化によるもの

であり、変電所や営業所などの電力供給や復旧拠点となる建物の被

害はいずれも中程度以下であ った。

以下に、基幹設備で唯一大きな被害を受けた旧神戸支庖ビルの、



。

ｾ ｉ＠
。

ロ

NS均 句 . ロ

.  

表 1 神戸周辺の関西電力建物の被害概要

被災程度

線数 被災数

大 'T 

旧 神 戸 支 庖 1  1  1  
。 。

3  

8  22 火力発電所 64 33 

(付属建物の不同沈下)

変電所 141 71 
。

5  66 

営業所 71 13 
。

1  12 

ｾ ・社 宅 125 110 

32 

( すべて木造)

19 59 

員| 402 228 36 33 159 

震災前の耐震診断 ・耐捜補強、および被災状況について概説する 。

( 1 ) 建物概要

神戸市の三宮駅南側約800mに位置し、昭和39年に竣工した地上

9 階、地下 2 階、塔屋 4 階、延床面積約19，∞Om'の建物である( 写

真 1 ) 。構造は、ウェブに格子型鉄骨を用いた充腹型の S R C ラー

メン構造で、 一部に耐震壁を有する( 図 3) 。

N  

。

ロ噌鼎剖何ロ

: K!官四冠1日311:  :li ロ

。

48，300 

8 N方向

[ 基準階平面図]

図 3 旧神戸支庖ビルの概要

(2) 震災前の耐震診断 [ 断面図]

写真 1

旧神戸支庖

ビル外観

骨頂診断基準、新聞慣設計法による静的評価、および地点固有の

地震動による動的解析を知包した。地震動としては、当該地点の地

盤状況を勘案して大船渡波などの既存の強震動記録を選定し、敷地

近傍にある六甲断層の活動を想定して最大加速度440ガルに規準化

して採用した。

踏 ｒ ｾ ， ・…

Ｘ ｾ Ｂ ， ・

71-

Ｖｾ＠

5  

ＴｾＢ ， ・Ａ。

3  
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1t"" j ;." ，.-:c 1  1 図 4 弘
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1，2 耐震if&:=断結果

(  2 次診断)

耐震診断基準による各階の構造耐震指標 ( Is値) 分布を 図 4 に

示 十' 0 Is値が、 「新耐震設計法J とおおむね同等の耐震性能を示

すとされる 0.6を下回るのは l 、 2階と塔屋で、 p ずれも 0.5程度で

ある 。

なお、保有水平耐力および動的評価においても同様に、下階部と

塔屋の両横余裕度が小さ p 結果となった{九

(3) 耐震補強

耐震補強計画は、 l 、 2 階と塔屋を 中心に検討した。

当時、 l 、 2階は営業所として供用しており、 R C構造壁などの

同様要素の増設が困難であったとと、および Is値は0.5程度で、あり、

コンクリートの実強度や設計における余裕度を勘案すると倒壊には

至らないとの判断か ら、補強は実施しなかった。ただし、上階部も

含めて、層間変形による窓ガ ラスの破損 ・落下が避けられないと予

想されたため、人命保護の観点から、すべての階の窓ガラスに飛散

防止のフィルムを貼り付けた。

塔屋については上部に通信鉄塔が設置されており 、通信機能は災

害時の生命線であることから、 R C構造の市1鹿 壁 3 カ所を増設した。

(4) 震災を受けて

阪神 ・淡路大震災では、本建物は震度百- vn到吏を経験し、特に

下層階の柱梁などに写真 2や図 5， 6に見られるような被害(，)を受

[ 建物周囲J [柱]

写真 2 旧神戸支庖ビルの被害状況

39 



けたが、建物そのものは倒壊を免れ、通信機能も健全で、約 1カ月

間復旧の拠点として使用した。また、窓ガラスは大半が破' 損したも

のの、蕗下したものはわずかであった。このことから、当初の耐震

診断・補強の成果はあったと言えよ う。

特に、六甲断層を震源として440ガルの地震動を想定していたこ

とは、阪神・淡路大震災が淡路から六甲に至る断層帯によるもので

. 固: 固: 圃[ 困J 困l回] 困; 困:

固 困

• • 圃 回 • • L」 口 ロ

回 固

• • • • • 口 ロ

固 固 回 固 回

注) 医Jrt ' の数Zトは柱の損傷を表す. 困は湖整不能の位を表す

図 5 柱の損傷度合 ( 3 階)

無被害刻、破 中E直 大破

) . <>- <>- < >-< ｾ＠

9  

階 8

A  

7  

6  

5  

4  

3  

2  

図 6

各階の

。
1 0  2 0  3 0  4 0  5 0  6 0  7 0  

損傷度合

損傷度合 D

あった同こと、本建物付近の地震動が震度百 - w程度であったこと

を踏まえると、妥当なものであったと言える 。

なお、 3 - 5 階の西側の損傷度が高いのは、建物全体が偏心して

いることによるねじれ変形の影響と考えられるヘ

その後、気象庁から発生の可能性が伝えられたマク守ニチュード 6

程度の余震には耐えられない恐れもあることなどから、結局、本建

物は除却・建て替えすることとなったが、反省点として以下のよう

なことが挙げられる 。

①耐震診断

特に古い建物では、平面的あるいは上下方向の構造的な偏りを伴

っている場合があるので、立体的な挙動に十分注意を払い、必要に

応じてそれらを考慮した詳細な検討を行う 。

②耐震補強

今となれば、 l 、 2 階等について も、 今一歩踏み込んだ補強がで

40 

きていればとの思いがないわけで、はな p 。 しかしながら、 1α均年に

l 回遭遇するとされる震度百 - VJ[ 程度の大きな揺れに見舞われた中

で、層崩壊もなく必要な機能を保持したごとは評価できる 。

今後の耐震補強に向けて

冒頭に述べたとおり、災害に強い社会基盤を整備して後世に残す

ことはわれわれに謀せられた使命である 。その際、新規に社会資本

を建設するのではなく、既存のものを再生して活用する乙とができ

れば、それは経済的な面だけではなく、環境の面からも有効な手段

である乙とは言うまでもない。

以上の観点から、既存建物の同捜補強はまさに合理的な手段であ

り、今後精力的に推進すべきであると考える 。

当社においては、阪神 ・淡路大震災以降、同協診断をすべての建

物に拡大して展開し、補強工事も順次実施している 。

しかし、耐震補強は手間もコストも必要とするととから、いかに

最小限の投資で最大限の効果を上げるかがポイン卜になる。

①建物の重要度の吟味

市捜診断・補強の目 的を明確にし、建物の重要度を十分に吟昧し

た上で、その補強グレード( 想定する地震・地震動のレベルや保有

させる岡、鹿性能) や優先度を決定しなければならない。

なお、重要度の検討においては、昨今の高度情報化社会や多様化

する価値観の下で、建物に対するニーズも時時刻刻変わりつつある

ことを十分に認識しなければならな p 。

②新しい技術の開発

一般に、市擦補強工事は建物を供用しながら 実施されることが多

い。また、特に居室まわりの補強は、居住空間・執務空間の居住

性 ・快適性を阻害することなく行われるのが理想であり、工法が制

約されることも多い。もちろん、コスト面からの制約も大きい。

したがって、補強計画策定の段階では、これらの要因を総合的に

勘案しなければならない。一方で、、それらのニーズを踏まえた新し

い補強工法等の技術開発も望まれるところである 。
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大阪府における公共建築物の循環利用

一建設リサイクルのもう一つのアプローチ-

辻野一郎

究極のリサイクル? 再利用

建設リサイクル、法が施行されて 3 カ月が経った。対象建設工事の

届出や分別解体の実施はおおむね順調に進んでいるようであり、非

常に喜ばしいことである 。その中で、届出の窓口や解体工事現場に

おいて感じる素朴な疑問がある 。それは、「この建物はまだ使える

のではないか? J  i築年数が浅いのに、なぜ解体するのか? J  i私の

家より新しいのでは? J といったものである 。例え発生建設資材廃

葉物が正しくリサイクルされるにしても、利用可能な建紫物が解体

されているとしたら、もったいない話である。

建設リサイクルは、建設資材廃棄物の発生抑制( リデュース) 、

再使用( リユース) 、再生利用( マテリアル ・リサイクル) 、熱回収

( サーマル ・リサイクル) の優先順位で進める乙ととされているが、

建錠物自体をそのまま再利用できるなら、改修等に伴う少量の廃棄

物を除き、建設資材廃葉物は生まれないのであるから、とれに優る

ゴミ減量はない。

大阪府における公共建築物の再利用・転用

近年、改修工事を行って施設を再利用した主な例は表 1のとおり

である 。

表 1 大阪府における公共建築物の転・活用例

転 ・活用内容施設 施設名

大阪府IT ビジネスインキュベータ| 淀川府税事務所

大阪NPOプ ラ ザ | 初ぬ府税事務所

府立特許伯報センター 旧夕陽丘図。館

大阪府の財政難等もあり、既存施策のスリム化や機構及び施設の

再編整備等にともない、いずれも結果的に使われなくなった施設を

新規施策で必要になる施設に活用したものである。

既存のストックの有効活用を図るとともに、新規施策のうえで必

要となる施設整備費を最小限に押さえるととができ、新しい行政ニ

ーズに対応しつつ新規の財政出動を最小限に押さえる効果が期待で

きるため、大阪府で、は大阪府牟公有財産活用計画に沿って、既存施設

の供給と新規施策による施設需要のマッチングを図りながら、計画

的に進めているところである 。

以下、施設内容と改修等の内容の概略を紹介する 。

再利用・転用事例

. 大阪府 IT ビジネスインキュベータ (i ncue比)

インキュベータとは、僻卵器( ふらんきーニワトリなどの卵をあ

たため、ひなを僻す装置 ) のことで、研究開発を中心に、事業を

開拓しようとするベンチャー企業を支援・育成する機関 ・施設であ

る。

ベンチャ一企業をめざして事業化に取り組む「プレベンチャー」

企業は、技術力や意欲はあっても、資金力に乏しく、多くは単独ま

たは極めて少数の技術スタッフにより運嘗されており、経理、営業

等の事務業務についても不安を抱えている 。そこで、中小企業育成

の観点から、府としても別途行っているベンチャ一企業への直接投

資事業等とあわせてインキュベート施設を開設することとしたもの

である 。

元の府税事務所は昭和45年の建築でRC造 ・3階であるが、元の

構造躯体はおおむねそのまま使用し、 l から 2人が使用する事務所

ブースを複数設けるため、間仕切り壁を新設し、 一部フロアをOA

床とし IT 化に対応している 。また、空調設備等も省エネルギーに

配慮、したものに更新し、ランニングコストの低減を図っている。

事務室ブースの使用料は、 1 ブースあたり 1 カ月 13，000円から

15，∞0円とな っており、これで建物のランニングコストを補えるわ

けではないが、既存施設を活用することも、こうした料金設定を実

現できるひとつの要因になっている 。

・大阪NPOプラザ (ONP)

上記の ITインキュベータと似ているが、乙ちらはNPO ( 民間非

営利組織) の自立を支援するとともに、 NPOと企業、行政などと

の交流、連携を図るための施設である 。立ち上げ期のNPOに事務

機能スペースや、会議室、作業スペースを提供するとともに、中間

支援組織 ( NPOに対する支援機能を持ったNPO) に対して事務所

を提供している 。運営面での特徴としては、管理団体である社会福

祉法人大阪ボランティア協会が主体となって施設管理費を使用料収

入等で賄う方式をとっていることが挙げられる 。

建築物本体は、昭和41年築. RC造. 3階であるが、もっとも大

きな改修箇所は、エレベーターを設置し福祉のまちづくり条例に準

拠した点である 。その他、事務機能ブースの間仕切り、会議室をス

ライデイングウオールとするなど、多様な利用に対応できるものと

している 。

・府立特許情報センター

産業振興を目的に、旧夕陽丘図書館の特許資料部門を継承し、特

許情報の収集 ・提供拠点として、平成 8年 4 月に府立特許情報セン

ターが発足した。また平成 9年 4 月からは、各種団体との集合・連

携により建物全体を「関西特許情報センター j として開設し、運嘗

している 。

建築物は、 RC造 ・地上 4 階地下 l 階+ 塔屋 ・昭和48年と、今回

紹介する施設ではもっとも築年数が浅い乙ともあり、構造艦体はそ
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のまま使用しているが、エレベーターをはじめとする設備改修、内

装の全面改修を行っている 。

なお、府税事務所の再編整備については、社会経済情勢の変化に

対応するとともに、大阪府行財政改革の一環として平成12年 4 月に

実施され、上の事例以外にも表 2 のような活用を行っている 。

表 2 旧 府税 事 務所 庁舎 の 活 用

活用方法 施設数 迎日高年次

IT ビジネスインキュベー夕、大|坂NPO 淀川 、初ぬの 2 カ所 H百利41- 45年 l  

プラザ ｴｾ 新規施設に改修活 用 Ｈ上記Ｉ

f山部Ir. J の庁合等として利用 4 カ所 昭和40- 50年

除、長1等 3 カ所 昭和26- 39年

21 ヵ所のJH税 'J " f 務所を 12ヵ所に再編

省資金= 省資源?

こうして見てくると、大阪府における公共施設の循環利用は、決

して建設リサイクルの一環として行 ってきたものでなく、未曾有の

財政難のたまもの、とも言える 。すなわち公共工事の事業費が減少

するなかで、新しい行政ニーズに対応するためにも、新規施設は必

要である 。そこに、財政難の下、いわゆるリストラによって生まれ

た空き施設がうまく符合した、と p う側面もある 。

財政難下の地方公共団体では、財政難を理由に 「何 もできない、

何もしなpJ 状態に陥ることも十分考えられるが、 既存施設の活用

によ って 、少ない財源で前向きな施策展開が実現しているのである 。

そして、これが結果的にストックの有効活用につながっているの

であれば、まさに一石三鳥である 。ただし構造 ・規模も、築年数も

状態も様々な既存施設を新規施設に転用するためには、それなりに

大変な調整が要るのである 。

「もったいないJ かう「環境にやさしい建築物J へ

このように、諸般の事情もあって既存公共施設の活用事例が増え

つつあるが、今後の取り組みにあた っては記長題もある 。

. ライフ サイクルアセスメント (L CA) の必要性

現在の1伝用事例は改修 ・整備費用を最小限にとどめているため、

建築物の耐用年数の伸張、地震等に備えた構造耐力上の強化につい

ては、 今後の取り組みとなる 。

現時点で、は、改修に際して主に改修整備のイニシャ ルコ ス トに関

するチェ ックを行っているが、将来の維持管理や解体 も含めたラ イ

フサイクルコスト、あるいは省エネルギー等、ライフサイクルアセ

スメン卜の考え方を広く導入することも検討していく必要がある 。

・民間建築物への普及
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公共建築物では、転用等を検討できる建築物の数が多いことから 、

転用の検討にも幅を持って考えることができるが、民間建築物では

自己管理下の建葉物が少ないこともあり、築年数の浅い本社社屋等

の建築物でも、高度利用や IT 対応の必要から建て替えられるケー

スが多いようである 。

コンパージョン等の動きが一部に見ら れるが、民間での普及にい

かにつなげていくか、今後検討を進めていく必要がある 。

. 建築物更新情報の共有化

現在、大阪府では既存建築物の転 ・活用の検討にあた っては、前

述のとおり公有財産活用計画を作成し、庁内各部局で情報を共有し、

検討を進める体制を採っているが、民間の建葉物のi伝 ・活用は、現

状では企業グループ内などの比較的狭い範囲で検討せざるを得ない

のではないだろうか。今後、建築物の循環利用 を普及させるために

は、建築物の需給や寿命、更新l時期についての情報共有が必要にな

ってくると考える 。

. 建築物の長寿命化

良質なスト ック形成のためには、新築の際にソフトの変化に対応

できるハード面での工夫などについて考慮しておくことが本来望ま

しいが、既存の建築物についても、メンテナンス、改修時の適切な

補修、設備の更新等を行うことによって建築物の長寿命化を図るこ

とができる と考えられるととから 、今後、さらにス トック活用の取

り組みを進めていく 必要があるのではないか。

今後

日本の建築物の寿命は臥米に比べて著しく短いと 言われ、 「スク

ラップ& ビルド j が主とされてきたが、今後は大切な建物を大切に

長く使うという考え方を 、さらに進めていくべきである 。

建設リサ イクル法に基づく建設廃葉物の再資源化に加え、省エネ

j レギ一法の改正による省エネルギー計画書等の事前届出制が間も な

く施行される運びとなるなど、建設分野での環境配慮が重要でらある

ことが認識されつつある 。

建築物の循環利用は、構造組体を活かしながら、設備改修等によ

って省エネルギーをも 実現できるため、省資源、省エネルギー両面

から非常に有効な手法であると考えられる。

今後、このような認識に立ち、建築物の長寿命化を含め、建築行

政のうえで 「環境にやさ しい建築物」とは何か、総合的に検討を進

め具体的な施策展開につなげていくべきであ ると考えている 。

( つじの いちろう 大阪府建築都市部審査指滋課建設リサイクルグループ)



各論 ラ「循環」の技術

応急仮設住宅の循環利用

米津

阪神・淡路大震災の応急仮設住宅

1995年( 平成 7年) 1月17日未明、近畿地区に地震が発生し、わ

が国では関東大震災以来、未曾有の大災害となった。特に被害の大

きかった神戸市、芦屋市、西宮市などでは約15万戸の家屋が倒壊し、

約11万戸の家屋が半倒渡した。(写真 1 、表 1)  

住宅をなくした被災者のために応急仮設住宅を早期に建設する必

要が生じ、プレハブ建築協会は建設省・厚生省の指導 ・協力を得て、

兵庫県・大阪府と打ち合わせを重ねながら建設に協力した。最終的

には兵庫県 4万8，000戸、大阪府1，400戸、計 4万9，400戸を約 5 カ月

で建設し、プレハブ建築協会はその80% (約 4万戸) を建設した。

表 1

焼失戸数 1到峻戸数

全焼 とj'.:ij i 全耳自 半島出

宝塚 2  
。

1，339 3，718 

西宮 48 4  17，716 13，474 

芦屋 13 2  2，543 1，519 

神戸 7，046 331 124，261  91，591 

明石
。 。

105 678 

ｾｉ＠ 7，109 337 145，964 110，980 

写真 1 東加古川仮設住宅

1983年の三宅島|噴火災害での340戸の建設に始まり、茂原竜巻で

28戸、奥尻島に408戸、雲仙普賢岳に1，277戸の建設を行ったが、阪

神・淡路大震災ほどの規模は初めてであり、予想、も出来ない問題が

多々あった。それでも予定どおりに完成させ、最盛期には約11万人

の被災者が入居した。

都市直下型で、しかも予想、を超えた大惨事に、どれだけの応急仮

設住宅が必要か想像もつかなかったが、被災者の避難生活の窮状を

思えば一日も早くスター卜しなければならなかったので、約 5万戸

の仮設住宅を l 次ー10次に分けて建設した。契約形態はリース( 賃

貸借) 契約と売買契約の両面が採用され、リ ース契約は 2万8，000

戸、売買契約は 2万2，αm戸であった。

大和工商リースではこの 5万戸のうちリース契約として約5，900

戸、販売契約として約3，100戸を建設した。その大部分を 2 月及び

3月に集中して生産し建設しなければならなかったので、全従業員

写真 2 東加古川仮設住宅一建設中一

及び全国の協力業者

の職人が交通の不便

さや、宿泊施設の不

備等の障害を乗り越

えて、不眠不休で予

定 ど お り に 納 入 し

た。(写真 2)

弘

応急仮設住宅の循環

契約がリースと売買に分かれたのは、当時のリース用部材の適正

在庫が全国で l 万5，000戸程度で、 2万8，000戸をリース契約した時

点でプレハブ建築協会会員各社のキャパシティを超えたためで、解

体後の再利用・ストックヤード等の謀題を抱えていたが、 卜分な議

論をされずに応急仮設住宅は建設された。

震災後 2年を経過した1997年から徐々に解体が始ま った。建設当

時からの課題であった応急仮設住宅の再利用を、国内て市首蓄( 囲内

及び海外) ・再利用する案と、海外で再利用する案について、関係

者で真剣に協議した。圏内で再利用する案では、応急仮設住宅仕様

の特殊性、いつ起こるかわからない災害のための保管場所と維持費

用、メーカーごとに遣う補充部材の調達方法、市場に出された場合

の需要と供給のバランスが著しく崩れるなどの問題を関係省庁と討

議 ・検討したが、解決策がなく具体化し なかった。

そ乙で兵庫県及びプレハブ建築協会は、海外で再利用する案で、

それぞれ対応を検討した。

圃兵庫県の対応

兵庫県は、震災時に世界各国から義援金、物資等の多大な国際的

支援を受けたので、使命を終えた応急仮設住宅を海外で再利用して

いただくことにして公募( 平成 9年) を行ったところ、中国・東南

アジア等の各国から申し込みが殺到し、合計30万戸以上にもなった。

兵庫県では、保有している 2万2，000戸分の中から輸入住宅や再利

用に適さない分を除いた l 万7.000戸分を提供するごとにして、協

議相手国の 7 カ国 ・15の団体に絞り協議を重ねた。 しかしながら、

今回の応急仮設住宅の解体時期が入居者の事情等で大幅に変更にな

り、相手国の希望時期に間に合わなかったり、海上運賃等の費用を

日本側負担で要求されたりしたため、結果的に約8，000戸分が海外

に提供された。残り 勺 ト酒 田 園 織 3

9，000戸分は、 1999年

( 平成 11年度) 以降

にコソボ ・トルコ共

和国 ・台湾等の災害

用 と し て 提 供 さ れ

た。(写真 3)  

- プレハブ建築協会の対応

写真 3 台湾地震仮設住宅

フ。レハブ建築協会で、も兵庫県の公募の趣旨に賛同して、海外で再

利用する方向で安価で樹共することにした。兵庫県の物件提供は原

則無償であ ったが、プレハブ建築協会会員各社の所有分はリース契

約で返却された物件であり、簿価の関係上、無償提供が出来なかっ
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た。国内市場を混乱させたくないという会員各社の総意もあり、囲

内流通価格の半値程度で、海外に提供することに決定した。

兵庫県は提供する相手先を、国の機関とそれに準ずる機関等の公

共用に限定したが、プレハブ戸建築協会は民間ベースで営業展開を進

め、中国・フィリピン・インド ・カンボジア・マレーシアなどの各

国から多数の引き合いがあった。 しかし価格交渉の段階で、今回の

提供価格に日本からの海上輸送運賃を合計した価格と各国の建設物

価との比較で割高になり、思ったほどの成果は上がらなかった。

兵庫県の無償提供物件との差別化を図るために、フ。レハフ、建築協

会会員各社の所有物には独自に整備基準を作成した。この整備基準

についてプレハブ建築協会の会員各社が協議を続けた成果として、

プレハブ建築協会から会員各社が遵守 ・運用するための指針「中古

鉄骨部材の運用管理指針 ・同解説」が出版された。まだ日本建築学

会基準のように権威のあるもので、はないが、今後の仮設建築物に対

する社会的な信頼性を高めることになるものだと思う 。

当社は、ペルー ・東ティモール ・レバノン・台湾などの各国に約

1，600戸分を輸出した 。なお、海外で再利用できなかった残りは、

当社の仮設建築のリース用資産として全国の各デポに分散して保管

し、極力建築廃材にしないよう、鉄骨部材は「中古鉄骨部材の運用

管理指針J に準じ、屋根材や外壁パネル、床パネルは当社の整備基

準によって、整備して市場に出した 。 また、設備機封ｾｊｩの再使用も

検討したが、整備費が新品よりコスト高になるなどで、再使用は進

まなかった。この点は、今後解決すべき問題として残されている 。

解体された応急仮設住宅は海外へ

1997年南米ぺルーに、学校の教室用として、 ODA予算で初めて

プレハブ建物が無償提供された。建設はペルーの軍隊が行ったが、

現地からの報告によると、仕上がりも良く評判も良かった。

1998年、ポルトガルのアゾーレス諸島に起乙 った地震災害用とし

て、応急仮設住宅が輸出された。ポルトガルはODAの対象国にな

らなかったが、ヨーロッパでも日本のプレハブ建物を建設すること

が出来た。

1999年、コソボ紛争の難民救済用としてODA予算で無償提供、

建設はNGOが担当した。完成 した建物の評判は良く、後に東ティ

モールの難民用仮設住宅等の引き合いに結びついた。(写真 5 、 6 )  

1開9年 8月には、 トルコ北西部地震の応急仮設住宅として無償提

供された( トルコ北西部地震は、死者 I 万7，200人、全半壊家屋24

万5，000棟、被害総額130億ドル) 。 日本から建設指導員を現地に派

遣し、現地の労働者と協力して建設した。
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1999年 9 月、 トル

コ北西部地震の 1 カ

月後に台湾で地震が

発生したので、被災

者救済のために応急

仮設住宅を提供した。

阪神 ・淡路大震災

時に建設された応急

仮設住宅は様々な形

写真 5 コソボ難民救済用仮設住宅

写真 6 東テ ィモール国連P K O部隊用宿舎

建て上げ中

で再利用の実績を積み上げ、国連本部からは、 “神戸ハウス" とし

て東ティモールほかの引き合いをいただいている 。東ティモール分

は国連平和維持軍の軍隊用の宿舎と して、ヨーロッ パのフ。レハフ守メ

ーカーとの競合に勝って成約した。さらに今後、世界各地で発生す

るであろう災害や紛争用に、海外での備蓄も検討されている。

今後の応急仮設住宅( 応急仮設建物)

阪神・淡路大震災以降も、北海道有珠山のl噴火、鳥取地震、安芸

灘の地震等々、毎年災害が起こっている 。そして最近では、東海地

震がかなりの確率で、起きると話題になっている 。今後、いろんな建

物に免震構造や制震構造等の新技術が採用され地震に強い建物は出

来るだろうが、人知を超えた災害は、なくならない。今後も 、応急

仮設住宅( 応急仮設建築) は社会が要望する建築物の一つである 。

ともすれば、仮設建築だから構造・性能・機能は一段低くてよい

とか、安物だから仕方がないとか言われることがあるが、乙のイメ

ージは変えたい。また、循環型社会に向けて、スクラ ップ& ビルド

方式から、必要なときに必要な期間だけ使用して次の場所に移築す

るリユース方式に、さらに積極的に取り組もうと思っている 。

掘体骨組みと、屋根材、壁パネル、床パネル等のエレメントごと

に工場で生産し、部材を現場で、建て込むフ。レハブ方式と、躯体骨組

みをボックス( 立体) に組んで、屋根材 ・内装 ・外装・設備機器等

すべてを工場で組み込んで、完成させ、現場作業はボックス聞の接合

作業と基礎工事のみのユニ ット方式の、 二つの工法を当社では採用

しているが、それぞれに長所と主主所があり、どちらの方式が応急仮

設建物( 応急仮設住宅) として理想的か絞りきれていない。

今回の貴重な経験を生かして、わが国の市場が要望しているサス

テナブルエンジニアリング( 持続可能な技術) について真剣に研究

し、今まで以上に建物の保存・再生・循環が容易に出来る仮設建築

物を他社に先駆けて生み出すことが、当社の技郁楕ーの夢である 。

( よねづひろし 大柄l工商リース株式会社技術本部付主術維進役)
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けられないため、建答えの同意が得られないケースがあった。

(4) 都市計画や建築基準法上の問題

マンションの建設後に都市計画の見直しゃ建築基準法の改正によ

って現行の建築規制に適合しなくな ったいわゆる既存不適格マンシ

ョンが典型的な事例であるが、区分所有者間で建替え同意が得られ

でも建築基準法の制約等により、計画がスムーズに進まないケース

があった。

わが国においてマンションの供給が始められたのは昭和30年代か

らであり、マンションストックの総数は全国で約400万戸となって

いる 。このようにマンションという居住形式が一般化した一方で、、

建築後相当の年数を経過したマンションが増加してきている。建築

後30年を経過したものが平成12年度末で12万戸あり( 表， ) 、平成

22年には93万戸に達する見込みで、マンションストックの老朽化へ

の対応が重要な課題となっている。

I 建替え円滑化法制定の目的

阪神・淡路大震災におけるマンション建替えの課題は、被災マン

ションの建替え・復興に限定されるものでなく、現在の膨大なマン

ションストックの更新時の課題そのものであると言える。

建替え円滑化法は建替え決議後の事業に関する制度を整備するた

めに制定されたもので、、マンション建替え事業の流れ・手続き、マ

ンション建替組合の設立、権利変換手法による関係権利の変換など

建替え事業が円滑に実施されるための措置を講ずることにより、良

好な居住環境の確保を図り、国民生活の安定向上と国民経済の健全

な発展に寄与することを目的としている 。

マンションスト ックの推移 ( 単位万戸 %)

I  11H邪155年 |  平成 2 iF. I 平成 7年 | 平成12年

戸数 I ｾ則合ｼ戸数ｼ割合ｼ戸数ｼ制合ｼ戸数ｼ削合

総ストアク 1  94.3 1100.0 1216.1 1100.0 1295.7 1100.0 1386. 0 1100.0 

5年越のもの 151.1 1  54.2 1  151.1 1  69.9 1  215.5 1  72.9 1  295.2 1  76.5 

10年越のもの 1 13.4 1  14.2 1  94.2  1  43.6 1  150.5 1  50.9 1  215.0 1  55.7 

15年超のもの 1 2.0 1  2.1  1  51. 0  1  23.6 1  93.6 1  31. 7  1150.0 1  38.9 

20伍起のもの| ー - 1  13.3  1  6.2  1  50.5 1  17.1 1  93.2 1  24.1 

25年起のもの| ー| ー 1 1. 9  1  0.9  1  13.0  1  4.4 1  50.0 1  13.0 

30{f - 越のもの| ー | ー| ー | ー 1 1. 8  1  0.6  1  12.1 1  3.1 

35年越のもの 1 - 1  ー | ー | ー | ー | ー 1 1. 6  1  0.4 
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(1) マンション建替え事業の流れ

建替え円滑化法に基づく建替え事業の基本的な流れは、 図 1に示

すとおりである。

区分所有法の建替え決議後に、都道府県知事の認可を受け、マン

ション建替組合を設立する 。その後、再建マンションへの入居まで

マンション建替組合が主体となる 。マンション建替組合は権利変換

計画を作成し、書[1;; 道府県知事の認可を受け、関係権利の変換を行っ

た上で建替え工事を進める 。再建マンションが完成後に清算を行い、

l 建替え円滑化法の概要

ここでは、マンション建替えを円滑に進められるよう、平成14年

6月19日に公布された「マンションの建替えの円滑化等に関する法

律( 以下「建替え円滑化法」とし、う )J の概要についてご紹介する。

l 阪神・淡路大震災におけるマンション建替えの課題

主主替え円滑化法の説明に入る前に、本法制定のきっかけとなった

阪神 ・淡路大震災における被災マンション建替え時に直面したいく

つかの諜題について触れておきた L、

(1) 合意形成の難しさ

陪ｾ物の区分所有等に関する法律Ｈ以下「区分所有法」と ｌ 、う Ｉｊ

第62条第1項の建替え決議の要件である5分の 4 以上の同意、を得るこ

とが困難であり、また5分の 4 以上の同意; が得られでも、費用の過

分性など建替え決議の客観的要件が不明確であるため、裁判で争わ

れるケースがあった。

区分所有法第62条第 1 J頁(抜粋)

建替え勧告 (市町村長)

公営住宅等への特定

入居

賃借入への移転料の

支払い

借地借家法の適用除

外

老朽、損傷、 一部の滅失その他のIJj : 由により、建物の師I i 額その他の事情

にH世らし、建物がその効用を維持し、又は回復するのに過分の質問を製す

るに重ったときは、集会において、区分所有者及び議決椛の各五分の凹以

上の多数で、建物を取り峻し、かつ建物の数地に新たに主たる使m目的を

同 ー とする建物を込 ｬｬ ｾ 高する旨の決議Ｈ主 ｉｉ 替え決議Ｉをすることができる 。

建替え 円滑化法によるマン ション建替えの流れ図 1

権利 変 換

@替え事業を施行する前の各区分所有者の権利をその資産額の大きさに

応じて、主II 替え事業完了後のマンションへ権利を変換する法的手法を L寸。

都市再開発法に基づく市街地再開発事業で用いられている。

(2) 建替え決議後の事業に関する制度の未整備

被災マンションで組織された再建組合は法人格を有しないため、

デベロッパーとの契約ができず、区分所有者一人ひとりと契約を交

わす必要が生じた。また、建替え事業を進めるにあたって、都市再

開発法による権利変換などが適用できず、区分所有者の権利を移

転 ・消滅させるには個々の合訟を積み重ねるよりほかなく、事業自

体が不安定とな った。一般に建密え決議がされれば、建替えができ

ると考えられているが、現実には建替え決議以降の手続き等の定め

がないため、決議後の事業に多大な労力が必要となった。

(3) 資金の問題

特に経済的な問題で、ダブ、ルローンなどが挙げられるが、融資が受

建築と社会 ・2002. 1046 



法

令

コ

ー

ナ

ー

ョンについて、市町村長は建替えを行うべきととを勧告することが

できることとしている 。また、危険または有害な状況にあるマンシ

ョンの区分所有者からも、市町村長に対して建替え勧告を行うべき

ことを要請することができる 。

②居住安定計画の認定勧告が行われたマンションの建替えにつ

いて、賃借入や転出する区分所有者の居住安定に関する計画を作成

し、市町村長の認定を受けることができる乙ととしている 。認定を

受けた場合、公共賃貸住宅への公募によらない入居の特例、家賃の

減額等の措置を受けることができる 。特に賃借入については、従前

家賃までの家賃の減額措置( 激変緩和措置) が規定されているほか、

賃貸人が賃借入に対して移転斜を支都う際の補助を規定するととも

に、借家契約の更新等に関する借地借家法の特例を規定している 。

l 建替え円滑化法の今後の予定

建替え円滑化法は、公布の日から起算して 6月を超えない範囲内

に施行されることになっている 。また施行H寺には政省令と併せて国

土交通大臣が定める基本方針が策定 ・公表される予定である 。その

中には、建替えに向けた合意形成の促進に関する事項として①建替

えか修繕かを判断するための技術的指針句作成②合意形成の進め方

のマニュアルの作成③専門家や地方公共団体等による情報提供 ・相

談体制の整備④市担Z診断を含む建替え検討費用への補助などが挙げ

られており、賃借入や高齢者等転出区分所有者の居住の安定に関す

る事項としては、 ①民間賃貸住宅の借り上げへの支援匂 公営住宅等

への優先入居、建替え事業の円滑な実施に関する事項として①仮住

居の確保に対する支援包総合設計制度の積極的活用による既存不適

格マンションへの対応などを盛り込む予定としている 。

l 建替え事業に残された課題

建替え円滑化法により、マンション建替え事業に関するすべての

問題が解決されたわけで、はない。残された大きな課題としては、区

分所有法の建替え決議の客観的要件 と、団地の建替えが挙げられる 。

現在、法務省で区分所有法の建替え決議の客観的要件をより明確

化するための作業が行われており、敷地や使用目的が建替え前後で

問ーでなくても、同意が得られれば建替えを可能とするよう今年秋

ごろに改正される予定である 。また「築年数が30年を経過した場合J

や「築年数に関係 Ｑｲｲｾ く修繕費が建物価絡を上回った場合 」 等を要件

として規定するかどうか検討中であり、改正内容が注目される 。

団地の建替えは、現行の区分所有法では団地管理組合が団地の建

省え決議をすることができず、各棟の管理組合で決議するしかない。

現実的には団地全体の建替えのマスタープランを作成し、それに従

Lミ各棟もしくは数棟ごとに建替えていくととが必要で、それには団

地管理組合の役割が非常に重要となってくる 。今後の法改正では、

団地管理組合が現行より重要な位置づけとなってくるだろう 。
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マンションにおいては、管理組合には建替え ・補修の両方の選択

肢が常に与えられるべきである 。今後は長期修繕計画等の検討に併

せて建替えの検討も将来に備えて行い、管理組合の中で卜分に話し

合っておくことにより、建替え ・補修のスムーズな選択が行われる

ことを期待したい。 ( ¥、まいまさひと)

都道府県知事の認可を受けてマンション建替組合は解散する 。

(2) マンション建替え事業の主体

①マンション建替組合の設立 区分所有法に基づく建替え決議が

された場合、建替えに合意した区分所有者が 5人以上で共同して定

款及び事業計画を定め、 4分の 3以上の同意を得た上で、都道府県

知事の認可を受けて法人格を有するマンション建替組合を設立する

ことができる 。このことにより、団体としての法的位置付ーけが明確

となり、契約行為等も可能となる。

また、マンション建替組合の役員、総会、審査委員等組合の管理

に関する規定が設けられ、運営・意志、決定のルールが明確化 し、安

定した事業主体を確立することができ、事業の円滑な実施に寄与す

ることが期待される。

②参加組合員制度 マンション建替えは専門的な知識 - 経験を要

する事業であり、民間事業者のノウハウ ・資金力を活用できるよう、

民間事業者等のマンション建替組合への参加を認めている。

(3) マンション建替え事業の仕組み

①マンション建替組合による権利の買い取り等 区分所有法に

は、建替え決議に賛成した区分所有者等が、決議に反対した区分所

有者に対し、その権利をl時佃iで売り渡すべきことを訪求できると規

定されているが、マンション建替組合も同様に請求できることとし

fこ。

②権利変換手法による関係機利の円滑な移行 マンション建替組

合は総会決議 (5分の 4以上) により権利変換計画を定め、都道府

県知事の認可を受けることとし、認可を受けた計画に従い区分所有

権、抵当権等の関係権利が再建されたマンションに移行することと

している。

またマンション建替組合は権利変換計画についての総会決議に反

対した区分所有者に対し区分所有権等を H判!l iで売り渡すべきこと

を、当該決議に反対した区分所有者はマンション建替組合に対し区

分所有権等をn寺価で買い取るべきことをそれぞれ請求できることと

している。

③登記の一括 処 理 権利変換の手続きに伴L、必要となる登記を一

括して申請することができる不動産登記法の特別措置を講じること

とした。

④公的関与による事業の適正な笑施の確保 マンション管理組合

や建替えを行う団体はその設立に認可等を要しない一方、これまで

公的監督等の対象となっていなかった。建替え円滑化法では地方公

共団体による技術的援助や監督により建替え事業の適切な実施を確

保しようとして L、る 。

⑤個人施行による事業の実施 マンション建替組合のほか、区分

所有者またはその同意を得たものが建替え事業を実施する場合で

も、建替え円滑化法の対象とすることによって多織な建替え方式へ

の対応を可能としている 。

⑥建替え不参加者に対する居住安定のための措置 園、地方公共

団体等は融持など建替えに参加することが困難な方に対して、国

土交通大臣が定める基本方針に従い、公共賃貸住宅への優先入居な

どの居住安定のための措置を講じるととができる。

(4  ) 危険・有害な状況のマンショ ンの建替えを促進するための措置

①建替え勧告 保安上危険または衛生上有害な状況にあるマンシ



灘浜ガーデンJ'¥ーデン

jCーデゾーンのコンクリートシェル屋根

321 白髪誠一

。前北際建築構造研究所

灘浜ガーデンバーデンは(帥 l' 戸製鋼所によって、事11鋼神戸発電所

に隣接する神戸市の新在家南公園内に計画された温浴施設であり、

施設の熱源や施設内の冷暖房には、発電所から供給されるエネルギ

ーが活用されている 。

本建物の設計は安藤忠雄建築研究所、施工は蜘竹中工務屈により、

2
∞

2年4 月、発電所の営業運l伝の開始に合わせてオープンした。

ここでは、パーデゾーンを構成する鉄筋コンクリート造のシェル

屋根の構造設計について紹介する。

I  ｾ翻腰

構

造

の

頁

この施設は、 写真 1および図1に示すように大小 2つの精円が重

なり合った平面計画となっており、小さな箱円はエントランス棟、

大きな椅円は外周部がウォーキングコース、その内側が芝生広場と

なっている 。このウォーキングコースの一部に屋根を設け、内部内

問をパーデゾーンとして様々な温水利用施設が設置されている。

シェル屋根は、図 1 および図2 に示すようにウォーキングコース

97. 2m 

図2 シェル屋根の形状

「

-

-

d

q創

刊

l

」
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の街円( 長径ω 6m、短径39. 伽1 ) の内側を平面形とし、中心点の高

さが約5.7mの楕円放物商シェル ( EPシェル: Elliptic Paraboloidal  

Shell ) を2つの円弧で切り出した形状である 。l隔: 約13. 5m、スパ

ン: 約24. 6- 36金n、ライズ: 約2. 5-5. 2m、板厚: 250酬で、ある。

l 髄 懐

シェル屋根は上述のような形状のため、 一方向アーチとシェルの

被合的な挙動を示すことが予想された。また、 一般的にアーチ構造

およびドーム型のシェル構造はスパンに対してライズが大きくなる

と水平変位が大きくなり、 一方、ライズが小さくなると鉛直変{ 立が

大きくなることが知られている 。乙のシェル屋根はスパン/ ライズ

比が7. 0-9. 5であり、後者に属する。

下部構造は、シェル屋根を強固に支持することが要求されるため、

アーチ方向には 7個所の耐力壁( 壁厚5∞) 、母線方向には 2個所の

地下外壁( 壁厚4∞) を配置した。基礎はべた基礎慨厚1，∞0) と

し、シェル屋根のスラストによる引張力と曲げモーメントに対して

は、プレストレスを導入し基礎版断面に引張応力の生じない( コン

クリー トに亀裂が発生しな L、) フルプレストレ ッシングとした。

構造設計に際しては、シェル屋根の複雑な挙動を把握することが

最も重要な課題とな った。このため、構造計算は、 図3 に示すよう

に建物全体をモデル化し、有限要素法を郎、た数値解析により行っ

た 。 特に、地震に対しては ＱＱ 寺刻歴応答 ｉｾ ヰキ庁を行い、水平銀 ｪ および上

下動に対する挙動を評価した。

表 1 に各項目に対する設計クライテリアを示す。同表に示すよう

に、シェル屋根は一般の構造物に比べ変形が相対的に大きくなって

いる 。図4 に、ンェル屋根の変形の様子を示す。このような変形によ
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図3 解析モデル

a) 長期荷重時

b) 地震荷重時 ( X 方向)
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図4 変形図



表 1 構造設計の概要

項目 設計クライ T 1) ア

- 長期荷重による弥性変形 - クリ - 弾性たわみ ・ν1800 (2.02cm) 以下

ープ変形 クリープ変形 1/ 800 (4. 74cm) 以下

長期荷重に対する座屈安定性 - 座屈荷量は長期荷重の 8 倍以上

- 年間の気温変化による温度応力 .  25'Cの温度変化に対して、

と変形 たわみ・1 / 2100 (l. 71cm) 以下

応力Ｎ短期許容応力 ｊｾ 以下

.  !也l:'，l ll 寺における応力と変形 -レ ベル 1 (25kine) に対して、

鉛直変{立・最大3.03cm

応、 カ . 短期許容応力度以下

ーレベル 2 (50kine) に対して、

短期許容応力度以下とする 。た

だし、局部的な降伏を許容する 。

カーテンウオール取付詳細図

って下部カーテンウオールに障害が生じないように、シェル屋根と

カーテンウオールの接合部には図 5 に示すように可動部を設け、下

方へ約80mm、上方ヘ約70凹の変形に追従で、きるようにした。

l 施工

写真 2 および写真 3 はシェル屋根の型枠施工およびコンクリート

打設の様子を示している 。コンクリー卜は、ノロの流れ落ちによる

型枠の汚れおよび偏荷重を防ぐため、シェル屋根の両側から同時に

頂部に向かい打ー設を行った 。コンクリート打設後、 5.5週間養生を

行い、支保工の撤去によりシェル屋根は自立した。

支保工の撤去は、撤去中にシェル屋根の局部応力が過大にならな

L、ょう、また、各支保工に加わる重量がその許容支持力を上回らな

いように、数値! 附!r を行い撤去手)1原を決定した。その手順は写真 4

に示すパイプサポートを、屋根中央頂部より端部に向かい屋根の弾

性変形に合わせるように少しずつ緩めることを繰り返し行った。

l 到 酬 。

支保工撤去時より 、組銑してシェル屋根の変形の計測を行い、シ

ェル屋糠に過大な変形が生じて いないか、また、設計時の数値島i f t f ' fr

と比較することで、数値解析の妥当性の確認を行っている 。図 6 に中

写真 2 型枠施工

写真 3 コンクリート打設

構

造

の

頁

写真 4 シェル屋根支保工

央頂部における変位言「測結果の例を示す。この結果、計測値は計算

値とよく 一致して おり、数値解析によ ってシェル屋根の綾雑な挙動

が正確に把握できたものと考えられる 。また、同図に示すように、支

保工撤去後 l 年以上経過した現在ではクリープ変形はほとんど収束

しており、今後は年間の気温変動による屋根の変形が支配的となる 。

l おわりに

近年においては例を見ない現場打ちによる RC造 シェル構造で、あ

るが、 1950- 1970年ごろにかけては、日本各地に シェル構造による

建築が建設されている 。当11寺の設計者は、おそらく実験の繰り返し

と試行錯誤によって、その安全性を確認していたのであろう 。現代

では、コンピューターの発達と数値fgl(，;f，庁プログラムによって、短期

間に多くの検討を行うことが可能とな った。

一方、施工では施工技術の進歩はあるものの、シェル屋根の型枠、

配筋、コンクリート打設および支保工解体といった各工程には、や

はり多くの方々の努力が注ぎ込まれた。

謝辞 本建防の;構造設計および施工に際して、前聖子敏元氏( 竹中

工務庖大阪本庖設計部構造課長) には多くの助言ならびに指導を項

きました。ここに、深く感謝いたします。 ( しらがせいいち)
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オストメイ卜( 人工旺門) 対応トイレの計画

326 設備の頁

ぷ|
峰 幸 雄

東陶機器粘鳩肢社プレゼンテーシヨン課課長

⑥ トイレ入り口に、マーク表示とオストメイトも使用できる旨表示。

. パウチ・しびん洗浄水栓を設置する場合

①便器の脇に補装具や付属I忠: を置く棚を設ける 。

② トイレ入り口に、マーク表示とオストメイ トも使用できる旨表示。

l ォストメイ卜対応トイレの商晶

使用目的により、下記の 2種類がある 。

①汚物流し( 写真， )  多目的に使用できる汎用性のある商品とし

ての汚物流しタイプ。(紛日本オストミー協会の要望を参考にした、

おすすめタイプ。壁掛けと床置きの 2 タイプがある 。

写真 3 パウチ・しぴん洗浄水栓

(吐水状態)

写真 2 パウチ・し

びん洗浄水絵 (便器

セット)

写真 1 汚物流し

(壁掛け )

②パウチ・しびん洗浄水位( 写真 2 、 3 )  オストメイトが使用す

る便や尿を溜める袋( パウチ) を洗うことを主目的とした水栓で、

批存の大使訴に取り付けが可能。

- 汚物流し設置プラ

ン (図， )  

多様な降害者に対

応したプランの一例

である 。もちろんオ

ストメイト対応は、

(初日本オストミー協

会の要望を参考にし

ている 。 ドア位置に

より器具レイアウト

は変わる 。

・パウチ・しびん洗浄水栓おすすめプラン( 図 2)  

パウチ・しびん洗海

水栓を便器にセッ卜す

るプランの一例。スぺ

三且三三ムZ ノ ¥ 包 V I

堕 明三日迎 盟Ｎｾ I  ースは 「公共交通機関

使掘さとアパウチ しびん 1 1 旅客施設の移動円滑化

t Z J 時 川 整備ガイドライン」の

図 2 一一= 士 ヨu 盟 El!盟旦ム「 簡易多機能使房の例に

近い。 ドア位置により器具レイアウトは変わる 。本来は、使い勝手

から汚物流しの設置が望まし L、。スペースがない場合の提案である 。

l ォストメイト対応トイレおすすめプラン例

図 1

パブリ ックトイレはこの数年で大きく変化している 。特に、尊い

す対応隊害者トイレは、平成 6年にハートビル法が施行されて以来、

「バリアフリートイレ」として年々関心が高まり、最近では、車いす

障害者だけでなく、高齢者、妊婦、乳幼児づれも使える 「多目的ト

イレJ として定着してきている 。

一方、行政の動きも活発にな っており、「東京都の福祉のまちづ

くり条例」の見直しゃ、 「交通バリアフリー法」が施行され、内容

も 「バリアフリートイレj から 「多目的トイレJ または、 「だれで

もトイレJ への考え方が盛り込まれている 。これらの施行や条例の

見直し内容に共通して言えるのは、内部障害者であるオストメイト

に対する配慮が盛り込まれたことである 。今後も、 「ハートビル法」

「大阪府福祉のまちづくり条例」の見直しが予定されている 。

. オストメイトとは

ガンなどが原因で直腸やl闘光に機能障害を負い、手術により人工

的に腹部に排池口( ストーマ) を造設した人は、全国で約30万人以

上いると 言われている 。オストメイトは、便意や尿意を感じたり我

↑宣することが出来ないため、便や尿を溜めておく袋( パウチ) を腹

部に装着して使う 。そのパウチに溜まった便や尿の排出や、ストー

マの清潔維持、および、パウチの確実な装着のために専用設備の整

ったトイレ空間を必要としている 。

. オス卜メイト対応トイレに必要な設備

(初日本オストミー協会から協会の各支部を通じて各自治体へ、 ①

汚物流しを設置する( 腹部 ・汚れた衣服 ・パウチの処理に必要) ②

ハンドシ ャワー溜必調節付混合自在水栓を設置する③電気温水器を

設置する④汚物流しのそばに補装具や付属品を置く棚を設ける⑤下

腹部一頭部まで映る鋭を、汚物流し近くに垂直に設置する@ 足踏み

開閉式汚物入れ( ステンレス製) を設置する⑦ペーパーホルダーを

設置すること( パウチを包む、汚れをとるため) ③ フックを 3カ所

に設置する⑨水石l験と消毒液を設置する( 衛生面を重視し手の汚れ

やにおいをとる) ⑩収納式着替え台を設置する( 衣服の着替え用)

⑪汚物流しが設置できない場合は尿瓶・パウチ洗浄水洗を設置する

⑫ トイレ入り口に、マーク表示と人工J 11門者 - 人工勝脱者も使用で

きる旨の表示をする、等の要望が提示されている。

設

備

の

頁

*  

当社では隊筈者団体等と協力し、さまざまな トイレ空間での動作

検証をもとに、 「多目的トイレ」の設計マニュアルとも 言 える専用

カタログを作成している 。企画 - 設計の際はぜひ活用いただきたい。

必ず満足していただけると確信している 。 (みねゆき お)

これからのバリアフリートイレは、限られた空間の中で、使いや

すく 雰囲気の良いトイレづくりを計画しなければならない。

ここではパブリ ックにおけるオス卜メイ卜、なかでも人工厄門造

設者に対応したトイレ計画の、基本的なポイントを紹介する 。(初日

本オストミー協会からは、必要設備として前述の要望が出されている

が、限られた空間での計画では、最少設備にとどめる場合も考脳、しな

ければならない。最少設備として、次の設置タイプが挙げられる。

・汚物流しを設置する場合

①腹部も洗える温度調節可能な水栓を設置する 。

②給湯設備を設置する( ストーマの汚れを、確実に処理するため) 。

③汚物流しのそばに補装具や付属品を置く棚を設ける 。

④汚物流しのそばに縦長の鋭を垂直に設置する( パウチを服部に確

実に装着するため) 。

⑤水石鹸 ・KiLt巻器を汚物流しのそばに設置する 。

l オストメイトトイレの計画のポイント

建築と社会 ・2002.1050  



建築環境工学・建築防火研究室
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建築換気におけるカオス

→ lnitial Val ue ｇ ｾ＠ kg/ mi n( Vent on Room図)

図 3 カオスマ ップ

ある 2つの換気量( 図の縦判! と横軸の値) をいろいろ変えて初期値

として計算した結果を示す。 3 つの泌淡領減は 3つの換気モード

(図 2のA ，8 ， C) に対応する 。領域の境界が定かでない所があ

り、ここをさらに詳細に計算しでも同じようなパターンになり、カ

オスを示す部分が現れている。よってこの図をカオスマップと L寸 。
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建物の換気のメカニズムは、物理的にみて非線形系に属する。一

方、壁体などの伝熱は、放射を除いて線形系である。線形、非線形

は入力と出力の関係が直線的かどうかによる。非線形系はいろいろ

厄介な問題を引き起こす。数学的に問題を解くとき解析的にすっき

り解けないことが多く、数値解オ庁という方法を用いなければならな

いことがまずある。最も困ることは、解が多数出てくるときである。

I 換気多様性

同一の建物において自然あるいは強制換気を行うとき、気温 ・風

速など周囲環境条件、発熱条件が全く同じでも、異な った換気方向

や換気量が異なる状態( 換気モード) が発生することがある 。ζ れ

を換気多様性と p う。何種類の、またどの換気モードが起き得るか

は物理条件によって異なるが、それらを予測する乙とは困難である。

火災時の煙の流れも換気の一種であるが、排煙口を設置したつもり

が給気口になってしまう危険性もあることから、建築防災の研究を

行ってきた私の研究室では、この問題を10年以上にわた って追求し

研

究

最

前

線

l 対称形建築の換気非対称性

形の上で対称11
1
111 を持つ建物で、事111上に換気の駆動力があるような

与条件も対称である場合に、換気モードも対称性を有するかを調べ

てみると、計算上は士嫡:形の換気モードも確かにあるが、必ずとい

っていいほど非対称の換気( 例えば右から流入し左から流/ 1 ' ，する)

モードの方が出現する確率は高い。

円柱の後流にできるカルマン渦の例のごとく、対称形の物体まわ

りの流れが非対称となるという認識を持つことが肝要である。換気

計算を行う場合、対称問題だからといって、計算を半分の領域で済

ますわけにはいかないということになる。

l 建築計画・防火計画と換気力オス

図 3のようなカオスマ ップを使ったり、あるいは他の物理的検討

( 建物に及ぼす換気のなす仕事の評価) から、ある特定の換気モー

ドの生起頻度が推定できるととは、これまでの私の研究で明らかに

されてきているが、問題は確定的でないということ自体である。例

えば排煙口から煙が流出するモードは存在するが、換気多様性が含

まれ、排煙口から外気が流入するモードもたとえ確率が低くとも存

在するということがあったとすれば、防火安全上好ましくない。

したがって建築計画 ・防災計画に生かすためには、こうい った換

気多様性が存在するかどうか確認した上で、多様性がある場合は開

口の大きさ、位置を変更し、多様j鮮が生じないような設計を心がけ

ることが必要で、あり、こ乙に本研究を生かせればと願っている。

ている。

図 1 は簡単な建物の例である

が、 1階にて( 暖房あるいは火災

火源による) 定常的な発熱がある

とする 。非線形の換気の基礎式を

ニュートン法で解くと、 図 2のよ

うな 3つの換気モードとなる解が

得られる 。私の研究室における模

仁コ Mo d e A 圃圃 Mode B • 圃 ｍｯ､･ C  

院F
図 2 換気多様性 ( 3 穫の換気モー ド)

型を用いた実験だが同様な結果が得られ、換気多様性は布L上の理論

だけに現れるものでない乙とは確かめている。

1 階発熱室

工工

= 王三=

浮力換気の計算例図 1

理論ではなく実際にはどのモードが現れるか、計算で、それを予測

することができるかが興味の対象となろ う。

換気計算の( 連立) 基礎式群は決定論的であるが、解である換気

モードが確率的となり、 一意的に定まらなL、。計算を始める初期値

を少し変えただけで全く違ったモードになることがあるため、数学

的にはカオスの性質を持っている 。図 3 は図 l の 5 つの関口のうち、

l 建築換気のカオス

51 

- 研究スタ ッフ
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新聞勝通/ 昭和16年生まれ

・専攻/ 建築環境工学 建築防火

・著書/ 共著に「エース建築環境工学 II J 、

朝倉昔庖。共著に「相似買1] / 第 2版建築

便覧 1 J、丸善

・訳出/ W. p  ロジャース 「システム安全

性工学入門j 、鹿島出版会

新田勝通教授

- 研究室のひととき

建築換気システムの多様性、カオスの研究を

始めて 16年。地下街排煙システムについて、

院生と同じ課題を計算してみて全く迷った結

果が得られた乙とに始まる。国内外関わず皆

無であ った との研究も、最ー近、換気多様性の

確認などの報告が出てきて、やっと日の目を

みたかと安堵している。

連絡先

干ω 6お85 京都市左京区松ヶ崎

τ E L  07&-724- 7651  F AX 07&-724- 7ω2 

E- mail 凶仕a@ipc.ki tac. jp
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1  ) 謝り方は難しい

8 月3 日、私の住んでいる仁川11f ] で、 IIf J内会の臨時総会が聞かれ

た。議題は、上ケ原の丘に建設される「水道企業団の調整池( J 貯水

量 8万トン )J 問題。すでに 2週間前、別途説明会が行われていた

こともあ って、216世帯は 「地元の要望を組み入れた覚書」 の取り

交わしを条件に は鍛 を 了 承j することにな った。町としては、昨

年 3 月以来、第三者評価( 京都、神戸の大学教授による安全性確認

報告) を含めた 7度にわたる企業団側説明会への最終結論である 。

ーーところで、作業はとれからが本番。

昭和 11年盛土された企業団用地の東斜面が阪神大震災で地滑り 。

織牲者は当町内8名、対岸の百合! b ' Y町26名の大惨事となる 。現在、

殆どのお宅は更地のまま。対岸にある百合野町の被害者意識一企業

団に対する不信感はいっこうにぬぐえていない。過去数回のヒアリ

ン夕、、に立ち会って、毎回出てくる苦情は、事故の対応で 「謝罪が無

い、認識が欠けている J とL、うもの。一一これに対し 「震災当時、

水道施設復旧を再優先に取り組んでいたため、地元住民への配慮、が

足りなか っ た 。 ｾ族の方々には道義的、心情的観点から弔問させて

いただいた。後に慰霊碑建立のため土地等も提供した。」と説明さ

れても、後の祭。不満はどんどんエスカレートし、 「遺族補償は?

市長を呼べ リ と声高になる 。私の 「直感J は、寄り合い所帯的企

業団で意思決定がたらい回し、その結果対応が遅れたのでは... とい

うもの。震災当時を思えば、神戸、芦屋、西宮、尼崎いずこも大変

だったろう 。 しかし、地元民が見るのはごく身の周り 。「自分達に

目をかけてくれなかったj の一点ばり 。

謝罪の方法で、地元住民を少しはなだめられたので、はなかったか

と思うと残念で、ある。

2)  r信用はお金で買えない」

話しは、だいふ古めかしい昭和 48年。この年オイルショックは

日本経済に大損害をあたえ、その年の秋から 、建設資材の高騰、物

不足が顕著、建設業にと って危機的様相が見られた。その 1973年

11 月26 日、沖純で事故発生。沖縄海洋博覧会開催にむけてのホテ

ル工事だった。地下工事の土留めが崩壊し、周囲の民家 ・商庖 ・国

道が陥没。 J V 工事幹事会社のト ップは報告を受けるや、 即現地入

り。修復の陣頭指揮と同時に、近隣、諸官庁をはじめ関係者に対し

全ての 「責任と補償を負 うJ と約束。畳司矧 官行で復旧に専念、その

毅然とした姿勢が周囲に感銘を与え、逆に多大の信用を得たと言わ

れる。多少誇張もあろうが、建築関係者として、良きニュースだと

当時思 った。組織ト ップ、グループリーダーの取るべき態度は、

「かくありた Lリとおもわせたのである 。とにかく IP ち早く、誠

実に、行動実行する事」なのだろう 。

|  「誠実に 勝 る 憾 な しj の 槻11
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3)  rあんた 5 皆、技術屋やろ! 営業のひとはおうんのか ?J

乙れは前述の説明会での発言のひとつ。私なりに理解すると、

「まじめだけのエンジニア諸君、 地元の気持ちを理解できんのか?

図面の説明するだけが能や無いでリということだろうか? 。

私も顔色が変わる方だった。たとえ建築主相手でも、理不尽なこ

とを言われたら、噛みついていた。入社 15年目だ ったか? 設計変

更を次々 出しておいて、竣工前、増減精算の会議で 「実はもう予算

が無い。無理聞いてくれ」と言われた。そんな 「アホなJ と腹がた

つし、作業所長からは、白い目で見ら れ、挙句の果て 「そやから設

計施工はいやや、設計事務所が相手ゃったら金と ってくるのに」と、

嫌み。そこで議事録を全て持ち出して交渉に入ったことがある。す

るとし っぺ返しがきた。「建築はクレーム産業やと、聞いと ったけ

ど… J に始まり、じくじくと監理の手抜きを言われ、いじめられ

fこ。

例えば 「ヒンジのプラス蝶子の+ が不揃い 1総点検j といわれた

りもした。結局、設計も施工の仲間 もともに苦渋をあじわう 。こん

なことを経験しつつ、鍛えら れたと思う 。まじめ一方の技術屋も用

心深くなると同時に、相手の気をそらさない営業的 (t 、ゃな言葉で

はあるが) スマイル、身のこなし、 気配り するようにな っていく 。

元上司は含蓄のある言葉を残された。

長所と短所はひも でつながる

長所をのばすと短所も引張られてレベルア ップする。

しかし、短所をレベルアップ しでも長所は レベルア ップしない。

長所を発見 して、それをいかに向上させるかがリーダーの仕事

である。短所をほじくることではない。

4)  r大学教授が OKだしても信用できんJ

乙れも、近隣説明会での言葉。第三者による評価も、最近重みが

無い。住民の皆さんは建築の門外漢のはずだがよく勉強しておれる。

机上計算でいくらか安全率があっても施工が悪ければ、また監理が

しっかりしてないと、完成品は信用外だとはっきりいわれる 。した

がって全て、情報開示して途中経過を見たいとの乙と 。

山陽新幹線のトンネル事故、骨材に海砂を利用しているだとか、

防水材の耐周年限にいたるまできめこまかく質問が続く 。とどのつ

まりが 「人間の造ったものには限界がある 。1∞ %完壁なものはあ

りえなpJ と結ぼれる。ほんとうにどうして、これほどまでに技術

への信頼も損なわれてきたのか心寒いばかりである。

最近 USJ 事件、 牛肉問題、輸入野菜… ・・身近な水や食料 さえも

全く信用できない。企業ト ップが次々謝罪をくりかえす。ほんとな

ら一度で済むはずが…。人心の荒廃をくいとめるためにどんな教育

が役立つのだろ うか? 。

「建築主と施行者との間に立って物事を公正に判断し、采配を

振るう 。これが設計者の基本的な姿勢でな ければなら ない。

そうすれば双方から信頼さ れる。」

私の世代はこのロマン溢れる言葉に魅せられ、建築家こそは、社

会正義の|床方とばかり 踊っていたのだろうか? 。そしていつのまに

か狭い世界を構築してしま っていることに気付 く。



少し大きな本屋に行けば「バリアフリーデ

ザイン J 1ユニバーサルデザイン」関係の本

のコーナーが出来るほど沢山出ている。が、

「バリアフリーJ 1ユニバーサルデザインj と

言っても、まだまだ一般の人には切実には受

け止められていない。 と言 うか、「病院j や

「老人ホームH福祉関係の施設J の関係者か、

設計者と行政関係者以外にはあまり知られて

いない。当事者になるまでよくわからないと

いうのが実情ではないかと思われる。

そういった事態に対して、 199必引こ「ハー

トピル法J (1高齢者・身体障害者等が円滑に

利用できる特定建築物の建築の促進に関する

法律J ) が公布され、「人にやさしい建築物」

の整備内容が具体的になり、公共施設等の整

備は徐々にではあるが改善されようとしてい

る。こうした国の動きに対して、高齢化社会

に対応した条例等により「福祉のまちづくり J

を進めようとする自治体も多く出てきてい

る。また、 2C削年には「交通バリアフリ ー法J

が施行され、高齢者や隊害者、すべての市民

の交通環境の整備促進を図る基本的な方向が

示された。今後、具体的に一歩一歩改善が進

んでいくものと期待されるわけで、ある。

*  

田中直人氏と保志場国夫氏が共著で 『五感

を刺激する環境デザインーデンマークのユニ

バーサルデザイン事例に学ぶj という本を出

した。まだまだ世界の事例に学ぶことが多い

ということもあるが、「新たな視点でデンマ

ークの先進事例を提案したい」と… 一。

わが国における「福祉のまちづくり」は、

各分! 1 ' i ' で積緩的に取り組まれているが、バリ

アフリーの基準や条例を作るだけでは実現で

きない、福祉のまちづくりの根底が問われよ

うとしている。その一つは、地域の状況を考

慮せず、すべての都市や地域に画一的な一定

の整備イメージを適用しようとしていること。

そして、建築は人間との関係性の中で、建

築デザインに大きく働きかけてきた、量産 ・

標準化 ・高層化…バリアフリー ・環境共生・

耐震性・ユニバーサルデザインなど次々と新

しいテーマに対応してきたが、これからは、

21世紀を担う建築や都市のあり方を「福祉」

や 「ユニバーサルデザインJ を乗り越えたと

ころで、それも当たり前の世界としてのみ込

んだところでの「新たなまちづくりデザイン」

のパラダイムの再構築が求められている。

書 評

今回、福祉や環境閣での先進国デンマーク

の優れた建築や公共空間を事例に挙げて、フ

ィールドワークを通じて、また設計者にも当

たって、新しい世紀に息づくデザインの原点

を再確認し、あらためて空間や環境が備える

べき「やさしさの条件J を探ってみる、とし

て筆者らは話を進める。

本題として、第 2 :i1i では、 「五感を刺激す

るデザイン手法j のヒントを得るため、デン

マークの建築事例10数例を取り上げ、その概

要、意図、建物配置、平商、 立商、ディテー

ル、写真等を通じて、質の高い建築空間とバ

リアフリーの関係について 「デザインを方向

づけている基本的な考え方」を、次の 17つ

の視点j で整理・分類して紹介する。

①仕組まれた微なか刺激のデザイン

②潜在能力を引き出す自然を感じるデザイン

①わかりやすさのデザイン

④アクセシピリテイが生む新しいデザイン

⑤建築の価値を大切にするバリアフリーデザ

イン

⑤ コミュニケーションのデザイン

¢環境と共生するデザイン

これら先進国の取り組みを学ぶと同時に、

わが国の実状にあった生活環境の構築が求め

られるということで、これからの社会環境全

体のあり方も論じながら、建築や環境デザイ

ンの分野で今後留意すべきポイントとして

「感覚刺激」に注目して、新たなデザインの

パラダイムを構築するための捗躍を求めよう

としている。

*  

ー果たして以上の試みは成功しているだろ

うか。バリアフリーの建物でなくても 「五感

すべての感覚の刺激J に訴えてくるよう設計

しているという建築家もいるにはいるが、そ

れが独りよがりになっていなければ良いのだ

が… 。デンマークの優れた建築事例が可能に

していることは、クライアントをはじめとす

る関係者との対話やコラボーレションが成り

立つ設計環境にあることではないだろうか。

最後に、ハンデイなこの本を持ってデンマ

ークの「五感を刺激する環境デザイン」を見

学してもいいと思うには、も っとヴィジュア

ルにしてもいいかなと思 った。( もちろん誤

字、脱字、図面の裏表反対等は訂正して、資

料の追加がいるが)

(おかだ のぶゆき/ 鉄建建設鮒大阪支底)
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新築工事に比べれば地味な保全は、いわば

建築の裏の世界で、従来学校教育の中でもほ

とんどの大学教育の中でまともに扱われてお

らず、また就職先の人気という面からも、若

い人々を引きつけ難い陰の存在で、あった。 し

かし高度経済成長期に大註建設した建物の老

朽化が目立ち始めるとともに、建築の保全問

題に社会的関心が集まり始めた。風が吹くと

符i屋が儲かるという訳でもないが、建築需要

が停滞すると保全に関心が向かう 。1970年代

末ヨーロッパの景気が停滞期に入り新築工事

宜が後退し始めたころ、 CI B ( 世界建築情報

会議) はメインテナンスとモダニゼーション

というテーマで国|緊シンポジウムを企画し、

建築保全情報の交流にカを入れ始めた。これ

は長気後退による一時的現象と見るべきでは

なく、建築ストックが増えれば否応なく取り

組まなければならない課題なのである。さら

に戦後急ごしらえ的に建てて来た建築に比べ

て、近年の建築が高層化、大規模化、高品質

化 して来ていることも今後の建築保全の重要

性を高めつつある。

新築工事の創設費用を 1 とした場合、 65年

位まで使用する場合の保全 ・改修の建築コス

ト は、新築資の Ｑ ｾＲ 倍になる 。 運用資や資

本費用を 加 えれば ＳｾＴ 倍に及ぶこととなる 。

これまでのように Ｓ Ｐ ｾＴＰ 年という短寿命で取

り壊す場合には、その聞の保全改修のコスト

は年数対応分だけ低くなるし、長寿命ならば

建物寿命の中間で必要となる大きな改修の機

会も減ずるので、短寿命建築ほど保全費用は

新築資に比 して少くなる。従って逆に建物の

寿命が仰びると 、国全体の建築の保全改修の

費用が新築費を上回ることになる。これは産

業構造の転換といってもよい出来事なのであ

る。国の実施する 5 年毎の建築統計では、新

築費は把握できても、保全 ・改修の費用は掴

めないのが実態であるが、見えない所でじわ

じわ増えているのである。

これまでの日本の建物寿命は:fid帥、に短いも

ので、あったが、高層化 ・超高層化が進み、 地

下も数階建てという深さとなれば、そう簡単

には壊せるものではない。だとすればこれか

らの建築界は、否応なく保全問題と正面から

向き合って行かなければならない。

54  謹築と社会 ・2∞2.10

書 評

進化する

建築保全

建築の保全に| 刻するテキストとしては、古く

は小林浩周著「ピルの維持管理J ( 森北出版

1958) 、飯塚裕著「建築保全J ( 鹿島出版会

1979) などがあり、当時としては類舎も少な

く、広く読まれた本で、あった。しかしこれら

は、現在の建物経営環: t r : t から見ればいわば静

的な保全、受け身の保全であり、建物をより

よい状態で、効率的な支出により、経営的視

点に立ち、合理的かっ積極的に運用して行く

ための動的な保全、敢えていうなら攻めの保

全にふさわしいテキス トという訳にはいかな

い。動的保全とは、私が20年ほど以前に言い

出した言葉であるが、当時建築保全の大御所

の先生から、余り思いイせきのような言葉は使

わぬようにと、ご注意を受けたものであるが、

確信犯 として私は この言葉を密かに、かっ

時々はおおっぴらに使っていた。

さて、まさにその動的な保全のために警か

れたのがこの「進化する建築保全J である 。

そこで、新しい保全というべきキーワードを

いくつか拾い上げて見れば、「道連れ工事

( の回避け、「計蘭保全」、「建築保全のシステ

ム化」、「保全性設計」、「ファシリテイマネー

ジメント」、「ライフサイクルコス ト」等が挙

げられる。例えば「道連れ工事J とは不適切

な隠蔽部位の寿命構成とか、納まりの不適切

さによって生ずる本来の改修目的以外の部位

の工事のことで、関係者の聞ではかなり以前

から使用されていた言葉であるが、日本建築

学会のある技術資料の審査委員会で 「そのよ

うな用語は認知されておらずふさわしくな

いJ という指摘を受けたことがあった。 しか

し本自ーで使用されたことにより、この言葉が

日の目を見たようで、私は嬉しく思っている。

目下重要性を増しつつある建築保全の世界

において、本{ ! } は新築の計画者にも、施工者

にも、不動産管理にあたる人にも 一読をお勧

めしたい本である。なんとなれば、執筆者ら

は巽和夫氏を始めとして、いわゆる保全専門

の研究者ではなく、建築計画研究の第一線メ

ンバーだからであり 、それゆえ本書は建物の

維持保全を単に技術的営為としでなく、計画

的 ・経営的な行為として取り組んで行くため

の有力な指標を示すテキス トだからである。

(おはら まこと / 文化女子大学造形学部教授)



[ お知らせ]

n f o r ma t i o n  

建築史探偵団員募集一大阪歴史博物館一 IMI AUT UMN FESTI VAL 

大阪歴史博物館講座 ・建築史探偵団の今回の照準は、

「昭和時代の建築J。大阪市内および周辺都市の昭和時

代の建築と町並みについて、学芸員ととも にま ちを歩

き、考える。定員は50名。

. 第 1回 2002年10月27日( 日)

10 :  00- 12 :  00 ガイダンス (博物館 4階第 1研修室)

14 : 00- 16 : 30 旧川崎貯蓄銀行福島支底ほか見学

. 第2回 2002年11 月10日( 日) 13 : 00- 16 : 30 

和歌山県庁、紀陽銀行本庖ほか見学

. 第3回 2002年11 月24日( 日) 13: 00- 16: 30 

京都復活教会聖堂ほか見学

桃山学院大学公開講座

日時 2002年12月11 日(水) 11 :  00- 12 :  30 

場 所 桃山学院大学 3号棟206号室

大阪府和泉市まなぴ野1-1

泉北高速和泉中央駅下車、南へ約1.2km

題目 「戦争遺構の保全 ・再生ー幻燈で見る各地の戦

争遺構-J

講師明治建築研究会代表 ・柴田正己

内容 トーチ力 、監視哨、旧軍兵舎、掩休場、 旧砲台

場、借行社などを約100枚のスライド で上映

主催桃山学院大学

セメント系固化材セミナー

セメント系固化材の有効な使い方を考えるセミナーが

(u) セメント協会の主催で、11 月に名古屋と仙台で開催

される。名古屋会場の概略は、以下のとおり 。

日 時 2002年11 月14日 (木) 9  :  30- 16 :  20 

会 場 ホ テ ル ル ブ ラ 王 山 ・飛湖の問

名古屋市千種区覚王山通り 8-18

定 員 200名 (先着順)

受講料 12，000円 (テキスト代を含む) ー郵便振替ー

申込先 2002年11 月 7 日までに 、氏名 、勤務先 ・

TEL.  FAX . 住所、業種を記入 した申込書を

FAXで、下記へ送信する。

制セメン卜協会普及部門

FAX  03-3523- 2700、TEL 03・3523-2705

郵便振替→。セメント協会、口座番号00170

9- 196803一

講 演 ①セメン卜系固化材について/ 今井俊雄 (セ

メン卜協会セメン卜系固化材普及専門委員会)

②汚染地盤対策としての地盤改良技術の適用

性/ 川地武 (滋賀県立大学教綬)

③セメン卜系改良土を用いた最近の施工例/

吉村雅宏 ( 日本道路公団技術部)

. 第4回 2002年12月8 日( 日) 10 ・30- 16 ・30

旧対幸市公民館ほか見学

申 込 住 所 ・ 氏 名 ・ 年齢 ・電話番号を記入 し、 往復

ハガキにて応募。応募締切は 10 月15 日

(火)。 応募者多数の場合、抽選。

応募先大阪歴史博物館「建築史探偵団」係

干540- 0008 大阪市中央区大手前4-1・32

電話 06-6946-5728

参加費 500円 ( 4回通し) ー交通貨、食事代は各自

負担ー

担 当 学 芸 員 : 船越幹央/ 酒井一光

近代建築の講演とツアー

演 題 「大阪の近代建築一主万宣で見る明治・大正・昭

和戦前の建築j

講師明治建築研究会代表 ・柴田正己

日 時 2002年10月23日(水) 10 : 00- 17 :00  

会 場 大 阪 ガ スビル会議室

大阪市中央区平野町5・1

見学先大阪ガスビル、綿業会館、 日銀大阪支庖ほか

一講演のあ と見学一

定 員 40名

参加費 3，000円

主 催 イ ンテリア産業協会関西支部

第11回近代建築公開講座

秋の夕暮れ、新しくよみがえっ た中之島界隈の明治 ・大

正・昭和戦前の近代建築を見て歩く 。

主催大阪デザイナー専門学校

日 時 2002年10月23日( 水) 18:  30-

見学先 日本銀行大阪支底、大阪市庁舎、淀屋橋、 大阪

府立図書館、 大阪市中央公会堂などを予定

集 合 大 阪 市 役 所 正 面 地 下鉄淀屋橋下車

議締明治建築研究会 (代表/ 柴田正己)

イン女ーメテsィウム研究所 ・IMI 大学院スクールは、情

報、メディア、産業界で創造力 を発揮できる人材 を育成

するための 「大学院」レベルのプロフ 工y ショナル ・ス

クール。

このIMI の各講座の活動を中間発表と して紹介するf 1MI

AUTUMN FESTI VAL j が10月12日か ら3 日間、現21

世紀の「新しい未来j 像をアート や建築 ・映像 ・音楽な

どの様々な視点から模索することをテ マに、「 さよ う

なら21世紀J と題 して開かれる。

期間 2002年10月12日(土) 11 :  00- 21 :  00 

13日( 日) 11 :  00- 21 :  00 

14日(祝) 11 :  00- 23 :  00 

会場 インターメディウム研究所 TEL 06-6816-4563 

大阪府吹田市千里万博公園1-1

日本万国博覧会記念協会 1階

内容研究生のクル プ、個人による作品展示/ 研究生

によるプレゼンテーション、 ライブコンサー卜/

ゲストアーテ イス卜の トークイ ベン卜

. メイ ンイベン 卜

10月13日( 日) 13 :  00- 17 :  00 ワーク ショップ

「消えると いう こと」 参加料500円 定 員50名

藤本由紀夫 ( アーテ イスト) X椿昇 ( アーテ イス 卜)

一ーやがて消えていくエキスポヲワー を見ながら「消え

ると いう こと」について、二人の現代美術作家を迎え て

考える。

10月14日(月・祝) 15:  00- 17 :  00 トークイ ベン 卜

「万博における未来の集積から都市 ・建築 ・ア ートの現

在J 参加料500円 定 員80名

五十嵐太郎 (建築史家)

一一万博記念公園に残された建築物か らは、 皮肉にも現

在の都市の「テーマパーク性J i 廃埠性j を感じ取って

しまう。大阪万博をターニングポイン卜と して捉え、都

市の変貌を考える。

. 新刊紹介 『建築の設計と責任J 多田英之著

本書の著者は、免1Mシステムの開発 私には、建築界の大先輩が、「才覚

者であり、日本に初めて免震構造を や創造性のなさを隠す法規制の中に

導入した多凹英之氏である 。精進設 安住するえせ設計者になるな。法規

計者であり、 研究者でもある同氏は、 ft.リと戦い、自己資任のもと、 創造者

大手設計事務所幹部あるいは大学教 として秀でた建築を世に出すnの設

授の立場から優れた建築実現のた 計者たれj とハッパをかけているよ

め、 利権や組織の論理などの様々な うに思える。

困難と苛烈に|剖い続けてきた。 読む人の経験や立場によって様々な

建築基準法の改惑に より、沈滞する 啓示や ヒントがねら れるだろう 。桝

桝造設計界を，哀，える著者は、本台で、 造設言|の特別な知識は必要ない。組

@)都市部工事におけるセメン卜系固化材の利 岩波書底 これまで歩んで、きた道のりを具体的 織と個( 設苦情ー) のかかわりを見つ

周/ 五十嵐寛昌 (鹿島建設技術研究所) 2002. 3. 30干IJ に示しながら、真に優れた建築を生 め直す啓発主? として、また建築界の

⑤セメ ン 卜系固化材を用 いた新 しい適用技 85判 169頁 本体2.200円 み出すために必要不可欠な設計者の 内情を知る読み物として、 一読を煎

術 /三木博史 (独立行政法人土木研究所) 倫理とは何かを諮っている。 める。(T. T )  
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村井修写真展「シドニーオペラハウスの光と影J

20世紀の記念碑的建築として愛されてきた「オペラハ

ウス」の、20数年を経た現在を写真で検証する展覧会

が大阪でも開催されることになった。

この写真展は、長年この建築の設計にかかわった三上

祐三氏の著作 『シドニーオペラハウスの光と影J (彰

国社、2001年 5 月刊) のために、写真家 ・村井修氏が

撮影したもので、シドニー湾にシヱルの重複する造形

が美しく浮かぶ容姿から 、タイル張りの細やかなテーイ

テールにいたるまでを 、30数点にまとめて展示され

る。入場無料

この催しは大阪府建築士会創立50周年記念事業として

行われる。問い合わせは大阪府建築士会 (T E L06- 6947・

1961 ) かスタジオムライ (T E L 03・3381 -2497) へ。

会期 2002年11 月 8 日(金) - 18日(月)

11 :  00- 2 0  :  00 

会場ハービス PLAZ A 4 階・ 5 階リヒ.ングギャラリー

大阪市北区梅田2- 5- 25

J R大阪駅・阪神梅田駅より西へ徒歩 5分

シドニーオペラハウス

撮 影 村 井 修

横文彦展「モダニティと風景の構築J

本展覧会は、建築家 ・横文彦氏 (1928- ) の建築作品 会期 2002年10月 5 日(土) - 11 月 4 日(月・祝)

を紹介するもので 、2001 年 5 月より英国の‘ J apan 10 :00- 19 :00 休館日 :11 月4 日を除く月曜日

竹中大工道具館ミニ企画展

大工道具の保存と研究を目的とし、日本及び世界各地

より大工道具関係の資料を収集してきた竹中大工道具

館の所蔵品は 2万点を超えている。

来館者からは海外の大工道具の展示を要望する声もあ

り、 3階を常設展示室としてリニューアルしていたが、

10 月 8 日にリニューアルオープンした。これにより、

日本のシンプルで実用的な道具とは少し違った中国と

ヨーロ ッパの道具を通年展示することができるように

なった。

このリニューアルオープンに合わせて 、地階ではミニ

企画展 『削るーヨーロッパとアジアの鈎- J を開催。

会期 2002年10月 8 日(火)- 12月 8 日( 日)

場所竹中大工道具館 ・地階

神戸市中央区中山手通4- 18- 25

T E L  078-242- 0216  

工ス・パイ・工ル住宅設計コンペ

エス・パイ ・工ル紛が主催する住宅設計コンペの第13

回の課題は「光源氏の家」。応募資格は不問。

紫式部の「源氏物語j では 、光源氏がどのようなとこ

ろにどのように住んでいたかについては文中に書かれ

ていなし、。源氏物語絵巻にも全く書かれていない。今

回は 、その光源氏の家が設計課題である 。

愛に悩み、愛に喜び、宮廷社会の葛穫を受け止めなが

2001 ' の一環としてロンド‘ ンのヴィクトリア ・アルバ 会場ヒルサイドフォーラム ら、一方で政務に励む光源氏の全体像を物語を超えて

ー卜美術館、その後ベルリン、コペンハーゲン、パリ 東京都渋谷区猿楽町18- 8 ヒルサイドテラス F 棟 把握し 、そ れにふさわしい住まいの提案を募集する 。

を巡回してきたもの。 主催微減総合計画事務所+ 朝倉不動産側 時代背景は千年前の源氏物語が書かれた前後でもよい

東京展では、進行中のプロジェク卜を中心lこ再構成し 東京展の問い合わせは 、横総合計画事務所( TE L 03- し、現代にトランスファーしてもよい。

て展示する。入場無料。 3780- 3880) へ。 応募登録 2003年 3 月18 日 (火) 一当日消印有効ー

ジ‘ ャン・ブルーヴ. 工/ チヤールス& レイ・イームズ展

20世紀を代表する 2 人の建築家、デザイナーであるジ 会期 2002年10月 7 日( 月)- 22日(火)

ャン・プルーヴェとチャールズ& レイ ・イームズの作品 10 :  00- 19:  00 会期中無休

が、類似と相違という形で紹介される。観覧料700円。 会場東京デザインセン安一地階 ・ガレリアホール

本展はヴィ卜ラ・デザイン・ミュージアムの作品をア 東京都品川区東五反田5- 25- 19

レンジし 、ヴィトラ社が2002年 2 月にパリの装飾美術 T E L  03- 3445- 1121 

館を皮切りにロンドン、フランクフル卜、ミュンヘン、 主催 (掬イン合 一オフ ィス

ケルン、ベルリン、チューリッ ヒを巡回 してきたもの。 ハーマンミラ ジャパン側

笠松栄「折り紙に魅せ 5 れた椅子」

応募希望者はhttp: //www. kenchi ku.co. j p

または官製ハガキかF AX (03- 3818-6742)  

に氏名 (ふりがな)、 住所 (干番号) 、年齢、

電話番号、勤務先 (学校) ・所在地・ 電話番

号を明記し登録する。

作品締切 2003年 4 月10 日 ( 木) 一当日消印有効一

提 出 図 面 平 面 ・配置・立面・断面及び透視図( 模型、

写真可) 、その他設計意図を表現する図面

及び400字以内の説明文を、中判ケント紙

あるいはそれに類する 6 0 0 X 8 4 0 mmの厚

紙 1枚に収める 。表現自由。パネル化不可。

折り紙を連想させる美しい家具で知られるインダスト け、高い評価を得ている。 作品提出俄滞日建築社「第13回エス・バイ ・ヱル住宅

リアルデザイナー ・笠松栄氏 (1943- )。代表作「折り 本展では、制作段階でつくられる美しい折り紙そのま 設計コンペj 係 T E L 03- 3811 -7101 

紙チェアj シリーズは、独特の造形美で多くの賞を受 まの型紙、模型なども展示し、あわせて、 ユニパーサ 干113- 0034 東京都文京区湯島2- 31- 2

ルデザインをテーマに取り組んだ椅子も公開する。 応募登録先も向上。

会 期 2002年 9 月27日(金)- 11 月17日( 日) 審査員出江寛、妹島和世、内藤廃、早川邦彦、

11 ・00- 20 ・00 休館日は10月15 日のみ 村上徹、 中島昭午

会場国際デザインセンター・デザインミュージア 賞 金 大 賞 1 点100万円、審査員賞 6 点各30万

ム内展示コーナー T EL  052- 265-2106 円、佳作 5 点各 5 万円

名古屋市中区栄3・18- 1 なお、過去のコンペ入賞作品は下記ホームページを参

入場料 一般300円、学生200円 照されたい。http: // www.S XL- net. co. j p
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アートスペース虹の展覧会 MI HO MUS E UMの橋梁 r 2002年優秀構造賞j に

たものである。いつかどこかにある場所/ 幼い 日に見た/ あのどこまでも続い

ていきそうな速い空/ 懐かしい 日射しを心に受けたいと/ 記憶

の残像を手操り寄せ/ 光景を現し出す

いつかどこかで見た/ 今はもう消えてしまった風景/ それは確

かにそこにあったものだ/ 姿は変わってしまったけれど/ その

かけらは残されているのだ/ ずっと前から続いている微かな光

が/ 私はそれを手操り寄せていく / これから出会う場所に繋が

るために

滋賀県甲賀郡信楽町桃奇に建つMIH OMU SE U M内の橋

梁が、 9 月10 日、メルボルンで開催された国際構造工

学会 (IA BS E ) の年次運営会議で、r 2002年優秀構造

賞j を受賞した。因みに 、他の受賞作品としては 、パ

リのサ ッカ スタジアム“ Sl ade de France" と、スウ

ェーデンとデンマークの海峡を結ぶ“ Oeresund Fi xed 

Li nk" の2 件があ った。

なお 、11 月2 日 (土) には 、MI HOMUS E UMととも

にこの橋梁のデザインを手がけた建築家I . M.Pei 氏、構

造設計者Lesl i e E. Rober l son氏立ち合いのもとで、受

賞記念プレートを橋梁に設置するセレモニーが行われ

る予定である。

. MI HO MUS E UM橋梁概要

回口嘉子展 アートスペース虹/ 京都都ホテル隣 MI HO MU SE U Mの橋梁は 、「ポストテンション法の技

術の精巧さや、一つひとつの小さな構造部品、革新的

形式/ 逆量判長ケーブルを有する鋼パイプ卜ラス全精長橋

田 02年11 月26日- 12月 1 日 橋長/ 120，0 0 0 mm

な排水システムによ って、軽快で開放感のある雰囲気 幅員/ 7，5 0 0 mm

をつくり出しながら 、周りの自然と調和し 、精造的な 最高高/ 19，7 8 9 mm

美と芸術的な気品をかもし出している J 点が評価され 構造/ 鋼管、鋳鋼による立体卜ラス (全重量4191)

住宅・建築関係者や一般生活者向けに昨年10月に開設 ップ画面上に 「イ主まいの性能表示j を開設した。

された住まいの総合ポ一歩ルサイト「住まいの情報発 新コーナーでは 、住宅性能表示制度の基礎知識や制度

信局J は、住宅関連の公的 7 団体で織成される運営協 利用のメリ ッ 卜、性能評価分譲住宅のデ一台 ベースな

議会が、国土交通省と連携して運営している。 ど幅広い情報を一般消費者にもわかりやすく解説する。

オープン 1 周年を迎え 、サイトをリ ニューアルし 、 卜 http: //www. sumai - i nf o.jp/  

OS HIMA OH Y O 

耐酸被覆鋼板のパイオニアとして半世紀の経験で培わ

れた製品群は J IS 表示許可工場( 愛媛工場) で厳正な

品質管理を行って皆様の二一ズにお答えします。

・フッ素樹脂積層被覆鋼板

T OF  ( タフフロール) 不燃( 個) 第 11586号

・耐酸被覆鋼板

C OM ( ケミ力ラーオーシマメタル) 不燃( 個) 第 13 2 6号

R M8  ( ルーフメタルB) 不燃屋根用( 個) 第 1006号

・長尺屋根外装材、換気装置

金属製折板屋根構成材 (J IS A6514)  

ベンチレーター

工アムーパ一、モニター

大 阜 陀 用 化 学 工 業 株 式 室 社

本社 干535・0001 大阪市旭区太子橋 1- 15- 22  

T E L .06( 6954)6521 FA X .06(6954) 6480 

ht t p: / / www. oshi ma- ohyo. co. j p 

支 居/ 東 京 TEL. 03(3580)6061

名古屋 TEL. 052(241 )8588 

新居浜 TEL. 0897(46)2300 

宮業所/ 四日市. 岡山，広島，宇部，福岡
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本会会員 内井昭蔵先生逝く

夢っくり人、内井昭蔵さん - 建築家として惜しい人を失った一

中島

昭和M年 (1979) 5月頃から、長かった公正取引委員会との聞の審判も、

その結着の形が極々 l磁かれ始めていました。独禁法の適用を受ける事業者

団体にだけはなりたくない、という願望が、 9月19日に下された「笑を捨

て名を取ったJ と言われる公正取引委員会の審決の中にギリギリのところ

で生かされていました 。 これがその後の日本建築家協会( J AP AN

ARC田TECTS ASSOCI A TION) の進む路を決定づけた| 瞬間として、忘れ

られない気持ちでありました。

私は、この頃は、日本建築家協会東海支部の幹事長を仰せつかっていた

ところです。

これをうけ、 11月には、第10回大会が東京で開催、そのテーマを 「建築

文化と法制」。翌55年10月にはUI Aアジア ・オーストラリア地域建築家会

議を開催、テーマは“ 人間の都市と環境"、さらに昭和57年 (1982) には、

家協会図堂氏、設監連池田氏連名で設計の三業態に対応した法fljlj の整備を

求める意見書を建築士審議会に提出しています。

内井昭蔵さんと初めてお目にかかったのは、ちょうどこの頃。 日本建築

家協会の会長で、あった丹下健三先生のもとに、内升ーさんも私も本苦11理事を

仰せっかった昭和60年 (1985) 4月 1 日からですから、 17年ものお付合い

となりました。

本部理事会の配席は、小判型のテーブルの中央に丹下会長、夜、はその向

かい側、内升ーさんは私の席からは斜め右という位誼でした。この当時の議

案は専ら地域の建築の質の向上のための活動をはかるための問題と、対外

的にも、種々の研究、提案、教育、出版などの事業の活9 &.化でありました。

なかでもプロフェションとしての建築家が常に議論の中心でした。これに

ついて、内井さんは対等に堂々と議論を展開しておられたことが印象に強

く残っています。

その後、私は引き続き大学において研究と教育に専念しながらも設計制

作にも携わってきました。この頃、先生の作品の秀作である 一宮市博物館

の創出を見たのです。これはプロポーザルによって指名されたものです。

世田谷美術館、蕗谷虹児記念館とこの一宮市博物館は、いわば三部作の一

つで、あって、これまでの作業を通じ得てきた博物館の設計の知識をここで

集大成しようと思ってとり組んだと私に話されていました。

その後、暫くはお互に何かと多忙を理由にゆっくりとお目にかかり、お

話しの機会はありませんでした。ところが、私は多くの彦根市民の皆さん

方から推されて、平成 5iF (1ω4)  5月10日に彦線市長に就任問もない頃、

突然先生の来訪があり、平成 4 年から京都大学の教授をお引き受けして若

58 建築と社会 ・初日2. 10

い学生に建築計画と設計指導をしていますとのお話しに、日本建築家協会

の理事の析のプロフェションの議論の実現に向け、お互に頑張りましよう

と右民主しあったものでした。

ところで現在、彦根の八坂町に滋賀県立大学が開設されるについて、キ

ャンパスの計画をしていますとのこと 。「人間J をキ ーワー ドに、“ 幅広い

感性で未来を創造する" として、 三学部( 環境科学部・工学部 ・人間文化

学部) と大学院で構成されます。先生は、周辺の環境や景観と調和した美

しい件い、琵琶湖の水をヲ |き入れた環濠や様ざまな風景を彩る小川、自然

の沼のような池があり 、さながら公園を思わせる快適で美しいキャンパス

を目指すと、限を声! [ かしておられたことは今でも思い出します。そして、

自らは、マスターアーキテクトとして、見事に繊めあげられました。

これを機に、私どもの公共施設においても、数々の計画にご指導をいた

だきました。私の市長就任最初の大規模文化施設として、「ひこね市文化

プラザ」は1 . 5∞席をもっ大ホール、 3∞席音楽専用ホ ール、 250.席の集会室

を有機的にまとめたもので、プロポーザルで設計者を選びたいとの私の考

え方に直ちに賛意を表していただき 、審査委員長をも引き受けていただい

たし、 470床の病診連携市立病院新設、中心市街地活性化 まちづくり言|固

とマスタ ーアーキテクトにともに先生のご指導を得たものですが、 じつは

私が市長就任以前には設計者選定を、見積り合わせで決定していたもので

した。

都市行政においても、ご支援をいただきました。“ 快適なまちを創る都

市長観条例" は県下初の条例と注目されたもので、この審議会委員に、さ

らに、彦根市都市計画審議会委員にも ご就任をいただいたところです。

先生は、生前よく次のようにおっしゃっていました。「建築とは人間の

理想が形になったものと考えている。歴史的建築物を見ると、それがよく

分る。昔の建築から先人達の|浪りないメッセージを読みとることができる

が、これは建築が人間の理想を具現したものだからだ。建築が文化である

といわれる所以がここにある。思想なくして“ もの" を創ることはできな

い。また、理想なくして人の心を魅きつけ、インスパイアーする ことがで

きるだろうかJ と。

建築家として惜しい人を失った。 しかし、内井さんのあくなき理想追求

の心は、残った私どもは必ず受け継いでいきます。 どうぞご安心下さい。

そして私どもに限りないご指導をお願いいたします。

ありがとうごさいました。 合掌



内井H百蔵 ( うちい しょ うぞ う) 建築家 ・工学博士 ・滋賀県立大学教授

1933年 2 月20日 東京生 まれ

1956年 早稲田大学第一理工学部建築学科卒業

1958年 早稲田大学大学 院修士課程修了

1967- 1993年 内井H自殺建築設計事務所主宰

1993 - 1996年 京 都 大 学 教 授

1996年 滋賀県立大学教授就任

2002年 8 月3 日死去

受賞歴

1971年 昭和45年度 日本建築学会賞受賞 桜台 コートピレ ジ

1978年 第三国吉 岡五十入賞受賞 束京 Y MC A野辺山河原セン ター

1980年 第24回レイノル ズ賞受賞- A I A 身延山久遠寺宝蔵殿

1986年 第27回毎日 芸術賞受賞 捲 誠会御1}.[ 所・世阻谷美術館

1989年 第45回日本芸術院賞受n・ 世 田 谷美術館

1991年 日本都市計画学会fi ・ 多摩ニ ュー タウ ンベルコリーヌ南大沢都市計画i

(マスタ ーアーキテクト )

1992年 第 3 回公共建築fi ・ 熊本県テク ノポリ スセンター

1993年 第34回Bcsn 多摩ニュータ ウンベルコリーヌ南大沢

1998年 平成10年度公立学校優良施設文部大臣賞 群馬県立前橋高等養護学校

2000年 京都市文化功労n

2000年 第 7 回公共建築fi ・・近畿地 区優秀賞 国際日本文化研究セ ンター

著 書 「健康な建築J (彰 国社) [" フラ ンク ・ロイド・ライト 建築家への手紙J

観訳 (丸普) など多数。

建築家内井昭蔵氏を偲んで

輿 謝 野 久

日本建築協会副会長

さる 8 月 3 日の朝、建築家内井昭蔵氏は、 享年69歳の若さで逝去されま

した。金沢で開催されている建築学会の大会出席のために羽田空港に向わ

れるパス車中で突然倒れられ直ちに病院へ運ばれましたが、そのまま不帰

の人となられました。余りに突然の言卜報に接して驚樗し卒然として逝去さ

れましたことに拒然とし、ただただ痛恨の至りであり哀悼の言葉を知りま

せん。「健康なる建築J [" ゆるやかな統一J ["混在の美学」 をH自えて建築家

の使命感と倫理観とについて、熱っぽく 真撃に語りかけられるその声 と眼

差 しとが今も って鮮明に脳裏に残っております。誠に慈愛深い偉大な逸材

を斯界から失ったこととなり深く惜しまれ誠に残念でなりません。 日本建

築協会の活動にも 多大なご指導とご支援を頂き、また京都大学教授、滋賀

県立大学教授のお立場で関西の建築界とりわけ 「マスターア ーキテクト 」

という新たな建築家職能の啓発と建築教育の面において貴重な功績を多く

遣されました。私自身は会誌 「建築と社会J の編集委員長時代にご懇篤な

ご指導を多々頂いたことと、大阪) 肥後橋に建つ大同生命大阪本社ピルの設

計を担当したことから、旧ビルの設青|者r W' M' ヴォーリズ探究に滋賀県

下で勤しんでおられた氏とのお付 き合いのご縁が出来、 二度にわたる対談

と 「建築の限」のコラムなどへの数多くの寄稿を賜り、その後も親交を深

めさせて頂いておりました。ここに、会員一同にかわりまして生前に数々

のご指導を賜りましたことに深い感謝の念を捧げるものであります。

建築家内井昭蔵氏は、 1933年に東京でお生 まれになり、先日告別 ミサが

執り行われました神田駿河台のニコライ 堂( 聖壇はご尊父の設計) を心の

ふるさととして、幼少時代か ら多感な青年時代までを過ごされ、早稲田大

学大学院に学ばれた後、菊竹清訓建築設計事務所で燕陶を受けられ、 1970

年にあの記憶も鮮やかな桜台コートピレ ジをはじめとする作品を契機とし

て事務所を設立され斯界での建築創作活動に入られました。皆様ご高承の

通り、その作風は篤実で温かいお人柄そのものがそのまま作品の息吹とな

って織り込まれたものが多く、氏の唱えられる 「健康な建築」をひたすら

求めて止まない、敬E長な求道者の趣を湛えるものばかりでありました。関

西における氏の作品は、向日町教会をはじめ、数# の小住宅そして西の京

の国際日本文化研究セ ンター、 石川県金沢港大野からくり記念館、滋賀県

立大学キャンパスなど数多く遣されております。

実は、お亡くなりになる前日 ( 8 月2 日) の午前、在、は京都の桂にある、

さる建築現場にたまたま 立っ ておりました。その時、何の拍子にか、そこ

から歩いて 3- 4分の所に内井昭蔵氏の作品である国際日 本文化研究セン

ターがあることに気付きまして、 再びあの回廊と中庭とドームと切妻屋根

で構成された集落風の健やかに混在する 生き生きとした空間に浸ることが

できるという期待感に背中を押されるように歩を進めて行きました。案の

定、この地域特有の緑深い里山が速なる山裾の緑の懐の中に深く根差すか

のように、地域の風土の中で健やかに，息付いている空間に包まれ、真夏の

道行きで吹き出していた汗が静かに納まり、深い安らぎを覚えたものです。

今度、東京に戻り、四谷の事務所に氏をお訪ねし、センター再訪の感想と 、

この作品のバックグラウンドにある日本文化と民族のルーツの深奥部にあ

る、 一種の大陸的なおお らかさと開明きの所以なりをお尋ねしようと思っ

ていたところでした。それもかなわぬ問答となり、 言卜報に接して改めて氏

の評論に目を通してみて半ば納得すると共に、もっと教えて頂きたいこと

が多 くあ ったものと残念な思いが胸の内を走りました。

ところが、先日、 告別ミサが執り行われました際に、その礼拝堂に二時

間ほど身を置いているうちにこの礼拝空間そのものに建築家内井昭蔵の原

空間があ ったのだと、誠に不勉強ながらその時体で感じ取りました。かな

わぬ問答への氏の静かな答えがそこにあ ったのです。後日、氏のド ロー イ

ングスケッチ集を改めて紐解いてみて、ほとんどの作品に共通する原空間

イメ ージがこ こにあることに気付いた次第です。まるで、彫刻を鋳造する

はじめに打ち込む 「玉がね」の ような、いつまでも温もりを感じさ せる創

造の泉源がそ こにありました。氏の篤実で真空各な人柄の依り所であり、長

年心のふるさとでもあ って、建築家としての生き方に強く示唆を与えたと

思われる教えもこの空間にあ ったことを、告別ミサで、司祭が 「私達は事j I

の御心によって生かされているということに深く感謝して行動せねばなり

ません。内井さんはその教えを全うされました」 との趣旨のことを言われ

たこと、そしてご令室が 「昭蔵は私にと って良き旦那であり 全知全能の神

でありました。彼の心のふるさとでありましたこの礼拝堂で、今、昭蔵は

大勢の方々に見守られる中、自分のために執り行われたミサに深い安らぎ

を党えていることでしょう 」 と結ばれたことから深く感じ取ることが出来

ました。あわせて、氏の言行一致のj散権さにも 心打たれた次第であります。

氏のご尊父の手で組み上げられましたこの礼拝堂の聖壇を前にして昇天

されました内井昭蔵氏は、にこやかな眼差 しで我が建築界の行く末を iJil lか

く見守り続けていかれることでありましょう 。追慕の念は尽きませんが、

建築家内井昭蔵氏の生前のご功績とお人柄を偲びつつ、ここに心からご冥

福をお祈り申し上げ謹んで哀悼の意を捺げるものであります。

内弁さん、どうか安 らかにお眠り下さい。 合掌

( 日建設言十品・務取締役)
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支部長会議

第 1 回支部長会議

8 日 3 時- 5 時・於本会会議室

出席者金多会長ほか 5 名

議 題 ( 1 ) 協会財政の推移について

(2)  H  P  (ホームページ) の開設について

(3) 建築工事実務講習会について

(4)  r建築と社会j 支部特集について

(5) 支部決算書の綴式統ーについて

(6) 本部・支部及び支部間交流について

編集委員会

第 5 回編集委員会

7 日 6 時- 7 時30分・於本会会議室

出席者設楽委員長ほか 7 名

議 事 ( 1) 9 月号「建築とボランティア一途上国へ

の支援活動を通じて - J 特集経過報告

(2)  10月号「時を超え てーサステナフル工ン

ジニアリングの現在- J 特集経過報告

(3)  11 月号「私の空間作法会員作品j 特集

経過報告

(4) 収支状況報告

第 5 固法令分科会

7 日 2時- 4 時 ・於本会会議室

出席者薄木幹事ほか 4 名

議 事 「法令コーナー」の企画

第 6 回構造分科会

9 日 6 時- 6 時45分・於本会会議室

出席者田淵幹事ほか 1名

殺 事 ( 1) 10月号「時を超えてJ 特集の経過

(2)  r精進の頁j の確認

第 5 回広告企画小委員会

21 日 4 時- 5 時30分 ・於本会会議室

出席者渡塗副委員長ほか 5 名

議 事 ( 1) 9月号 「建築とボラン テ ィア一途上国 へ

の支援活動を通じて - J 特集経過報告

(2)  10月号「時を超えてーサステナブルエン

ジニアリ ングの現在- J 特集経過報告

(3) 作品作風関係報告

(4) 表紙4面広告掲載について

(5) 平成15年2月号「九州」特集経過報告

(6) 独自特集企画について

(7) 収支状況報告

第 4 団施工材料分科会

22日 5 時- 6 時30分 ・於本会会議室

出席者竹中幹事ほか 3 名

議 事 来年度の特集企画について

第 6 回作品作風小委員会

22日 7時- 8 時30分 ・於本会会議室

出 席 者 倉 淵j副委員長ほか 6 名

議 事 (1) 作品の選定

(2) 作品の掲載状況並びに掲載予定の報告

(3)  r  gal l ery J 掲載報告・予定

(4)  r  Sket ch Book欄J の掲載予定

(5)  11 月号特集について

60 温築と社会 ・2∞2.10

月間の動き

1  r  

建材委員会

第 4 回建材委員会

7 日 4 時- 5 時30分・於本会会議室

出席者和国委員長ほか 7名

議 事 今 後 の 検 討 建 材 (決定および予定)

I T 委員会

第 6 回 I T 委員会

5 日 10時- 11時30分 ・於本会会議室

出席者 中井委員長ほか 3 名

議 題 ( 1) 仮アップ H P  (ホ ームページ) 画面・内

容の改善について

(2)  r H  P アドレス取得j 状況について

入 会 者(敬称略)

[ 個人会員25名]

阿(佐西松建設)同1) 遠(膝西松並直殴)樹 乾 事泰} 子

( 契商

()I順小調+川環境・葉盟事子研究所) (井井よ上久璽位久計実量) (松大村西組措術良研究広所)

岸{田BIl 和盤雅計)彦 古(塚昭和股j軒告)史 大 火(E大1 林組、'正ロ) ー=ー

川 副{大 正 博 筑 波(大幸林組一} 郎
中 西{大林組)

直

林組}

大(川鹿島橿正殴)明 還(鹿島旭宏般}明 塚(田鹿島強豊位)男

五(+目撞子位幸計}樹 牛(尾日温政智計)秋 神{津日温位昌計)哉

田(中目盛段公E十)康 廃(瀬日也監元晴t)彦 (川東偲島橿接写弘務之所}

{河軍畑野温祭$和務久所) {安東畑岡温襲恵寛務治所) (安尾井極上集位計清事治務所)

(安山井趨下篇殴計哲事司務所)

【平成14年 8 月分}



l . meX@  

免震

の施工を技術でサポートする

制アイ・メックスは、安心して暮 5 せる未来都市・町

造りをテーマに、高い製作技術と豊富な施工実績、

信頼性の高い免震構造物の施工をサポー卜している。

- 基礎免震・柱頭免震・床免震

. レトロフィット免震

. 展示ケース免震

・制震、耐震関連工事

l . meX 
株 式 会 社 pγ ・忌: J ! J : l

.oiles.co.jp/21 

ー..... _. ， 
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e  

豊富な経験とチャレンジスピリットで、豊か恕未来社会の創造に貢献します。

片山工ンジ' 二アリンク" 株式会社

本 社 大 阪 市 大 正 区 南 恩 加 島 6 丁 目 2 香 2 1 号 干 5 5 1- 0021 T EL: 06- 6552- 1388 FAX: 06- 6552・6 6 7 7

東 京 支 庖 東 京 都 中 央 区 日 本 橋 人 形 町1丁目2番5号 ERVI C人形町ビル6 F 干103- 001 3  T EL: 03・3 6 3 9-5 2 5 5 FAX: 03- 3639- 5242 

名 古 屋 営 業 所 名 古 屋 市 中 区 錦 3 丁目 2 3 番 3 1 号 栄 町 ビ ル 9 F 干460- 0003 T EL: 052- 951 -7301 FAX: 052・951 ・7 4 0 7

ODBシステムシリーズに NE WF A C E登場!

住 宅 で の 採 用 例

O D B システム( オイルダンノ宅一・プレ

ー シ ン グ ・シ ス テ ム ) は プ レ ー ス と オ イ

ル ダ ン パ ー を 直 列 配 置 し た 制 震 装 置 で あ

る。 地 震 発 生 時 に 、 地 震 に よ り 発 生 す る

エ ネ ル ギ ー を 、 建 物 各 階 の 柱 と 梁 の 聞 の

若手|め ブ レ ー ス に 設 置 し た オ イ J レダンパー

に よ り 吸 収 さ せ る 機 能 を 持 ち 、 大 地 震 か

ら 人 命 や 建 物 、 家 具 等 を 守 る こ と が で き

る。 微小指主動にも効くため、小地震や風

揺 れ に 対 し で も 効 果 を 発 揮 す る 。 また、

外 部 に 突 起 の 無 い ス マ ー ト な 構 造 の た め 、

建 物 の 外 観 、 内 装 と も 調 和 し 、 武 骨 さ を

廃 し た 、 美 し い デ ザ イ ン フ ォ ル ム と し て

の役目も果しており、 2∞1年 度 グ ッ ド デ

ザイン1 1 : にも選ばれている。 こ の た び ダ

ン パ ー の 変 位 と 速 度 の 両 方 に 応 じ て 理 想

的 な 減 衰 力 を 発 揮 す る S UPE R- ODBシリ

ー ズ お よ び 戸 建 を 中 心 と し た 小 型 の 住 宅

制 震OD Bシ リ ー ズ が 加 わ り 、 減 衰 力2 0k N

ビ ル で の 採用例

カヤパ玄業株式会社

シリーズより 2α 泊 目J シ リ ー ズ ま で 、 品 揃 KAYABA I NDUSTRY CO. ， LTD.  

えがより 一 層 充 実 さ れ た。 ht t p://w w w_k y b_co. j p

本 社 : 〒 1 0 5 - 6 1 1 1 東 京都 港 区 浜 松町 2 - 4 - 1 (世 界貿 易 セ ン タ ー ビ J レ)

T E L.0 3- 3 4 3 5- 3 5 3 1  F A X.0 3- 3 4 3 6- 2 9 0 7  

大 阪 支J吉 : 〒 5 6 4- 0 0 63 大 阪 府 吹 田 市 江坂 町 1 - 2 3- 2 0 ( T E K第 2 ビj レ)

T E L.0 6- 6 3 8 7 - 3 2 2 1  F A X.0 6 - 6 3 8 7- 3 2 8 0  



特 集 時 を 超 え て~サステナブ J レエンジニア リングの現在~協賛

みんなで使えば地球のタメになる。

つ。しハづ建築。ご櫨寝
LEASI NG IS RECYCLl NG 

{ 資料請求先]

干 540- 0029

会社事務所から個人庖舗まであらゆる

ご要望にお応えします 。

品質・コスト・目的・規模・使用期間

等のさまざまな条件に合った商品のご

提案をいたします。

0 事務所 O工場・倉庫

O宿 舎 O教 育 施 設

O再開発庖舗

。文利工商トス株式書紅

大阪本庖 規格建築事務所

大阪市中央区本町橋5- 20 キャッスルヤマトビル

T E L  0 6 - 6 9 4 2 - 8 0 1  0  
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特集ー唱寺を超えて~サステナフルエンジニアリングの現在~協賛
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マルチヲパーベ? リコヲ

マルチラパーベアリングは、ゴムと鋼板でできたシンプルな構造。上下方向に

硬く、水平方向に柔 5 かい性能を持ち、地震時の揺れをソフトに限収し、大切

な人命を守るとともにコンビュータ一等の重要な機器も守ります。

- 建物を安全に支える構造部材として十分な長期耐久性

・大重量にも耐える荷重支持機能

・大地震の大きな揺れにも安心な大変位限収能力

《豊富なパリ工ーション》

高減衰積層ゴム、天然ゴム系積層ゴム、鉛

プラグ入り積層ゴム、弾性すべり支承を取

り揃えております。お客様のニーズにあっ

た最高のシステムがお選びいただけます。

株式会社フリテストン I PO

BRI D6ESTORE 
大阪市中央区南船場4丁目 12番8号関西心斎橋ビル9F 〒542-0081

電話大阪 (06)6245・5944ダイヤルイン F AX : (06)  6245-2346 

高 層 建 築 か ら 敷 町 品 ま で
人 三 愛 重 工

様々な「揺れ」を抑える多彩な技術

r  了直立i

床 用 免震 装 置

横 浜 ラ ン ド マ ク タ ワ ー 床 周 上 下 制 振 ・ 制 震 装 置

三 菱 重 工 で は 、ビル 、管 制 塔 、展 望 塔 、橋 梁 、煙 突 、鉄 塔 、コ ン ビ ュ ー タ ル ー ム 、医療 機 器、

美 術 品 等 の 風 揺 れ 、地 震 の 揺 れ を低 減 す る各 種製 品 を 取 り 扱 って おり ます。

人 三 羨 重 工 業 ネ 総 書 舵

ホームページアドレス: http://www.mhi. co. j p/h mw/stst 

本 社 エ ネ ル ギー装置諜東京都千代田区丸の内2-5-1 〒100・8315

まま (03) 3212引 4 4 fax. (03)  3212- 9145 

関 西 支 社 文化・都市施設課大阪市西区土佐堀1ふ 20 (三菱重工大阪ビル) 干550- 0001

宜主 (06) 6446- 4013 fax. (06)  6446- 4016 



空 調 ・ 衛 生 ・ ク リ ー ン ル ー ム 設 備

( 設 計 ・ 施 工 )

組朝日工業社

本 社 ・本 庄

大 阪 支 社

支 底

東 京 都 港区 浜 松田Tl - 25- 7 電 話03 (3432)  5711 

大 阪 市 淀 川 区 加 島] - 58- 59 危 話06 (6302)  2270 

北 海 道/ 東北 / 北関東/ 機 浜/ 名古屋/ 中国/ 九州

電 気 ・ 空 調 ・ 衛 生 ・ 防 災 ・ 産 業 廃 水 設 備

設 計 施 工

. ，ヲイヲJ 械式会社

窓白大臨本祉 〒550・0002 大阪市西区江戸塘 1丁目 9番25号 電話 (06)6441-8231

東 京 本 社 干102-0071 東京都千代田区富士見 2丁目 15番 10号 電 話 (03)326卜8231

支 社 名古屋 ・福岡

主 盾 札幌 ・仙台 ・新 潟 大 宮 ・千葉 ・横浜 ・金沢 ・京都 ・神戸 ・天理 ・岡山 ・

広島 ・高訟 ・熊本

営 機 所 帯広 ・函 館 背森・秋田 ・盛岡 ・前橋 ・長野 ・静岡・盛岡 ・律 ・富山 ・

福井 ・徳山・松山 ・高知 ・北九州 ・鹿児島 ・那覇

出 張 所 .hl1川 ・福島 ・川崎・松江 ・徳 島 下 関 ・長崎 ・大分 ・宮崎

海 外 支 庖 シ ン ガ ポ ー ル ・ホ ン コ ン

抜術研究所 干354-0044 j奇玉県入間郡三芳町大字北永井390番 地 健 話 (0492)58- 1511

空 気 調 和 設 備

給 排 水 設 備

電 気 設 備

/ 瓦 ¥ 産 業 設 備

1 /豆、 l 水 処 理 施 設

マ一一「タ 環 境 施 設

関 西 支 庖

本 社

支 庖

三機工業株式会社

取 締 役 社 長 宅 清 光

常 務 取 締 役 関 西 支 庖 長 本 木 満

大阪市淀川区宮原3- 4- 30 ニッセイ新大阪ピル 電 話 06 (6350)  8100 

東京都千代田区有楽町 ] - 4ー l 電 話 03 (3502)  6103 

北海道東北関東千葉・横浜・北陸・名古屋 ・京都・神戸 ・四国・中国・九州

空 気 調 辛 口 設 備

衛 生 設 備設 計 施 工

φ  
三建設備工業株ま奮社

大 阪 支1吉

本 社

支 社

大 阪 市 北 区 紅 梅 町 3 番 5 号 電 話 (6352) 1  1  3  l ( 代)

東 京 都 中 央 区 日 本 橋 蛎 殻 町 2 - 2 2 電 話 (3667) 3431  ( 大代)

名 古 屋 ・仙 台 ・札 幌 ・広 島 ・福 岡 ・金 沢 ・新 潟 ・償 浜

空 気 調 和 ・ 衛 生 設 備 ・ 設 計 施 工

。禄式会社三晃空調

本 社

東京本庖

大阪本応

支 J古

大 阪 市 北 区 西 天 満3丁目 13番20号 電 話06- 6363- 1671

東 京 都 新 宿 区 西 新 宿 新 宿 住 友 ピ Jレ 電 話03- 3344・7911

大 阪 市 北 区 西 天 満3丁目 13番 20号 包括06- 6363- 1371

仙台・横浜・名 古屋 ・京都 ・神戸 ・広島・福岡

側9 よりよさ環境へ繍で挑む一一一

守 株 式 会 社 精 研

社

メンテナンス

東 京 支 社

大阪市中央区瓦屋町 2丁目 11番16号( オートセンターピル1.2階)

干542- 0066 電 話 大 阪 (06) 6768 - 5  0  3  1代 表

電 話 大 阪 ( 0，6 )  6  7  6  8  - 1  6  5  1代 表

東京都文京区小石111 1丁目 12番14号( 日本生命小石川ピJレ7階)

〒112- 0002 電 話 (03) 5  6  8  9  - 2  3  5  ] 代表

商昂は空気です。 、，ｾ
界各と空気のエンジ二戸円ーーーー

樟 式 会 祉

制

ｾｌＯ大気扇土
・営難橿目

空気圃和 政0・蛤柳本衛生位。. 撞 袋 股

備 公布防止間連股舗の位計・ 創作・施工

窓社 ・車京本庖 東京都新宿区西新宿2-6-1 ft 03-3344ー1851 ( 大代) 大阪窓社tr06-6448-3603(代)

大阪支社 世田 制 時-5851( 代) 名古置宜E 宮 052-21' -1535(i tJ 中国主g ft 082-247-554I 

九州主h! i tr092-431-2147( 忙) 営業所北関東横浜 ・神 戸 京 都 岡 山 田 園

空 気 調 和 4 と竺k 綴 送 機 設 備

給 排 水 衛 生 可てつ7 設 計 施 工

人に優しい環境づくり

第一工擬横式怠誼

大 阪 支 底 干 530- 0047 大 阪 市 北 区 西 天 満3丁 目 6番14号

本

電 話 0 6 - 6 3 6 4 - 6 6 6 1 (代 表)

社 〒 100- 0005 東 京 都 千 代 阻 区 丸 の 内3丁目 3番 l 号

電 話 0 3 - 3 3 1 1 - 8 5 1 1 ( 代表)

よ り 快 適 な 水 環 境 を め ざ し て

給排水衛生設備. 冷暖房設備. 消火設備の設計，施工

，持' g君 臨 衛 生 工 豪 雨 大 阪 本 庖

大 阪 本 庖

本 社

干531-0071 大 阪 市 北 区 中 津 六 丁 目 8番 4号

T E L  06-6458-3628 (代表)

干108- 0023 東 京 都 港 区 芝 浦 三丁目 6番 18号

T EL  03-3452-7441 (イ'-1: )

支 応 札幌・東北・新潟・東関東・横浜・名古屋・九州

O Ku J U  

匡歪葉自鎚も危島b長長華麗震謁

「大規模天井無足場工法J

内外装創作パネルシステム天井間仕切

刷会社オクジ‘ ユー

本 社

大阪市北区西天満5丁目3番7号 〒530-0047

TEL(06)6312-4131 FAX(06)6312-7998 

東京九州・楠浜・南九州 ー名古屋上海

ぁ: 干

ぷて仰

る ーー 日生 Z  

医 17 需ft" ，/

f民 ノ 込

主瓦喜 一

お株 筆22

刊式 干 ここ

ぶ ^ - 目 ¥¥ 

1実雪量直吉

. 1. -1"ニ 一 五

'ニL 号
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人と都市の快適な環境をつくります

- 空関・給排水・衛生段備

空 貴 闘 和

工場配管

水処理

コー ジェネレーション

クリー ンルーム

・プラ ン ト

プラント計量

y ステムエ μ ジニアリング

. 虻 帥n帥る竺 旦i!ρヨ珂n恥;"r:小、、

‘叫匂日巳ｾ一Ｍ一一一Ｍよ叫Ｇ叩
之' 抱
'仇

y  

令 住 友 電 設 株 式 会 社 説 認 : :: : ; 親野;:;i422;:212

- 情報通信役僧

情縄温情本 ッ トワーク

情帽島理

温情システム

肱進システム

・電力泌量役僧

畳宜電

架空送E 電

地ゆ量配電

官震種目位計・施工・監理

・電気設備

豊宜電・陣織

働力・剛膏硲置

電醤. 抽進. インターホン

防犯、駒山

中灸監視制調

システム肘甚

何時もあ芯たの街で

お会いしている

クリハラの妓術lx会長ぬ
、y

ｾ＠

相 干 印 刷7域開田町l - l (脚 J川旬。
TEL06(6313)  1101 創藁1919

ーさ轟轟圭- 桑雲霊

人がいる多彩なフィ ールドで、

新しい燦界に挑 戦していますユC HOY O 

電気設備設計施工

朝 陽 電 気 株 式

代表取締役 山 本 貴 士

電 気 設 備 設 計 施 工

織 裏 金 泊 三 興 討

上 田 正 雄

。
社

A

Q

一

A

代 表 取 締 役 社 長

大 阪市 北区 堂 島 浜 1 - 4 - 19 ( 日土 地 堂 島 ピ ル )

itL 話 o 6  ( 6  4  4  2 )  3 6 7  1  (代)

東 京 都 中 央 区 日 本 橋 茅 場 町 2 丁 目 1 7 番 3号

電 話 0 3 ( 3 6 6 6 )  1 4 7 8  (代)

堺 ・ 泉 州 ・ 泉 南 ・ 滋 賀

ヰ土本

干 5 3 0 - 0 0 0 5 大阪市北区中之島三丁目 2- 4 ( 朝日ビル)

T E L  0 6 ( 6 3 8 5 )  1  3 6 1  ( 代) F A X  0 6 ( 6 3 8 5 )  1  0 5 0  

キ土本
庖支

会 社

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式

関 西 支 社

高 橋 幸 久

営 業 所

電気段僧・計装制御段備・空調位備・クリーンルーム段備・プラント段備

鉛排水衛生段備・エネルギー集中監視システム 位計施工

三宝電機織式会社

取締役社長 嘉 納 秀 一

w
，
，

-
W

内

d

F

''
A

仙

常務取締役支社長

大阪市中央区高麗橋 4 丁目 3 番 7 号 電 話 大 阪 ( 6202) ＰＳＲＵｾＹ 番

社 東 京 都 千 代 田 区 西 神 田 1 丁 目 4 番 5 号

社 北海道・東北 ・丸ノ内 ・新宿 ・神奈川 ・東関東 ・北関東 ・中部 ・九州支

本 社 〒sl } 似7大 師lt J : m王政+悶ピjレ) TELOOC印刷)1471 'FAXOOC餓心部お

東京支社 〒 Ｑ ＨＦｻｬｬＩＳ賜部混 ｅ 青島 ＭＦＳ ラ〉デヂ煽世ｾ T E L閃(5472) お11' FAX03ω 72) 匹185

3 5厘豆E 〒俊 明47 名古屋市北区金獅3-12-14 T E L白2C鈎1)5131・F AXC62(914)7日5

神戸支后 〒笛7- ool i 柑寺霞 巨頭軍国- 6- 11K 丁目" T EL07B(842) 倒竹 FAX07B(842)6416

牌由究所 〒知- C OOi 大阪府廓市三宝町七7 お9 TEL0722( 27) 倒凶 FAX0722(27)1424

Const r uct i on chemi s t r y f or t he f ut ure.  圃 Const r uct i on chemi s t r y f or t he f ut ur e. I  

l コンクリート用混和剤/ コンクリート用補修材 目

| 高性能無収縮材/ コンクリート用高性能床材 目

圃ｾＮｦ ｾｩｴｾ ｏＩ "- $1) ! . - ] 7 F/ ¥1' -i f- I  

l 二 葉 工 業 株 式 会 社 E

学校建築のトータルアドバイザー

総 式 会 事t 工 ヌ 王 ム ピ 一

線 式 会 事t ポ リ " リ ス 物 産

本 社 東 京 都 港 区 六 本 木 3 - 16  - 26 

大阪支唐 大阪市中央区北浜3-2-23( 信愛ピル)

T EL06-6202-3294 

黒 板 ・ 掲 示 板 ・ 家 具

電動黒板装置・サイン・スクリーン

1111
11 

干 547- 0001 大 阪 市 平 野 区 加 美北 3- 4- 5

T E L 0 6  ( 6792)  5858 F A X 0 6  ( 6792)  2810 

Di gi tal  Pri  -Press 

ωｾ 幅削凪 ｾωｾｾ

大阪市西区西本町 l の13の33

T EL. 06- 6532- 064 1  ( 代表)

FAX.  06- 6535- 5  1  B  1  

天 理 市 丹 波 市 新 町 4 9  

本

天理営業所

⑪まま" 胤業高岳

{ 憶取締役社長 依 藤 孝 行

青葉印刷株式会社

〒534- 0027 大阪市都島区中野町2丁目 10番11号

問' IOIl e. 06-6351ベ5 4 2 8 F，似. 06- 6351- 5299

圃圃圃圃 ｟Ｑ 昆 Ｇｬｾ 濁主主賀直ｬｬｩｊｉｉｪ抽歪 ｅ 官 主主ｊｬｬｩｬｬ帥邸主主】紺訓匪趨層圏圃圃圃圃

人と技術をクリエイティヴで結びます

， 

ケ日本データネット株式会社

TEL. 06- 6352- 7502 FAX06- 6355- 2714 

TEL 06- 6352- 0943 FAX. 06- 6355- 5533 

TEL /  FAX. 06- 6352- 1551 

本 社 干530- 0043 大阪市北区天満トト 10

制 作 部 〒530-0043 大阪市北区天満ト9- 19

印目l工場 〒530-0043 大阪市北区天満2- 5- 15
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- 実大フレームによる加振実験によって性能の信頼性を追求

干 140・8669

東京都品川区南品川 6・5・19

産機事業部

T EL  03・3474・0090

F AX 03・ 5460・9170

三和テッキの

- 既存建物の耐震改修、新築建物の耐震性の向上に最適

- 風揺れによる微振動領域から大地震 まで幅広く適用

高減衰オイルダンパー

特長

デンカC S Aファミリー製品

-子ニJ nCSA ( 膨張 性混和材 ) コンクリートのひびわれ防止に

・ョーニ ｊｮ Ｎ，ｾ， ヨニ ｊ Ｈ グラウト用無収縮材Ｉ 鉄骨ベース、逆打部の充填モルタルに

・安二 ｊｮ 守ＧＺＱＭ子・ ｊ Ｇｊｾ Ｈ建造一＿＿＿Ｉ コンクリート躯体の漏水補修に
・安ニJ nES(土質安定用急硬材 ) 地盤補強用薬注入

・雪ニ.I nI I OOO(製品用超高度混和材 ) コンクリートパイルの早期出荷と

ノ、イモメント製造用に

ネ土

A

Q

玄業 株 式産
白

木浜電 気 化 学 工 業 株 式 会 社

近 畿 地 区 販 売 庖
T E L 本社 ・京都 ・網野 ( 0 7 7 2 7 ) 2 - 2 2 2 0  

舞鶴 ( 0 7 7 3 ) 7 6 - 0 1 3 3  

ネ土

d 合、

ｾ＠業 株 式
日一

…

金 森 藤 平 商 事 株 式 会 社

T E L 大阪 ( 06) 6 3 3 2 - 6  

T E L 東京 ( 03) 3 2 7 2 - 8 5 0 1  

ネ土東 郷 化 成 株 式 会

T E L  滋 賀 ・ 守 山 ( 0 7 7 5 )

大阪 ( 06 ) 6 8 7 7 一

ネ土

A

会洋 物 産 株 式光

T E L 大 阪 ( 06) 6 2 5 2 - 6 0 0 0  
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美しさはもちろん、

見えないトコロもと注目ください。

工コウオールl志、機能まで美しい壁紙でま

業界初の工コマーク認定壁紙、「工コウオール句です。

あらゆるプロダクツに自然環境への関わり方が問われる社会情勢の中で、いち早く環境・

安全問題に正面から取り組み開発した、業界初のエコマーク取得壁紙 「エコウオール」。

さらに 「汚れ防止H 表面強化H 防かぴ性」の綴能を備え、壁紙としての施工性も追及。

(エコウオールードイツの安全品質基準 fRALJ および日本の壁紙製品規絡協議会

fSVJ 取得)

不燃NM9772(不燃下地)

準不燃QM9232(不燃石膏ボード)

.1，090円/ m
2

(臨 書材料価格) ・市92cm

密閉園E通量
コマーヲ RAlマーフ sv規格 防かぴ性 水性インフ

限定商晶

- 紙製壁紙

. 防火認定番号

東リ工コワオール
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タイルカーペット信頼と実績の東リ
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- 原着ナイロン+ スペースタ1イ糸使いの深みのある質感が特長

・コミュニティスペースに最適

- サイズ 5 0 cmx 5 0 c m 

・パイル長 3. 5mmJ レーブパイル( 全厚6. 5mm)

・パイルー B C Fナイロン 1 00 %

・特 長 ・防汚糸+ フッ素系樹脂による防汚加工。

. 色 数 : 1 6色

・ 価 格 : 8 ，9 0 0円I m2( 税銭き材料価格)

TOLI  TI LE CARP E T  

東リ株式会社

- 西日本営業開発部 干540・0008 大阪市中央区大手前1-7・3 1 0 MMビル T E L.06 ( 6943)  1645 

. 東日本営業開発部 干105・0021 東京都港区東新橋2- 10- 4 東リ東京ピル T E L.03 (5403)  2067 

・札幌ショールーム TEL. Ol l (214)  8313 ・東京ショールーム TEL. 03 ( 5421 )  3711 

・名古屋ショールーム T E L.052 (745)  1691 ・大阪ショールーム T E L.06 (6943)  1649 
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